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第
四
章　

戦
時
下
の
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究

第
一
節　

思
想
・
学
問
統
制
と
高
等
教
育
政
策

一　

画
期
と
し
て
の
天
皇
機
関
説
事
件

共
産
主
義
・
社
会
主
義
を
普
及
さ
せ
る
言
説
や
運
動
へ
の
禁
圧
・
取
り
締
ま
り
は
、
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
強
化
さ
れ
て
い

た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
立
教
大
学
で
は
一
九
四
二
年
、
経
済
学
部
教
授
宮
川
実
が
治

安
維
持
法
違
反
容
疑
で
検
挙
さ
れ
、
辞
職
す
る
事
件
が
起
こ
る
が
、
そ
の
宮
川
実
の
事
件
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
加
速
し
た
、
思

想
、
学
問
、
そ
し
て
教
育
に
対
す
る
監
視
と
統
制
強
化
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
三
年
の
滝
川
事
件
で
は
、
学
説
が
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
政
府
は
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
滝
川
幸
辰

を
休
職
処
分
と
し
、
辞
職
に
追
い
込
ん
だ（

（
（

。
滝
川
事
件
は
、「
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
学
説
が
『
共
産
主
義
の
温
床
』
と
い
う
理
由
で
圧

迫
さ
れ
、
教
授
の
身
分
を
剥
奪
さ
れ
た
」
出
来
事
で
あ
り
、「
大
学
へ
の
介
入
と
い
う
点
で
も
自
由
主
義
弾
圧
と
い
う
点
で
も
、
天

皇
機
関
説
事
件
の
先
駆
と
な
」
る
事
件
で
あ
っ
た（

（
（

。
ま
た
、「
ま
ず
問
題
に
な
り
う
る
書
物
を
内
務
省
が
発
行
禁
止
行
政
権
を
行
使
し

て
発
禁
処
分
に
付
し
、
つ
い
で
そ
れ
を
理
由
に
文
部
省
が
身
分
を
剥
奪
す
る
と
い
う
両
者
の
相
補
作
用
に
よ
る
思
想
統
制
の
定
型
が

確
立
さ
れ
た
こ
と
に
お
い
て
も
、
重
要
で
あ
」
っ
た（

（
（

。

そ
し
て
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
の
天
皇
機
関
説
事
件
で
は
、
学
説
が
「
国
体
」
に
反
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
全

国
の
大
学
で
そ
の
学
説
を
講
義
で
扱
う
こ
と
自
体
が
禁
圧
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
七
年
に
は
反
軍
的
言
説
を
理
由
に
、
矢
内
原
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忠
雄
が
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
一
九
三
九
年
に
な
る
と
自
由
主
義
を
掲
げ
た
著
作
を
処
分
の
対
象
と
し
て
、
河
合
栄
治
郎
が
休
職
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
河
合
の
「
思
想
内
容
は
国
家
概
念
に
於
て
著
し
く
不
当
な
る
処
あ
り
、
又
私
有
財
産
制
度
の
廃
止
、
社
会
主
義

社
会
の
実
現
を
要
望
し
、
又
反
軍
反
戦
的
に
し
て
更
に
教
育
精
神
に
於
て
教
育
家
と
し
て
最
も
欠
く
る
処
あ
り
」
と
断
じ
ら
れ
た（

（
（

。

思
想
・
学
問
の
禁
圧
・
統
制
は
、
そ
れ
ま
で
共
産
主
義
・
社
会
主
義
を
対
象
と
し
て
き
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
自
由
主
義

に
も
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
天
皇
機
関
説
事
件
が
大
き
な
画
期
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
高
等
教
育
機
関
、
と

く
に
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
内
容
の
悉
皆
調
査
・
取
り
締
ま
り
と
継
続
し
た
監
視
が
始
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
内
務
省
と
司

法
省
が
行
な
う
弾
圧
・
監
視
が
続
け
ら
れ
る
一
方
、
文
部
省
も
こ
れ
と
連
携
し
つ
つ
、
学
生
部
か
ら
昇
格
し
た
思
想
局
が
中
心
と
な

り
、
大
学
の
教
育
・
研
究
内
容
へ
の
直
接
介
入
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
天
皇
機
関
説
事
件
で
あ
る
。

天
皇
機
関
説
事
件
は
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
で
貴
族
院
議
員
で
も
あ
っ
た
美
濃
部
達
吉
が
、
そ
の
主
唱
者
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
て
一
九
三
五
年
二
月
の
帝
国
議
会
で
攻
撃
さ
れ
た
の
が
発
端
で
あ
る
。
美
濃
部
は
、
著
書
の
発
禁
処
分
を
受
け
、
貴
族
院
議
員

等
の
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（

（
（

。
当
時
、
天
皇
機
関
説
は
憲
法
学
の
公
定
学
説
で
あ
っ
た
が
、
軍
部
の
台
頭
に
よ
り
公
然
と
排
撃
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
同
年
一
〇
月
一
五
日
に
は
岡
田
内
閣
に
よ
る
第
二
次
国
体
明
徴
声
明
が
発
表
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
の
収
束

を
み
た
が
、
大
き
な
政
治
問
題
に
発
展
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
八
月
三
日
に
岡
田
啓
介
内
閣
は
天
皇
機
関
説
に
つ
い

て
、「
万
邦
無
比
ナ
ル
我
ガ
国
体
ノ
本
義
ヲ
愆あ
や
まル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
す
る
「
国
体
明
徴
」
声
明
（
第
一
次
）（

（
（

を
発
表
し
た
が
、
軍
部
な
ど

は
さ
ら
に
強
い
措
置
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
岡
田
内
閣
は
、
一
〇
月
一
五
日
に
天
皇
機
関
説
は
「
我
国
体
ニ
戻も
と

リ
其
本
義
ヲ
愆あ
や
まル
ノ

甚
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
厳
ニ
之
ヲ
芟さ
ん
じ
ょ除
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
第
二
次
「
国
体
明
徴
」
声
明
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

一
一
月
一
八
日
に
は
「
国
体
観
念
、
日
本
精
神
ヲ
根
本
ト
シ
テ
現
下
我
ガ
国
ノ
学
問
、
教
育
刷
新
ノ
方
途
ヲ
議
」
す
る
教
学
刷
新
評

議
会
が
勅
令
に
よ
り
設
置
さ
れ
た（

（
（

。

一
九
三
六
年
に
入
る
と
、
七
月
に
文
部
省
思
想
局
長
か
ら
直
轄
学
校
長
宛
に
「
日
本
文
化
講
義
」
実
施
の
指
示
が
出
さ
れ
、
九
月
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に
は
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
七
年
に
は
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
目
の
改
正
、『
国
体
の
本
義
』

の
刊
行
、
文
部
省
の
外
局
と
し
て
教
学
局
の
設
置
な
ど
、「
教
学
刷
新
」
の
具
体
的
な
施
策
や
体
制
づ
く
り
が
立
て
続
け
に
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
天
皇
機
関
説
事
件
を
き
っ
か
け
に
、「
国
体
明
徴
ノ
為
」
の
施
策
と
し
て
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
で

あ
る（

（
（

。
こ
こ
で
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、「
教
学
刷
新
」
の
施
策
と
平
行
し
て
、
高
等
教
育
機
関
、
と
く
に
大
学
に
お
け
る
教

育
・
研
究
内
容
の
悉
皆
調
査
・
取
り
締
ま
り
と
継
続
し
た
監
視
が
文
部
省
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
始
ま

り
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
天
皇
機
関
説
事
件
の
際
の
「
憲
法
学
」
講
義
に
関
す
る
調
査
で
あ
っ
た
。

二　
「
憲
法
学
」
講
義
に
関
す
る
調
査
・
取
り
締
ま
り
の
実
施

一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
、
文
部
省
は
訓
令
第
四
号
を
発
令
し
、「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
徴
ニ
シ
之
ニ
基
キ
テ
教
育
ノ
刷
新
ト
振
作

ト
ヲ
図
リ
（
中
略
）
苟
モ
国
体
ノ
本
義
ニ
疑
惑
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
言
説
ハ
厳
ニ
之
ヲ
戒
メ
」
る
こ
と
を
帝
国
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
高
等
教
育
機
関
の
総
長
・
学
長
・
学
校
長
宛
に
通
知
し
た
。「
国
体
ノ
本
義
ニ
疑
惑
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
言
説
」
と
は
、
天

皇
機
関
説
を
指
し
て
お
り（

（1
（

、「
訓
令
ノ
趣
旨
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
為
ニ
特
ニ
関
係
帝
国
大
学
総
長
、
官
立
大
学
長
」
を
文
部
省
に
直
接
呼

ん
で
注
意
を
促
す
こ
と
と
し
た（

（1
（

。

同
年
九
月
二
五
日
に
は
文
部
省
か
ら
「
憲
法
学
説
問
題
ニ
関
ス
ル
施
設
及
処
置
」
と
い
う
文
書
が
発
せ
ら
れ
、
具
体
的
な
措
置
と

し
て
一
七
項
目
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
主
な
「
施
設
及
処
置
」
を
抜
粋
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六�

、
本
省
ニ
於
テ
ハ
予
テ
帝
国
大
学
、
公
私
立
大
学
等
ニ
於
ケ
ル
法
制
科
教
授
殊
ニ
憲
法
、
国
法
学
等
担
当
教
授
ノ
学
説
ヲ
主

ト
シ
テ
著
書
、
講
義
案
、
論
文
等
ニ
依
リ
詳
細
ニ
調
査
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ
推
移
ニ
関
シ
テ
注
意
シ
ツ
ツ
ア
リ
。

七�

、
右
ノ
調
査
ニ
基
キ
必
要
ト
認
ム
ル
者
ニ
付
テ
ハ
夫
々
学
校
責
任
者
ヲ
招
致
シ
当
該
教
授
ノ
思
想
内
容
等
ヲ
聴
取
ス
ル
ト
共

ニ
必
要
ナ
ル
注
意
ヲ
与
ヘ
ツ
ツ
ア
リ
。
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八�

、
各
帝
国
大
学
、
官
公
私
立
大
学
等
ニ
於
テ
モ
教
授
、
講
師
等
ノ
選
任
、
担
当
講
座
ノ
変
更
、
講
義
内
容
ノ
改
善
夫
々
適
当

ナ
ル
処
置
ヲ
見
ツ
ツ
ア
リ

九
、
法
制
経
済
ノ
教
科
書
ニ
ツ
キ
テ
モ
不
適
当
ト
思
料
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
之
ヲ
使
用
セ
シ
メ
サ
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

十
、
憲
法
講
習
会
ノ
開
催

　

�　

七
月
十
五
日
ヨ
リ
五
日
間
特
ニ
本
省
ニ
於
テ
憲
法
講
習
会
ヲ
開
催
シ
官
公
私
立
高
等
学
校
、
専
門
学
校
長
、
官
公
私
立
高

等
学
校
、
専
門
学
校
法
制
修
身
担
任
教
員
及
生
徒
主
事
、
帝
国
大
学
、
官
公
私
立
大
学
学
生
主
事
其
ノ
他
関
係
者
ニ
聴
講
セ

シ
メ
タ
リ
。（

（1
（

一
九
三
五
年
八
月
三
日
に
「
国
体
明
徴
」
声
明
（
第
一
次
）
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
約
一
週
間
後
の
八
月
九
日
、
関
西
学
院
大
学
の

中
島
重
と
同
志
社
大
学
の
田
畑
忍
の
憲
法
学
説
に
つ
い
て
事
情
聴
取
す
る
た
め
、
文
部
省
は
両
大
学
の
学
長
を
呼
び
出
し
た
。
以

後
、「
要
注
意
」
と
し
て
対
応
す
べ
き
憲
法
講
義
担
当
者
へ
の
当
該
大
学
の
対
応
・
措
置
に
関
し
て
、
文
部
省
の
事
情
聴
取
と
指
示

が
続
い
て
い
っ
た（

（1
（

。
文
部
省
の
憲
法
学
説
に
関
す
る
悉
皆
調
査
の
開
始
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
八
月
上
旬
ま
で
に
上

記
の
「
施
設
及
処
置
」
の
「
六
」
を
踏
ま
え
た
「
要
注
意
」
人
物
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
終
わ
り
、
個
別
に
聴
取
・
注
意
す
る
「
七
」

の
段
階
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
秘
」
印
の
あ
る
、
文
部
省
思
想
局
の
「
各
大
学
ニ
於
ケ
ル
憲
法
学
説
調
査
ニ
関
ス
ル
文
書
」
綴
（
一
九
三
五
年
）
は
、「
学
説
・

教
育
内
容
の
調
査
、
学
校
当
局
の
措
置
、
執
拗
な
思
想
局
の
調
査
・
処
置
要
求
」
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
示
す（

（1
（

資
料
で
あ
る
。
こ
の

綴
に
含
ま
れ
る
「
憲
法
関
係
著
書
ニ
シ
テ
発
禁
、
改
訂
、
絶
版
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
」
の
リ
ス
ト（

（1
（

で
は
、
美
濃
部
達
吉
、
田
畑
忍
、
森

口
繁
治
、
中
島
重
、
副
島
義
一
、
吉
田
一
枝
、
渡
辺
宗
太
郎
、
宮
沢
俊
義
、
浅
井
清
、
野
村
淳
治
、
市
村
光
恵
、
竹
内
雄
、
藤
井
新

一
、
佐
々
木
惣
一
、
野
村
信
孝
、
清
水
澄
、
鳥
飼
善
士
と
そ
の
該
当
す
る
著
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
度
の
講

義
プ
リ
ン
ト
（
森
口
繁
治
、
中
島
重
、
渡
辺
宗
太
郎
、
宮
沢
俊
義
）
が
「
絶
版
」
措
置
と
な
る
な
ど
、
講
義
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト

や
、
プ
リ
ン
ト
に
至
る
ま
で
悉
皆
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
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さ
ら
に
、
同
資
料
中
の
「
憲
法
学
説
ノ
系
統
分
類
」
と
い
う
文
書
で
は（

（1
（

、
憲
法
を
講
ず
る
学
者
の
学
説
を
天
皇
主
体
説
と
天
皇
機

関
説
に
大
別
し
、
天
皇
機
関
説
を
唱
え
る
学
者
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、「
唯
物
的
傾
向
ノ
顕
著
ニ
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
」、「
民
主
主

義
的
（
急
進
的
）
傾
向
ノ
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
」、「
純
粋
法
学
的
傾
向
ノ
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
」
と
い
う
三
つ
の
分
類
が
な
さ
れ
た
。

「
憲
法
学
説
ノ
系
統
分
類
」
で
天
皇
機
関
説
に
該
当
す
る
学
者
は
、
さ
ら
に
「
緊
急
ノ
処
置
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」、「
厳
重
ナ

ル
注
意
ヲ
与
フ
ル
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
緊
急
の
処
置
・
対
応
を
要
す
る
と
さ
れ
た
の
は
、
中
島
重
、

田
畑
忍
、
森
口
繁
治
、
野
村
淳
治
、
宮
沢
俊
義
、
浅
井
清
、
中
野
登
美
雄
、
副
島
義
一
の
八
名
で
あ
り
、
具
体
的
な
処
置
・
対
応
と

し
て
、「
著
書
又
ハ
講
義
ノ
内
容
ノ
絶
版
、
改
訂
ヲ
要
求
シ
受
諾
セ
ザ
ル
場
合
ハ
著
書
ノ
禁
止
ヲ
考
慮
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
」、「
憲
法

講
義
ヲ
担
任
セ
シ
メ
ザ
ル
コ
ト
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
厳
重
ナ
ル
注
意
ヲ
与
フ
ル
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
に
は
、

佐
々
木
惣
一
、
野
村
信
孝
、
竹
内
雄
、
藤
井
新
一
、
渡
辺
宗
太
郎
、
河
村
又
介
、
吉
田
一
枝
、
中
村
進
午
が
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
の

処
置
・
対
応
は
、「
著
書
並
ニ
講
義
ノ
内
容
ノ
絶
版
、
改
訂
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
」、「
右
ヲ
受
諾
セ
ザ
ル
場
合
ハ
憲
法
講
義
ヲ
止
メ
シ

メ
又
ハ
休
講
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
で
あ
っ
た
。

美
濃
部
達
吉
（
東
京
商
科
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
中
央
大
学
）、
佐
々
木
惣
一
（
神
戸
商
業
大
学
）、
森
口
繁
治
（
大
阪
商
科
大

学
、
関
西
大
学
、
立
命
館
大
学
）
は
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
辞
任
し
た
ほ
か
、
京
都
帝
国
大
学
の
渡
辺
宗
太
郎
、
関
西
大
学
の
吉
田
一
枝

が
憲
法
講
座
か
ら
は
ず
れ
る
な
ど
、
各
大
学
で
多
く
の
憲
法
講
座
が
休
講
と
な
っ
た（

（1
（

。
一
方
、
宮
沢
俊
義
の
よ
う
に
講
義
内
容
を
改

訂
す
る
こ
と
で
、
憲
法
の
講
義
担
当
を
継
続
し
た
ケ
ー
ス（

（1
（

も
み
ら
れ
、
ま
た
関
西
学
院
大
学
の
中
島
重
も
憲
法
の
講
義
担
当
を
続
け

て
い
る
が
、
文
部
省
の
意
図
は
、
天
皇
機
関
説
に
拠
る
講
義
内
容
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
こ
と
に
あ
り
、
緊
急
度
の
高
い
順
に
対
応

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

文
部
省
は
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
調
査
・
事
情
聴
取
に
よ
り
、
天
皇
機
関
説
の
講
義
内
容
を
徹
底
的
に
禁
圧
す
る
方
針
を
示
し
、

具
体
的
な
対
応
を
該
当
者
が
所
属
す
る
大
学
を
通
し
て
実
施
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
追
跡
・
監
視
し
て
い
っ
た（

（2
（

。
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「
各
大
学
ニ
於
ケ
ル
憲
法
学
説
調
査
ニ
関
ス
ル
文
書
」
綴
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
帝
大
、
官
公
私
大
ニ
於
ケ
ル
憲
法
講
座
ノ
現
況
」

と
い
う
一
覧
で
は
、
一
九
三
五
年
当
時
の
文
部
省
所
管
の
六
帝
国
大
学
（
文
部
省
所
管
で
は
な
い
台
北
帝
国
大
学
や
京
城
帝
国
大
学

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
以
下
同
様
）、
一
二
官
立
大
学
、
二
公
立
大
学
、
二
五
私
立
大
学
に
つ
い
て
、
憲
法
講
座
担
当
者
の
氏
名
・

地
位
・
学
説
要
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
一
覧
に
よ
る
と
、
憲
法
が
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
四
帝
国
大
学
（
東

京
、
京
都
、
東
北
、
九
州
）、
二
官
立
大
学
（
東
京
商
科
、
神
戸
商
業
）、
一
公
立
大
学
（
大
阪
商
科
）、
一
七
私
立
大
学
（
慶
應
義

塾
、
早
稲
田
、
明
治
、
法
政
、
中
央
、
日
本
、
國
學
院
、
同
志
社
、
専
修
、
立
教
、
立
命
館
、
関
西
、
拓
殖
、
立
正
、
駒
澤
、
上

智
、
関
西
学
院
）
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の
教
員
が
担
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
各
教
員
の
学
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
説
要
旨

は
、
天
皇
機
関
説
で
あ
る
の
か
天
皇
主
体
説
で
あ
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
天
皇
機
関
説
が
改
め
ら
れ
て
い
る
か
否

か
、
講
義
内
容
を
「
講
義
案
改
訂
」
や
「
改
説
」
な
ど
の
用
語
で
評
価
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
一
九
三
四
年
度
に
開
講
し
て
い
た
が
、

こ
の
一
覧
の
時
点
（
一
九
三
五
年
）
で
憲
法
講
座
を
休
講
と
し
た
大
学
と
し
て
、
次
の
大
学
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

・
東
京
商
科
大
学
（
一
九
三
四
年
度
は
美
濃
部
達
吉
が
講
師
と
し
て
担
当
）

　

・
神
戸
商
業
大
学
（
一
九
三
四
年
度
は
佐
々
木
惣
一
が
担
当
）

　

・
中
央
大
学
（
一
九
三
五
年
三
月
に
美
濃
部
達
吉
が
講
師
を
辞
職
。
一
九
三
五
年
度
は
講
師
宮
沢
俊
義
が
休
講
）

立
教
大
学
の
場
合
、
中
村
進
午
が
憲
法
講
座
の
担
当
者
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
東
京
商
科
大
学
名
誉
教
授
の
中
村
進
午
は
、

一
九
三
五
年
度
に
は
立
教
大
学
と
日
本
大
学
の
講
師
を
務
め
、
拓
殖
大
学
と
上
智
大
学
の
教
授
と
い
う
肩
書
き
で
あ
っ
た
が（

（2
（

、
こ
の

一
覧
に
よ
れ
ば
、
立
教
大
学
と
上
智
大
学
の
二
大
学
で
憲
法
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
。
講
義
内
容
は
い
ず
れ
も
「
改
正
」
で
あ
る（

（2
（

。

文
部
省
の
調
査
で
は
、
中
村
進
午
は
「
天
皇
機
関
説
に
拠
る
講
義
」
に
分
類
さ
れ
、
対
応
の
緊
急
度
と
し
て
は
、
二
番
目
の
「
厳
重

ナ
ル
注
意
ヲ
与
フ
ル
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の
対
応
策
は
、「
著
書
並
ニ
講
義

ノ
内
容
ノ
絶
版
、
改
訂
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
」、「
右
ヲ
受
諾
セ
ザ
ル
場
合
ハ
憲
法
講
義
ヲ
止
メ
シ
メ
又
ハ
休
講
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
の
二

つ
で
あ
っ
た（

（2
（

。
中
村
進
午
の
講
義
内
容
に
お
け
る
「
改
正
」
の
実
態
が
、
天
皇
主
体
説
に
変
更
さ
れ
た
の
か
、
天
皇
機
関
説
に
触
れ
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な
い
形
で
の
変
更
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
立
教
大
学
の
憲
法
講
義
が
一
九
三
五
年
を
境
と
し
て
、
少
な
く
と
も
天
皇
機
関
説
に

触
れ
な
い
内
容
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る（

（2
（

。

天
皇
機
関
説
事
件
で
は
、「
各
大
学
に
対
す
る
、
辞
職
強
要
を
含
ん
だ
圧
力
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
」
が
、「
大
学
側
に
は
、
組
織

体
と
し
て
何
ら
か
の
抵
抗
を
試
み
た
形
跡
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
文
部
当
局
に
全
面
協
力
」
し
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
そ
れ
は
、
直
前
の
滝
川
事
件
の
影
響
・
衝
撃
の
大
き
さ
や
、
天
皇
機
関
説
事
件
に
関
す
る
「
国
体
明
徴
」
運
動
の
激
し
さ
を

物
語
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
学
が
「
文
部
当
局
に
全
面
協
力
」
す
る
対
応
を
示
す
な
か
、「
文
部
省
の
対
応
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

一
つ
の
学
説
、
個
別
の
学
問
を
対
象
と
す
る
統
制
を
超
え
て
、
大
学
全
体
に
網
を
か
け
、
教
員
一
人
ひ
と
り
の
講
義
内
容
に
い
た
る

ま
で
を
調
査
対
象
と
し
て
い
く
よ
う
な
組
織
」（

（2
（

の
必
要
性
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
、
天
皇
機
関
説
事
件
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
関
し
て
、「
教
学
刷
新
」「
諸
学
振
興
」
の
名
の
も
と
に
、
大
学

（
高
等
教
育
機
関
）
の
講
義
内
容
に
関
す
る
悉
皆
調
査
・
取
り
締
ま
り
・
監
視
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。

三　
「
教
学
刷
新
」
の
推
進
と
監
視
・
統
制
の
強
化

文
部
省
は
、
一
九
三
六
年
に
日
本
文
化
講
義
、
日
本
文
化
教
官
講
習
会
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
と
い
う
三
つ
の
「
教
学
刷
新
」

事
業
を
思
想
局
の
担
当
で
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
三
七
年
以
降
、
思
想
局
を
廃
止
し
て
文
部
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た

教
学
局
に
お
い
て
、「
教
学
刷
新
」
の
名
の
も
と
に
、
高
等
教
育
機
関
の
教
育
活
動
、
研
究
活
動
を
積
極
的
に
再
編
成
し
よ
う
と
す

る
事
業
で
あ
っ
た（

（3
（

。
ま
た
、
一
九
三
六
年
に
は
『
国
体
の
本
義
』
の
編
纂
作
業
が
始
ま
り
、
一
九
三
七
年
に
刊
行
さ
れ
た（

（3
（

。

一
九
三
七
年
三
月
に
文
部
省
は
、
高
等
学
校
高
等
科
の
「
修
身
」、「
国
語
及
漢
文
」、「
歴
史
」、「
哲
学
概
説
」、「
法
制
及
経
済
」、

師
範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
科
高
等
女
学
校
の
「
修
身
」、「
公
民
科
」、「
国
語
漢
文
」、「
歴
史
」、「
地
理
」
の
教
授
要

目
改
正
を
行
な
っ
た
。
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
目
の
改
正
に
際
し
て
は
、
私
立
大
学
予
科
主
任
協
議
会
や
改
正
教
授
要
目
研
究
協
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議
会
が
開
催
さ
れ
、
文
部
省
か
ら
高
等
学
校
高
等
科
・
大
学
予
科
に
対
し
て
、
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
目
改
正
の
趣
旨
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
学
年
始
め
に
教
員
か
ら
授
業
進
度
表
を
提
出
さ
せ
て
「
教
員
会
」
で
十
分
審
議
し
、
各
学
期

末
に
は
教
員
か
ら
一
学
期
間
の
授
業
の
実
績
を
報
告
さ
せ
て
、
関
係
科
目
教
員
会
、
又
は
全
教
員
会
を
開
催
し
て
審
議
打
合
せ
を
行

な
い
、
書
類
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
教
授
要
目
改
正
の
本
旨
に
沿
わ
な
い
教
育
活
動
を
個
々
の

教
員
が
行
な
わ
な
い
よ
う
に
、
教
員
会
と
い
う
組
織
を
通
し
て
自
主
的
に
統
制
さ
せ
、
そ
の
教
育
活
動
を
監
視
さ
せ
あ
う
こ
と
で

あ
っ
た（

（3
（

。

一
方
、
高
等
学
校
高
等
科
と
大
学
予
科
で
使
用
す
る
教
科
書
の
認
可
制
度
に
関
し
て
、
一
九
三
八
年
度
使
用
の
教
科
書
か
ら
審
査

が
厳
格
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
四
～
三
六
年
に
認
可
済
み
と
な
っ
て
い
た
教
科
書
に
つ
い
て
も
、
一
九
三
九

年
度
か
ら
改
正
教
授
要
目
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
再
審
査
す
る
こ
と
が
通
告
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
度
使
用
の
教
科
書
に
対

し
て
は
、「
高
等
諸
学
校
教
科
書
認
可
規
程
」
が
適
用
さ
れ
、
高
等
学
校
高
等
科
や
大
学
予
科
の
み
な
ら
ず
、
当
時
教
授
要
目
が
存

在
し
な
か
っ
た
専
門
学
校
や
実
業
専
門
学
校
な
ど
に
ま
で
教
科
書
審
査
の
対
象
を
広
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
教
学
刷
新
」
の
諸
施
策
を
通
し
て
、
文
部
省
全
体
（
思
想
局
・
教
学
局
を
中
心
に
、
改
正
教
授
要
目
と
そ
の
研

究
協
議
会
は
専
門
学
務
局
、
教
科
書
審
査
は
図
書
局
が
担
当
）
の
方
針
と
し
て
、〝
望
ま
し
い
〟
方
向
が
積
極
的
に
提
示
さ
れ
た
。

同
時
に
、〝
望
ま
し
く
な
い
〟
方
向
を
持
つ
も
の
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
こ
と
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
向
で
の
研
究

活
動
、
こ
と
に
教
育
活
動
を
行
な
う
高
等
教
育
機
関
に
属
す
る
教
員
を
排
除
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

文
部
省
は
、
天
皇
機
関
説
事
件
の
際
、「
要
注
意
」
と
み
な
し
た
高
等
教
育
機
関
に
所
属
す
る
教
員
に
つ
い
て
、
以
後
も
詳
細
な

調
査
・
監
視
を
行
な
っ
た（

（3
（

。
そ
の
調
査
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
判
明
す
る
。

①�

天
皇
機
関
説
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
憲
法
講
義
の
担
当
教
員
な
ど
、
思
想
局
や
教
学
局
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
マ
ー
ク
さ
れ
た
人

物
に
は
、
監
視
・
追
跡
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

②�

憲
法
講
義
の
担
当
教
員
へ
の
調
査
・
監
視
が
始
め
ら
れ
た
の
ち
、
一
九
三
六
年
時
点
で
労
農
派
と
み
な
さ
れ
る
教
員
へ
の
調
査
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や
、
一
九
三
七
年
の
憲
法
学
に
限
ら
な
い
法
学
全
般
と
、
経
済
学
関
係
を
中
心
と
し
た
講
義
担
当
者
調
査
、
一
九
四
〇
年
の
法

学
、
経
済
学
に
加
え
て
社
会
学
、
文
学
、
哲
学
、
歴
史
学
な
ど
人
文
科
学
全
般
に
わ
た
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
・

監
視
対
象
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
。

③�
「
要
注
意
」
教
員
と
し
て
調
査
・
監
視
の
対
象
と
な
っ
た
教
員
は
、
た
だ
監
視
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
検
挙
や
高
等
教

育
機
関
か
ら
の
事
実
上
の
追
放
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
。

④�

調
査
・
監
視
の
対
象
は
、
著
書
や
論
文
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
講
義
で
用
い
て
い
る
教
科
書
、
講
義
中
の
発
言
、
試
験
問
題
と

そ
の
成
績
の
付
け
方
、
活
動
団
体
・
交
友
関
係
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と（

（3
（

。

た
と
え
ば
、
検
挙
や
辞
職
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
戦
後
も
教
壇
に
立
ち
続
け
た
宮
沢
俊
義
も
、
一
九
三
五
年
の
天
皇
機
関
説
事

件
以
降
、
継
続
し
て
調
査
・
監
視
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
そ
し
て
、
思
想
局
・
教
学
局
が
高
等
教
育
機
関
の
教
員
を
調
査
し
監
視
し
て
い
た

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
学
生
・
生
徒
に
対
す
る
教
育
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
り
、
警
戒
の
目
を
光
ら
せ
て
い
た
の
は
教
員
と
学

生
・
生
徒
の
教
育
関
係
そ
の
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

そ
し
て
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
開
催
・
運
営
の
参
考
と
す
る
な
ど
の
名
目
で
、

人
文
科
学
系
諸
学
問
の
教
員
に
対
し
て
、
学
問
・
教
育
分
野
を
指
定
し
た
著
書
・
論
文
の
悉
皆
調
査
が
い
く
つ
も
実
施
さ
れ
た
。
調

査
に
よ
っ
て
は
、
文
部
省
所
管
の
高
等
教
育
機
関
に
加
え
て
、
学
習
院
や
陸
軍
経
理
学
校
、
当
時
の
日
本
の
植
民
地
・
占
領
地
に
設

立
さ
れ
た
京
城
帝
国
大
学
、
台
北
帝
国
大
学
な
ど
も
対
象
と
し
て
実
施
し
、
講
義
担
当
者
の
み
な
ら
ず
講
義
を
担
当
し
て
い
な
い
教

職
員
（
例
え
ば
助
手
な
ど
）
に
つ
い
て
も
著
書
論
文
を
回
答
さ
せ
て
い
る（

（3
（

。「
教
学
刷
新
」
事
業
で
あ
る
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
学

会
開
催
・
運
営
の
名
の
も
と
、
文
部
省
に
よ
る
悉
皆
調
査
と
い
う
形
で
、
高
等
教
育
機
関
に
関
す
る
学
問
統
制
・
監
視
が
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
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四　

矢
内
原
事
件
、
河
合
栄
治
郎
事
件
、
津
田
左
右
吉
事
件

「
天
皇
機
関
説
の
禁
止
は
、
一
つ
の
憲
法
学
説
の
抹
殺
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
同
調
し
な

い
異
質
的
な
も
の
を
『
国
体
』
の
名
に
お
い
て
強
制
的
に
排
除
す
る
運
動
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る（

（3
（

。

一
九
三
〇
年
代
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
だ
け
で
な
く
、
自
由
主
義
と
把
握
さ
れ
る
学
者
・
教
員
に
対
し
て
も
、「
要
注
意
」
と
し
て

調
査
・
監
視
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
七
年
の
日
中
全
面
戦
争
突
入
以
降
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
同
調
し

な
い
異
質
的
な
も
の
を
『
国
体
』
の
名
に
お
い
て
強
制
的
に
排
除
す
る
運
動
」
が
加
速
し
た
。

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
の
矢
内
原
忠
雄
は
、『
中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
九
月
号
の
た
め
に
書
い
た
「
国
家
の
理
想
」（
検

閲
で
全
文
削
除
）
で
政
府
の
大
陸
政
策
を
批
判
し
た
こ
と
や
、
講
演
で
の
発
言
が
右
翼
か
ら
の
攻
撃
を
招
き
、
辞
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
（
矢
内
原
事
件
）。
翌
一
九
三
八
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
の
河
合
栄
治
郎
の
『
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
批
判
』
な
ど
四

著
書
が
発
禁
処
分
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
経
済
学
部
教
授
会
の
内
部
対
立
が
激
化
し
、
平
賀
粛
学
へ
と
発
展
し
た
。
河
合
は
、

一
九
三
九
年
一
月
に
休
職
処
分
と
な
っ
た
（
河
合
栄
治
郎
事
件
）。
こ
の
間
、
河
合
は
、
二
・
二
六
事
件
に
か
か
わ
る
批
判
な
ど
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
徹
底
的
な
批
判
を
行
な
い
、
軍
部
や
右
翼
な
ど
か
ら
攻
撃
を
受
け
続
け
て
い
た（

（4
（

。

一
九
四
〇
年
、
早
稲
田
大
学
教
授
津
田
左
右
吉
の
『
神
代
史
の
研
究
』（
一
九
二
四
年
）、『
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
』（
一
九
二
四

年
）、『
日
本
上
代
史
研
究
』（
一
九
三
〇
年
）、『
上
代
日
本
の
社
会
及
び
思
想
』（
一
九
三
三
年
）
の
四
著
書
に
つ
い
て
発
禁
処
分
を

受
け
、
津
田
と
発
行
者
の
岩
波
茂
雄
は
、
出
版
法
第
二
六
条
（
皇
室
の
尊
厳
冒
涜
）
違
反
の
か
ど
で
起
訴
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
津

田
左
右
吉
事
件
」
で
あ
る（

（4
（

。
発
禁
処
分
と
な
っ
た
四
冊
と
も
、
一
九
二
四
～
三
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
詳
細
な
文
献
批
判
に
も
と
づ
く

記
・
紀
研
究
の
著
作
で
あ
り
、
刊
行
以
来
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
狂
信
的
日
本
主
義
の
立
場
か
ら
自
由
主
義
的
な

学
者
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
陥
害
し
て
い
っ
た
蓑
田
胸
喜
ら
原
理
日
本
社
一
派
か
ら
『
大
逆
思
想
』
と
し
て
非
難
さ
れ
、
不
敬
罪
と
し
て
告

発
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
時
点
で
津
田
は
早
稲
田
大
学
を
辞
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
。
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矢
内
原
事
件
、
河
合
栄
治
郎
事
件
、
津
田
左
右
吉
事
件
は
、
い
ず
れ
も
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
同
調
し
な
い
異
質
的
な
も
の
を
『
国

体
』
の
名
に
お
い
て
強
制
的
に
排
除
す
る
運
動
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
矢
内
原
忠
雄
、
河
合
栄
治
郎
、
津
田
左

右
吉
と
い
う
個
人
の
思
想
や
発
言
、
発
表
し
て
き
た
研
究
・
著
作
が
直
接
攻
撃
さ
れ
、
彼
ら
は
大
学
で
の
職
を
失
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
、
高
等
教
育
機
関
に
属
す
る
教
員
、
研
究
者
の
教
育
と
研
究
の
あ
り
方
を
強
く
禁
圧
的
に
統
制
す
る
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
・
研
究
が
弾
圧
の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で

の
状
況
か
ら
周
知
の
事
実
に
な
っ
て
い
た
が
、
矢
内
原
事
件
や
河
合
栄
治
郎
事
件
は
、
非
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、

戦
争
を
批
判
す
る
こ
と
、
軍
部
や
政
府
の
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
が
直
接
攻
撃
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
ま
た
、

津
田
左
右
吉
事
件
は
、
従
来
は
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
研
究
内
容
が
攻
撃
さ
れ
、
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
り
得
る
こ

と
を
示
し
た
。
一
九
四
一
年
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
頃
に
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
同
調
し
な
い
異
質
的
な
」
発
言
や
研

究
を
許
さ
な
い
状
況
が
、
高
等
教
育
機
関
に
属
す
る
教
員
・
研
究
者
の
間
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
宮
川
実
の
「
辞
職
」

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
に
同
調
し
な
い
異
質
的
な
」
発
言
や
研
究
を
許
さ
な
い
状
況
の
広
が
り
は
、
当
時
の
立
教
大
学
で
も
共
有
さ
れ

た
認
識
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
の
立
教
大
学
に
お
け
る
動
向
を
み
る
う
え
で
、
そ
う
し
た
状
況
が
学
内
外
で
進
行
し
て
い
た
と
い
う
事

実
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
四
二
年
、
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
の
宮
川
実
は
、
治
安
維
持
法
違
反
の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
、
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

検
挙
の
理
由
は
、
宮
川
が
書
い
た
も
の
、
公
刊
し
た
も
の
で
は
な
く
、
内
務
省
警
保
局
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
左
翼
学
生
を
育
て
て
い

る
と
い
う
、
学
生
・
生
徒
へ
の
影
響
で
あ
っ
た（

（4
（

。

宮
川
実
は
、
一
九
二
〇
年
に
第
一
高
等
学
校
英
法
科
を
卒
業（

（4
（

、
一
九
二
三
年
三
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し

た（
（4
（

。
一
九
二
〇
年
卒
業
の
第
一
高
等
学
校
英
法
科
の
同
期
に
は
、
宮
沢
俊
義
、
長
谷
部
文
雄
が
含
ま
れ
て
い
る（

（4
（

。
高
校
三
年
の
こ
ろ
に
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河
上
肇
の
『
社
会
問
題
研
究
』
を
読
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
主
義
の
勉
強
を
始
め
た
宮
川
は
、
大
学
で
「
法
律
を
や
っ
て

い
れ
ば
め
し
が
食
え
る
と
思
っ
て
法
学
部
に
い
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、「『
資
本
論
』
を
訳
し
た
親
友
の
長
谷
部
文
雄
が
さ
か
ん

に
京
都
に
い
る
河
上
先
生
の
と
こ
ろ
へ
こ
い
、
と
い
う
し
、
自
分
で
も
、
や
は
り
基
礎
は
経
済
学
だ
と
い
う
こ
と
」
に
気
づ
き（

（4
（

、
大

学
卒
業
後
、
京
都
帝
国
大
学
の
河
上
肇
の
門
下
に
入
っ
た
。
こ
う
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
研
究
に
取
り
組
む
傍
ら
、
河
上

の
紹
介
で
京
都
府
立
一
中
の
法
制
経
済
の
講
師
と
同
志
社
大
学
の
講
師
を
務
め
て
い
た
が（

（4
（

、
一
九
二
五
年
春
に
和
歌
山
高
等
商
業
学

校
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
～
三
二
年
に
は
ド
イ
ツ
留
学
を
行
な
い
、
一
九
三
九
年
に
「
偶
然
の
機
会
か
ら

立
教
大
学
に
来
る
こ
と
と
」
な
っ
た（

（4
（

。
こ
の
間
、
和
歌
山
に
移
住
し
た
と
き
の
出
来
事
と
し
て
、「
山
下
英
夫
と
長
谷
部
と
が
福
本

〔
和
夫
〕
氏
の
講
演
を
き
い
て
私
に
伝
え
た
」
と
の
回
想
が
あ
り（

（5
（

、
長
谷
部
文
雄
を
介
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
の
ち
に
立
教
大
学

経
済
学
部
教
授
と
な
る
山
下
英
夫
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
で
は
、
一
九
四
二
年
四
月
一
七
日
に
河
西
太
一
郎
経
済
学
部
長
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
の
が
、
宮
川
の
事
件
に
関
す
る
最
初
の
記
載
で
あ
る
。

（
秘
）
宮
川
教
授
左
翼
事
件
に
連
坐
し
、
宮
城
県
に
拘
禁
中
の
よ
し
。
届
出
は
旅
行
中
と
の
事
な
り
し
が
、
三
月
十
六
日
以
降

右
の
事
情
の
よ
し
。
今
日
内
申
あ
り
、
休
職
と
す
べ
き
を
決
定
し
、
事
情
判
明
後
、
適
当
の
処
分
す
べ
き
意
向
な
り（

（5
（

同
年
五
月
二
〇
日
に
は
河
西
か
ら
、「
宮
川
教
授
事
件
解
決
延
引
に
付
、
同
人
辞
表
提
出
せ
ら
れ
あ
る
に
よ
り
、
協
議
の
上
免
職

の
発
令
す
る
事
に
な
り
」
と
い
う
報
告
が
あ
り（

（5
（

、
こ
れ
を
受
け
て
、
五
月
二
二
日
の
経
済
学
部
教
授
会
で
は
、「
此
度
辞
職
せ
し
宮
川

教
授
」
の
後
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た（

（5
（

。
そ
し
て
、
宮
川
の
後
任
人
事
を
め
ぐ
っ
て
、
経
済
学
部
内
の
思
想
的
対
立
が
顕
著
と
な
り
、

遠
山
学
長
の
も
と
に
松
下
正
寿
や
田
辺
忠
男
が
個
別
に
意
見
を
述
べ
に
来
た
様
子
も
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
松
下
は
、「
海
軍
省
で
聞
く
所
に
よ
れ
は
、
宮
川
事
件
に
は
関
係
者
多
き
も
、
今
審
理
中
に
付
内
容
人
名
発
表
し
難
き
を
以

て
、
特
に
報
道
す
る
所
な
く
」
経
過
し
て
い
る
と
の
情
報
を
も
た
ら
し
た（

（5
（

。
ま
た
、
宮
川
の
後
任
候
補
の
一
人
で
あ
っ
た
神
野
璋
一

郎
助
教
授
の
教
授
任
命
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、「〔
神
野
は
〕
宮
川
と
と
も
に
朝
鮮
独
立
運
動
に
関
与
し
て
お
り
、『
近
く
収
容
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さ
れ
る
可
能
性
』
も
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
た（

（5
（

。

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
一
九
四
二
年
三
月
一
六
日
以
降
、
宮
川
実
が
「
拘
禁
中
」
と
あ
る
が
、
検
挙
さ
れ
た
の
は
三
月
一
五

日
で
あ
る
。
内
務
省
警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報
』
と
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
よ
っ
て
、
宮
川
の
検
挙
に
関

す
る
事
情
を
や
や
詳
し
く
み
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
一
二
月
九
日
、
特
別
高
等
警
察
（
特
高
）
は
、
以
前
か
ら
宮
城
県
で
動
向
を
内
偵
し
て
い
た
「
在
仙
台
東
北
帝
大
学

生
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
民
族
独
立
運
動
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
、
民
族
共
産
主
義
運
動
と
し
て
一
斉
検
挙
を
実
施
し
た（

（5
（

。
そ
の
取
調

と
並
行
し
て
、
さ
ら
に
東
北
帝
国
大
学
で
の
内
偵
捜
査
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、「
東
北
帝
国
大
学
内
左
翼
学
生
グ
ル
ー
プ
」
の
活
動

が
把
握
さ
れ
、
一
九
四
二
年
二
月
一
九
日
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
三
名
の
学
生
が
検
挙
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
の
う
ち
の
一
名
が
宮
川

実
が
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
教
授
で
あ
っ
た
と
き
の
教
え
子
で
あ
り
、
宮
川
の
検
挙
は
こ
れ
に
関
係
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
検
挙
の
理
由
は
、
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
教
授
で
あ
っ
た
一
九
三
七
年
ご
ろ
か
ら
、
同
校
に
在
学
中
の
当
該
学
生
ら
を
「
指
導

啓
蒙
」
し
、
東
北
帝
大
入
学
後
も
引
き
続
き
連
絡
関
係
を
持
ち
つ
つ
、「
同
大
学
内
左
翼
グ
ル
ー
プ
の
中
心
指
導
者
と
し
て
、
諸
般

の
活
動
を
為
し
居
り
た
る
こ
と
判
明
」
し
た
た
め
で
あ
る（

（5
（

。
当
初
は
宮
川
実
が
東
北
帝
国
大
学
の
「
大
学
内
左
翼
グ
ル
ー
プ
の
中
心

指
導
者
」
と
目
さ
れ
た
が
、
あ
る
程
度
取
調
・
調
査
が
進
む
と
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
の
服
部
英
太
郎
が
「
東
北
帝
国
大
学
内
に
於

け
る
共
産
主
義
運
動
の
中
心
指
導
者
」
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
特
高
は
「
行
動
鋭
意
内
偵
捜
査
」
の
末
、
服
部
を
検
挙
し
た（

（5
（

（
服
部

は
検
挙
前
に
依
願
退
職
し
、
一
九
四
六
年
に
復
職
）。

『
社
会
運
動
の
状
況
』
の
記
事
で
は
、
服
部
英
太
郎
の
講
義
内
容
、
学
生
た
ち
へ
の
「
指
導
啓
蒙
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
さ

れ
、
宮
川
実
の
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
教
授
時
代
に
生
徒
た
ち
に
与
え
た
「
感
化
」
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
月
一
九

日
に
検
挙
さ
れ
た
東
北
帝
国
大
学
二
年
生
で
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
出
身
の
学
生
は
、「
左
翼
教
授
宮
川
実
の
感
化
」
を
受
け
て
高

等
商
業
学
校
生
徒
だ
っ
た
時
期
に
、
自
ら
非
合
法
研
究
会
を
開
催
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
宮
川
教
授
を
中
心
と
し
て
九
回
に
亘
り

共
産
主
義
社
会
の
必
然
性
に
対
応
す
る
世
界
情
勢
の
展
望
、
日
本
資
本
主
義
機
構
の
分
析
、
戦
時
経
済
統
制
の
分
析
、
進
歩
的
イ
ン
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テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
の
歴
史
的
任
務
役
割
等
に
付
意
見
情
報
の
交
換
を
為
し
」
た
と
さ
れ
る（

（6
（

。

ま
た
、
同
資
料
の
「
宮
川
実
の
活
動
状
況
」
と
い
う
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

・�
宮
川
が
「
共
産
主
義
者
河
上
肇
に
師
事
す
る
と
共
に
共
産
主
義
者
と
接
触
し
、
大
正
十
三
年
頃
よ
り
共
産
主
義
を
信
奉
」
し

て
き
た
こ
と
。

　

・�

和
歌
山
高
等
商
業
学
校
の
教
授
と
し
て
、「
同
校
学
生
を
共
産
主
義
者
と
し
て
育
成
し
以
て
革
命
的
情
勢
の
成
熟
化
に
努
む

る
等
の
活
動
を
企
図
し
」、「『
マ
ル
ク
ス
資
本
論
第
一
巻
上
冊
』、『
政
治
経
済
学
批
判
』
の
刊
行
並
に
『
財
政
学
』
の
講
義

を
通
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
理
論
の
分
析
解
明
」
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
。

　

・�「
同
人
の
居
宅
に
於
て
多
数
の
学
生
が
同
人
を
私
淑
し
、
屢
出
入
す
る
を
奇
貨
と
し
て
各
種
左
翼
文
献
閲
読
方
の
慫
慂
、
共

産
主
義
理
論
の
解
説
、
客
観
情
勢
の
批
判
分
析
等
に
依
り
、
多
数
学
生
を
共
産
主
義
者
と
し
て
育
成
す
る
に
努
め
」
て
き
た

こ
と
。

一
九
三
二
～
三
三
年
以
降
、
国
内
外
の
情
勢
が
国
家
主
義
的
機
運
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
と
、「
自
己
の
教
授
た
る
の
地
位
に
鑑

み
、
学
生
並
に
一
般
知
識
階
級
の
反
動
化
を
阻
止
す
る
と
共
に
、
学
生
を
啓
蒙
し
て
其
の
社
会
的
基
礎
の
培
養
拡
大
に
努
む
る
等
の

活
動
を
企
図
し
」
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
三
～
三
八
年
度
に
担
当
し
た
経
済
原
論
と
経
済
学
史
で
は
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
理

論
の
正
当
性
を
示
唆
し
」、
一
九
三
七
～
三
八
年
度
に
担
当
し
た
日
本
産
業
論
で
は
、「
正
統
派
理
論
に
立
脚
し
日
本
資
本
主
義
の
特

徴
並
に
其
の
歴
史
的
特
殊
性
を
叙
説
」
し
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
立
教
大
学
に
お
い
て
『
経
済
組
織
論
』『
欧
州
経
済
史
』
の
講

義
を
担
当
し
、「
資
本
主
義
経
済
組
織
の
一
般
的
傾
向
を
叙
説
す
る
と
共
に
学
生
を
し
て
共
産
主
義
的
理
解
を
会
得
せ
し
む
る
講
義

を
為
し
つ
つ
あ
り
た
り
」
と
い
う
の
が
特
高
の
認
識
で
あ
っ
た（

（6
（

。

こ
の
よ
う
に
、
講
義
を
通
し
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
理
論
の
正
当
性
」
の
示
唆
や
、「
学
生
を
し
て
共
産
主
義
的
理
解
を
会

得
せ
し
む
る
講
義
」
の
あ
り
方
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
の
卒
業
生
や
学
生
が
宮
川
に
私
淑
し
て
出
入
す

る
機
会
を
と
ら
え
て
、
共
産
主
義
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
と
い
う
。「
共
産
主
義
理
論
の
解
説
並
に
客
観
情
勢
の
批
判
分
析
（
中
略
）
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反
フ
ア
ツ
シ
ョ
闘
争
の
重
要
性
其
の
他
日
本
資
本
主
義
の
特
質
に
関
す
る
正
当
派
理
論
に
基
く
将
来
の
見
透
し
、
左
翼
文
献
の
閲

読
」
な
ど
に
よ
り
、
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
の
卒
業
生
・
学
生
た
ち
を
「
鼓
舞
激
励
し
た
る
」
こ
と
が
検
挙
に
至
る
「
問
題
」
で

あ
っ
た（

（6
（

。

一
方
、
文
部
省
思
想
局
・
教
学
局
関
係
の
「
要
注
意
」
教
員
調
査
リ
ス
ト
に
は
、
宮
川
実
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、

一
九
四
一
年
三
月
の
教
学
局
『
大
学
高
等
専
門
学
校
教
職
員
著
書
論
文
目
録
（
経
済
学
篇
）』
に
よ
る
と
、
立
教
大
学
の
経
済
学
教

職
員
の
著
書
・
論
文
と
し
て
、
教
授
の
田
辺
忠
男
、
河
西
太
一
郎
、
山
下
英
夫
、
宮
川
実
、
講
師
の
高
垣
寅
次
郎
、
中
西
寅
雄
の
著

書
・
論
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
同
目
録
の
「
凡
例
」
に
は
、「
昭
和
十
五
年
末
迄
に
発
表
せ
ら
れ
た
る
経
済
学
に
関
す
る
著
書
論
文

を
収
録
し
た
る
も
、
論
文
は
主
と
し
て
昭
和
十
三
年
以
降
の
も
の
を
採
録
せ
り
」
と
あ
る
が（

（6
（

、
田
辺
、
河
西
、
高
垣
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
複
数
の
著
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
邦
訳
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
河
西
の
著
書
と
し
て
は
、
発
禁
処
分
を
受

け
た
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
の
発
展
』（
上
、
向
坂
逸
郎
・
猪
俣
津
南
雄
と
の
共
著
、
改
造
社
、
一
九
二
九
年
）
は
無
論
あ
が
っ
て

い
な
い
が
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
ら
の
著
書
を
訳
編
し
た
『
農
業
の
社
会
化
』（
同
人
社
書
店
、
一
九
二
六
年
。
た
だ
し
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の

名
前
は
記
し
て
い
な
い
）、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
著
作
を
邦
訳
し
た
『
土
地
問
題
論
』（
改
造
社
、
一
九
二
八
年
）

は
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
宮
川
の
著
書
論
文
目
録
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
業
績
は
、「
物
価
と
物
資
の
相
剋
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一

月
）
と
「
戦
時
経
済
問
題
」（『
科
学
主
義
工
業
』
一
九
四
〇
年
三
月
）
の
二
点
の
み
で
あ
る（

（6
（

。
一
九
二
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
河
上

肇
と
の
共
訳
『
資
本
論　

第
一
巻
』
や
、
宮
川
単
独
の
訳
書
で
あ
る
『
経
済
学
批
判
』
な
ど
、
一
連
の
マ
ル
ク
ス
の
邦
訳
が
リ
ス
ト

に
あ
が
っ
て
い
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、「
物
価
統
制
の
応
急
対
策
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
九
年
一
一
月
）
や
、
河
合
栄
治
郎

編
『
学
生
と
日
本
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
）
に
所
収
さ
れ
た
「
経
済
」
と
い
う
論
文
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
宮
川

は
、
社
会
主
義
運
動
へ
の
弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
な
か
で
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
間
に
、
高
等
教
育
機
関
で
も
社
会
主
義
を
是

と
す
る
学
説
の
発
表
や
発
言
が
監
視
・
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
言
動
に
つ
い
て
も
慎
重
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
推



709

第四章　戦時下の大学における教育と研究

察
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
特
高
が
決
定
的
な
「
問
題
」
と
し
て
把
握
し
た
の
は
、
宮
川
に
私
淑
す
る
学
生
・
生
徒
た
ち
へ
の
教
育

的
な
影
響
力
で
あ
り
、「
左
翼
学
生
」
を
「
鼓
舞
激
励
し
た
」
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
、
宮
川
の
立
教
大
学
教
授
の
辞
職
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る（

（6
（

。

他
方
、
宮
川
本
人
は
、
こ
の
検
挙
の
理
由
に
つ
い
て
、
晩
年
の
座
談
会
に
お
い
て
、
自
身
の
陸
軍
秋
丸
機
関
（
陸
軍
省
戦
争
経
済

研
究
班
。
対
外
的
名
称
は
陸
軍
省
主
計
課
別
班
）
と
の
関
わ
り
に
言
及
し
て
い
る（

（6
（

。
実
際
、
宮
川
は
、
陸
軍
秋
丸
機
関
に
ソ
連
班
主

査
あ
る
い
は
英
米
班
副
主
査（

（6
（

と
し
て
参
加
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
秋
丸
機
関
は
、
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
の
有
沢
広
巳
を
中
心
に
、

陸
軍
が
多
く
の
経
済
学
者
を
集
め
て
結
成
し
た
組
織
で
、「
左
翼
関
係
者
」
の
学
者
も
含
め
て
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
有

沢
広
巳
は
、
一
九
三
八
年
に
第
二
次
人
民
戦
線
事
件
で
検
挙
さ
れ
、
一
九
三
九
年
に
保
釈
さ
れ
た
も
の
の
、
東
京
帝
国
大
学
を
休
職

中
で
あ
っ
た（

（6
（

。

宮
川
は
、
一
九
四
〇
年
六
月
末
時
点
の
資
料
で
秋
丸
機
関
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が（

（7
（

、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

調
査
・
研
究
に
か
か
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
宮
川
の
座
談
会
で
の
発
言
は
、
事
実
の
正
確
さ

と
認
識
の
あ
り
方
な
ど
、
別
途
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
川
自
身
は
検
挙
の
理
由
に
つ
い
て
、
秋
丸
機
関
で
の

研
究
と
報
告
が
原
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
確
か
に
、
秋
丸
機
関
で
は
、
ソ
連
研
究
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
直
井
武
夫
が

企
画
院
事
件
で
検
挙
さ
れ
る
な
ど
、
関
係
者
の
検
挙
が
い
く
つ
か
起
こ
っ
て
お
り（

（7
（

、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
の
一
環
と
し
て
、
宮
川
の

検
挙
を
位
置
づ
け
る
見
方
も
排
除
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

宮
川
の
検
挙
が
、
秋
丸
機
関
の
研
究
・
報
告
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
左
翼
学
生
を
育
て
た
と

い
う
影
響
力
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
両
方
な
の
か
は
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、

宮
川
の
研
究
活
動
や
教
育
活
動
の
持
つ
影
響
力
を
力
づ
く
で
遮
断
す
る
弾
圧
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
宮
川
が
再
び
教
壇
に

立
ち
、
研
究
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
日
本
の
敗
戦
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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第
二
節　

立
教
大
学
予
科
の
動
向
―
拡
大
か
ら
抑
制
へ
―

一　

大
学
予
科
校
舎
の
建
設

立
教
大
学
予
科
の
生
徒
定
員
は
、
一
九
二
七
年
度
に
予
科
三
年
制
を
実
施
し
た
際
に
従
来
の
四
〇
〇
名
か
ら
四
五
〇
名
に
変
更
さ

れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
一
九
二
八
年
度
に
文
科
・
商
科
あ
わ
せ
て
六
〇
〇
名
へ
と
増
員
、
さ
ら
に
一
九
三
九
年
度
に
は
七
二
〇
名

へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
実
際
の
生
徒
数
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
三
一
年
度
は
六
九
三
名
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
度
に
は
八
二
九

名
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
徒
数
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
、
大
学
予
科
校
舎
の
建
設
が
目
指
さ
れ
た
。
す
で
に
立
教
大
学
で
は
、
一
九
二
七
年

度
の
予
科
三
年
制
実
施
時
と
、
一
九
二
八
年
度
の
増
員
申
請
時
に
校
舎
の
増
築
を
行
な
っ
て
お
り（

（7
（

、
一
九
三
一
年
三
月
に
も
予
科
生

徒
、
学
部
学
生
の
増
加
を
理
由
に
校
舎
の
新
設
を
申
請
し
、
六
つ
の
教
室
か
ら
な
る
木
造
一
階
建
て
仮
校
舎
を
建
設
し
た（

（7
（

。

一
九
三
三
年
八
月
に
は
立
教
学
院
理
事
会
で
拡
張
計
画
案
が
策
定
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
が
母
教
会
の
承
認
を
得
る
た
め
に

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
そ
の
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
も
と
に
、
大
学
学
長
兼
経
済
学
部
長
木
村
重
治
、
中
学
校
校
長
兼
文
学
部
長
小

島
茂
雄
、
予
科
長
菅
円
吉
、
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
高
松
孝
治
の
連
名
で
、
拡
張
計
画
の
な
か
で
も
予
科
校
舎
の
早
急
な
建
設
を
訴
え
る

内
容
の
手
紙
（
一
九
三
四
年
七
月
二
一
日
付
）
が
届
け
ら
れ
た（

（7
（

。
母
教
会
側
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
実
践
の
適
正
規
模
と
い
う

観
点
と
財
政
的
な
観
点
か
ら
、
立
教
学
院
の
拡
張
計
画
に
否
定
的
な
反
応
を
示
し
た
が
、
一
九
三
五
年
四
月
二
二
日
の
立
教
学
院
理

事
会
は
、
総
予
算
二
〇
万
円
の
大
学
予
科
校
舎
の
建
設
計
画
を
決
議
し
た
。
二
〇
万
円
の
う
ち
一
〇
万
円
は
予
科
の
父
兄
会
を
組
織

し
て
募
金
し
、
さ
ら
に
五
万
円
を
大
学
の
収
入
か
ら
充
当
し
、
残
る
五
万
円
に
は
借
入
金
を
充
て
る
と
さ
れ
た（

（7
（

。

こ
う
し
て
、
本
格
的
な
予
科
校
舎
の
建
設
計
画
が
始
動
し
、
一
九
三
六
年
五
月
一
四
日
付
で
文
部
大
臣
宛
に
校
舎
建
築
認
可
を
申

請
し
た（

（7
（

。
こ
の
申
請
書
に
よ
る
と
、
予
科
校
舎
建
設
の
目
的
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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本
大
学
現
在
使
用
ノ
予
科
仮
校
舎
ハ
建
築
保
証
期
限
ヲ
経
過
シ
近
キ
将
来
ニ
使
用
不
可
能
ニ
逢
着
ス
ベ
キ
而
已
ナ
ラ
ズ
逐
年

生
徒
ノ
増
加
ニ
伴
ヒ
従
テ
教
室
ノ
狭
隘
ヲ
感
ジ
訓
育
上
不
便
尠
少
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
今
般
本
学
構
内
従
来
運
動
場
タ
リ
シ
面
積

壱
千
六
百
坪
内
ニ
本
大
学
予
科
校
舎
ヲ
建
築
〔
ス
ル
〕（

（7
（

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根
三
階
建
て
校
舎
の
設
計
青
写
真
は
、
一
九
三
五
年
八
月
一
三
日
付
の
J
・
H
・
モ
ー
ガ
ン
設
計
事
務

所
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
三
六
年
五
月
一
二
日
起
工
、
一
九
三
七
年
三
月
一
五
日
竣
工
の
計
画
で
あ
っ
た
（
ち
な
み
に
、
計
画
上
の

起
工
日
は
申
請
日
の
二
日
前
で
あ
る
）（

（7
（

。
実
際
に
竣
工
し
た
の
は
、
一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
と
考
え
ら
れ
、
一
九
三
七
年
度
か
ら
新

築
の
予
科
校
舎
を
使
っ
て
大
学
予
科
の
授
業
が
行
な
わ
れ
た（

（7
（

。

予
科
長
の
曽
禰
武
は
、
新
校
舎
の
完
成
を
契
機
に
、
大
学
予
科
の
運
営
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
変
更
を
行
な
っ
た
と
説
明
し
た
。

①�

語
学
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
従
来
学
部
と
予
科
の
両
方
で
授
業
を
担
当
し
て
い
た
語
学
の
教
授
を
予
科
の
専
任
と

し
た
。

②
国
語
に
つ
い
て
、
従
来
講
読
の
み
で
あ
っ
た
も
の
を
、
書
簡
文
そ
の
他
の
作
文
の
練
習
等
も
行
な
う
よ
う
に
し
た
。

③�

予
科
生
徒
に
「
勉
学
と
運
動
と
の
両
方
面
の
活
動
を
思
ひ
切
つ
て
や
ら
せ
た
い
と
い
ふ
主
旨
か
ら
」、
普
通
の
授
業
は
八
時
開

始
一
三
時
五
〇
分
終
了
と
し
、
授
業
時
間
を
短
縮
し
た
（
一
週
間
の
授
業
時
数
を
以
前
と
同
一
と
す
る
た
め
、
始
業
時
刻
を
早

め
る
一
方
、
授
業
時
数
の
単
位
を
短
縮
し
、
正
午
ま
で
に
毎
日
五
単
位
の
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
）。
ま
た
、
午
後
に

補
習
授
業
や
生
徒
に
よ
る
各
種
研
究
会
、
教
授
の
授
業
上
の
研
究
会
、
学
内
外
の
専
門
家
を
招
聘
し
て
行
な
う
講
演
会
な
ど
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た（

（8
（

。

授
業
時
間
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
生
徒
の
学
力
の
助
長
発
達
と
と
も
に
、
運
動
部
の
選
手
た
ち
が
練
習
の
た
め
に

午
後
の
授
業
か
ら
欠
席
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、「
授
業
を
休
ん
で
居
る
と
い
ふ
明
朗
で
な
い
気
持
を
抱
い
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

甚
だ
気
の
毒
な
事
情
に
在
」
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
曽
禰
は
、「
選
手
以
外
の
も
の
で
も
体
育
の
た
め
に
諸
種

の
運
動
競
技
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
学
校
の
方
で
も
目
下
計
画
し
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る（

（8
（

。
こ
の
計
画
が
、
後
述
す
る
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一
九
四
一
年
度
第
一
・
二
学
期
に
実
施
さ
れ
る
大
学
予
科
の
午
後
の
時
間
割
に
直
結
す
る
も
の
な
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
予

科
生
徒
た
ち
が
新
築
の
予
科
校
舎
で
学
び
始
め
て
数
年
の
間
に
教
育
内
容
は
確
実
に
変
化
し
、
戦
時
下
を
色
濃
く
反
映
し
た
教
育
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

二　

一
九
三
九
年
度
学
科
課
程
で
の
変
化

一
九
三
〇
年
代
以
降
、
立
教
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
生
じ
た
変
化
を
み
る
と
、
ま
ず
、
一
九
三
二
年
度
に
予
科
文
科
の
「
倫

理
」
が
「
修
身
」
に
変
更
さ
れ
（
予
科
商
科
で
は
す
で
に
「
修
身
」）、
予
科
文
科
と
予
科
商
科
で
学
科
目
名
が
基
本
的
に
同
じ
と

な
っ
た（

（8
（

。
つ
い
で
、
一
九
三
三
年
度
に
は
「
英
語
」
の
時
間
を
二
時
間
減
じ
、
そ
の
分
を
新
た
に
設
置
し
た
「
地
理
」
に
充
て
た（

（8
（

。

「
地
理
」
は
、
高
等
学
校
高
等
科
学
科
課
程
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
立
教
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
は
欠
け
た
学
科
目
で
あ
っ
た
。

こ
の
措
置
に
よ
り
、「
英
語
」
の
時
間
数
減
も
含
め
て
、
高
等
学
校
高
等
科
の
学
科
課
程
と
の
近
似
性
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
。

学
科
課
程
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
度
と
一
九
三
九
年
度
の
間
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
度
の
学
科
課
程（

（8
（

（
資

料
3
―

1
―

1
）
は
一
九
三
三
年
度
の
学
科
課
程
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
文
科
・
商
科
と
も
に
、「
歴
史
」、「
論
理

学
」、「
心
理
学
」、「
哲
学
概
論
」
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
学
科
課
程
表
に
お

け
る
表
記
方
法
は
、
立
教
大
学
予
科
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
九
年
度
の
学
科
課
程（

（8
（

（
資
料
3
―

1
―

2
）
に
は
顕
著
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
第
一
は
、
一
九
三
九
年
度
入
学
生
か

ら
入
学
時
に
は
文
科
と
商
科
を
分
け
ず
、
三
年
生
で
文
科
進
学
希
望
と
商
科
進
学
希
望
に
分
け
る
学
則
変
更
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ

る（
（8
（

。
立
教
大
学
予
科
で
は
、
従
来
第
一
学
年
か
ら
文
科
・
商
科
を
分
け
て
い
た
が
、
文
科
は
商
科
に
比
べ
て
志
願
者
が
著
し
く
少
な

く
、
入
学
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
書
に
は
こ
の
間
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

元
来
商
科
志
望
デ
ア
ル
者
ガ
文
科
ニ
入
学
シ
予
科
修
了
後
経
済
学
部
ニ
転
ズ
ル
モ
ノ
ガ
多
ク
ア
ツ
タ
、
コ
レ
等
ノ
生
徒
ハ
他

ノ
商
科
ノ
生
徒
ニ
比
ベ
テ
一
般
ニ
学
力
ガ
劣
ル
上
ニ
文
科
ノ
学
課
ニ
興
味
ナ
キ
タ
メ
純
粋
ニ
文
科
志
望
ノ
生
徒
ト
共
ニ
授
業
ヲ
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受
ケ
サ
セ
ル
コ
ト
ハ
不
便
ニ
感
ズ
ル
点
ガ
多
ク
ア
ツ
タ

ま
た
、
一
、
二
年
生
で
は
文
科
と
商
科
を
分
け
ず
、
三
年
生
で
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
ゆ
っ
く
り
志
望
学
科
を
選
択
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た（

（8
（

。

第
二
は
、「
教
練
」
が
必
修
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
三
九
年
度
の
大
学
に
お
け
る
「
教
練
」
の
必
修
化（

（8
（

を
反
映
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
七
年
一
月
に
立
教
大
学
予
科
を
三
年
制
と
す
る
申
請
の
際
に
提
出
さ
れ
た
「
大
学
予
科
教
員
調
」

で
は
、
配
属
将
校
に
よ
る
「
教
練
」
が
一
～
三
年
生
ま
で
毎
週
二
時
間
ず
つ
配
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が（

（8
（

、
そ
の
後
、「
教

練
」
が
予
科
学
科
課
程
表
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
八
年
度
ま
で
は
、「
体
操
」
が
一
年
生
で
三
時
間
、
二
年
生
と

三
年
生
で
二
時
間
ず
つ
配
当
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
三
九
年
度
の
学
科
課
程
表
で
は
、「
体
操
」
は
一
年
生
で
一
時
間
の
み

と
な
り
、「
教
練
」
が
毎
学
年
二
時
間
ず
つ
合
計
六
時
間
の
配
当
と
な
っ
た
。

学
科
目
の
変
更
と
い
う
点
で
は
、
選
択
す
る
第
二
外
国
語
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
予
科
と
な
っ
て
初
め
て
「
支
那

語
」
が
加
わ
っ
た
。
専
門
学
校
令
に
よ
る
立
教
大
学
時
代
の
一
九
一
九
年
度
予
科
商
科
の
学
科
課
程
に
、「
英
語
」
以
外
に
選
択
で

き
る
外
国
語
と
し
て
、「
露
西
亜
語
、
支
那
語
、
独
逸
語
、
仏
蘭
西
語
」
が
あ
っ
た
が
、
一
九
二
一
年
度
の
学
科
課
程
で
「
支
那
語
」

は
削
除
さ
れ
て
い
た（

（9
（

。

第
三
は
、「
歴
史
（
英
）」
な
ど
、
英
語
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
を
明
記
し
た
学
科
目
表
記
の
変
更
で
あ
る
。「
歴
史
」、「
論

理
学
」、「
心
理
学
」、「
哲
学
概
論
」
の
各
科
目
か
ら
、
す
べ
て
「（
英
）」
の
表
記
が
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
一
九
三
八
年
度
使
用
の
高
等
学
校
高
等
科
と
大
学
予
科
の
使
用
教
科
書
に
関
す
る
審
査

か
ら
、
文
部
省
図
書
局
に
よ
る
審
査
が
厳
格
化
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る（

（9
（

。

高
等
学
校
高
等
科
と
大
学
予
科
の
教
科
書
使
用
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
三
月
の
高
等
学
校
規
程
（
文
部
省
令
第
八
号
）
第

二
三
条
と
、
一
九
一
八
年
一
二
月
の
大
学
令
（
勅
令
第
三
八
八
号
）
第
一
四
条
に
も
と
づ
き
、
文
部
大
臣
に
よ
る
認
可
制
度
が
す
で

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に
届
け
出
て
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
審
査
を
担
当
し
た
の
は
文
部
省
図
書
局
で
、
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不
適
当
と
判
定
さ
れ
た
も
の
は
使
用
不
可
と
な
っ
た
。

一
九
三
八
年
二
月
の
文
部
省
通
牒
に
よ
る
と
、
一
九
三
七
年
の
「
高
等
学
校
高
等
科
修
身
・
国
語
及
漢
文
・
歴
史
・
哲
学
概
説
並

ニ
法
制
及
経
済
教
授
要
目
改
正
」（

（9
（

を
受
け
る
形
で
、
高
等
学
校
高
等
科
と
大
学
予
科
の
一
九
三
八
年
度
使
用
教
科
書
に
つ
い
て
審
査
の

厳
格
化
が
図
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
八
年
度
使
用
教
科
書
の
審
査
で
は
、
一
九
二
四
～
三
六
年
に
い
っ
た
ん
認
可
済
み

と
な
っ
た
教
科
書
に
つ
い
て
も
、
改
正
教
授
要
目
の
趣
旨
に
則
っ
て
い
る
か
否
か
、
再
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
不
認

可
教
科
書
」
と
し
て
一
六
点
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
二
月
の
通
牒
で
は
、
一
九
三
三
、
三
五
、
三
六

年
の
「
認
可
済
及
不
認
可
図
書
目
録
」
中
の
認
可
済
図
書
は
す
べ
て
再
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
一
九
三
九
年
度
使
用
教
科
書

は
一
九
三
八
年
一
〇
月
の
「
認
可
済
・
不
認
可
高
等
学
校
並
大
学
予
科
教
科
書
目
録
」
に
よ
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た（

（9
（

。
こ
の
目
録
の

内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
か
ら
一
九
三
九
年
一
〇
月
の
認
可
済
教
科
書
目
録
に
よ
る
と
、「
修
身
」、「
歴
史
」、

「
地
理
」、「
哲
学
概
説
」、「
心
理
及
論
理
」
の
認
可
教
科
書
は
、
す
べ
て
日
本
人
の
著
者
に
よ
る
邦
文
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
唯

一
英
文
テ
キ
ス
ト
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
の
は
、「
教
授
上
注
意
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
」
の
印
を
付
さ
れ
た
「
法
制
及
経
済
」
の

A
lexander G

ray, The D
evelopm

ent of Eco-nom
ic D

octrine  （Longm
ans, G

reen &
 co., 1931

） 

の
み
で
あ
る（

（9
（

。

そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
六
日
に
「
高
等
諸
学
校
教
科
書
認
可
規
程
」（
文
部
省
令
第
四
二
号
）（

（9
（

が
出
さ
れ
、
使
用
教
科
書

の
審
査
強
化
の
対
象
が
高
等
師
範
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

一
九
四
一
年
度
の
使
用
認
可
済
教
科
書
目
録（

（9
（

を
見
る
限
り
、
認
可
済
み
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
歴
史
一
九
冊
、
哲
学
一
冊
、

心
理
六
冊
、
論
理
学
四
冊
は
す
べ
て
邦
文
に
よ
る
も
の
で
、
著
者
・
編
者
も
す
べ
て
日
本
人
で
あ
っ
た
（
翻
訳
の
も
の
は
な
い
）。

な
お
、A
lexander G

ray

の
テ
キ
ス
ト
は
、「
法
制
及
経
済
」
の
リ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

立
教
大
学
の
場
合
、
一
九
三
八
年
度
使
用
教
科
書
の
具
体
的
な
審
査
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
は
な
く
、
英
語
に
よ
る
テ
キ
ス
ト

が
不
認
可
と
な
る
な
ど
の
事
情
も
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
関
西
学
院
大
学
予
科
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
複
数
の
学
科
目
で
教
科
書
を

使
用
せ
ず
、「
口
授
」
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
存
在
し
て
お
り（

（9
（

、
立
教
大
学
で
も
同
様
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
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き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
七
年
の
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
目
の
趣
旨
に
合
致
し
た
教
科
書
と
講
義
内
容
が
文
部
省
か
ら

強
く
指
示
さ
れ
る
な
か
で
、
英
文
の
テ
キ
ス
ト
で
教
授
要
目
の
内
容
を
網
羅
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
し
く
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
三
九
年
度
以
降
、
従
来
の
立
教
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
、
外
国
語
以
外
の
講
義

を
英
語
で
行
な
う
こ
と
を
示
す
表
記
は
消
え
た
。
そ
れ
は
、
単
に
英
語
の
テ
キ
ス
ト
の
使
用
を
や
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
教

育
の
内
容
自
体
が
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
目
の
改
変
に
よ
っ
て
拘
束
を
受
け
、
使
用
教
科
書
の
審
査
が
厳
格
化
す
る
な
ど
、
大
学

予
科
の
教
育
に
対
す
る
統
制
が
強
め
ら
れ
て
い
く
過
程
の
一
端
を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

三　

一
九
四
三
年
度
臨
時
学
則
に
み
る
予
科
学
科
課
程

政
府
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
す
る
直
前
の
一
九
四
一
年
一
〇
月
、
大
学
・
専
門
学
校
お
よ
び
実
業
専
門
学
校
な
ど

に
対
し
て
、
一
九
四
一
年
度
の
修
業
年
限
を
三
か
月
短
縮
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
立
教
大
学
で
は
、
学
部
学
生
の
三
か
月
短
縮
卒

業
を
実
施
し
た（

（9
（

。
一
九
四
二
年
度
に
つ
い
て
は
大
学
学
部
・
大
学
予
科
・
高
等
学
校
高
等
科
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
に
お
け

る
卒
業
学
年
在
籍
者
の
修
業
年
限
が
六
か
月
短
縮
と
な
っ
た（

（10
（

。
こ
の
六
か
月
短
縮
と
連
動
し
て
、
一
九
四
二
年
三
月
に
は
高
等
学
校

規
程
臨
時
措
置
が
出
さ
れ
、
高
等
学
校
高
等
科
の
学
科
課
程
は
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。

①�

一
学
年
を
二
学
期
制
と
し
、
第
三
学
年
は
第
一
学
期
ま
で
の
学
科
課
程
と
し
て
、
二
年
半
の
修
業
年
限
に
あ
わ
せ
た
も
の
と
す

る
。

②�

文
科
と
理
科
の
う
ち
、
文
科
の
学
科
目
名
を
「
道
義
科
」、「
古
典
科
」、「
歴
史
科
」、「
経
国
科
」、「
哲
理
科
」、「
自
然
科
」、

「
外
国
語
科
」、「
体
錬
科
」、「
第
一
演
習
」、「
第
二
演
習
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
名
称
と
す
る（

（10
（

。

こ
の
高
等
学
校
規
程
臨
時
措
置
を
も
と
に
、
一
九
四
三
年
度
の
高
等
学
校
高
等
科
修
業
年
限
二
年
化
に
対
応
す
る
学
科
課
程
を
提

示
し
た
の
が
、
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
の
「
高
等
学
校
規
程
」（
文
部
省
令
第
二
七
号
）
で
あ
る（

（10
（

。
ま
た
、
同
日
に
は
「
高
等
学
校



716

第三編　戦時体制と立教学院（1931～1945）

高
等
科
教
授
要
綱
」
と
「
高
等
学
校
高
等
科
修
練
要
綱
」
が
出
さ
れ（

（10
（

、
学
科
目
の
「
教
授
」
だ
け
で
は
な
く
、「
修
練
」
が
高
等
学
校

高
等
科
の
教
育
内
容
と
し
て
必
須
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
九
四
三
年
度
に
立
教
大
学
予
科
の
学
科
課
程（

（10
（

は
改
め
ら
れ
た
（
資
料
3
―

2
―

1
）。
そ
の
内
容
を

一
九
四
三
年
三
月
の
「
高
等
学
校
規
程
」
で
の
高
等
科
学
科
課
程
（
資
料
3
―

2
―

2
）
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
立
教
大
学
予
科
は
毎
週
の
授
業
時
数
、
高
等
学
校
規
程
は
学
年
ご
と
の
総
授
業
時
数
で
表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
正
確
な
比
較

は
困
難
で
あ
る
が
、
立
教
大
学
予
科
で
は
、
学
科
目
を
ほ
ぼ
高
等
学
校
規
程
に
あ
わ
せ
つ
つ
も
、
第
一
部
（
文
学
部
へ
進
学
）
に

「
文
学
科
」、
第
二
部
（
経
済
学
部
へ
進
学
）
に
「
計
理
科
」
を
独
立
し
た
学
科
目
と
し
て
設
け
て
い
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
高
等
科

文
科
の
「
選
修
科
」
は
、「
古
典
及
歴
史
ヲ
中
心
ト
ス
ル
事
項
又
ハ
外
国
語
科
ニ
於
テ
履
修
セ
ザ
ル
外
国
語
ノ
中
ノ
一
ヲ
履
修
セ
シ

ム
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
立
教
大
学
予
科
の
第
一
部
の
場
合
、「
選
修
科
第
一
部
」
を
お
そ
ら
く
外
国
語
科
以
外
の
内
容
を
扱
う
こ

と
と
し
、「
選
修
科
第
二
部
」
を
ド
イ
ツ
語
の
授
業
に
あ
て
、
そ
れ
以
外
に
も
「
文
学
科
」
と
い
う
学
科
目
を
二
年
生
に
二
時
間
設

け
て
い
た
。
第
二
部
に
関
し
て
は
、「
選
修
科
第
一
部
」
は
な
い
が
、「
計
理
科
」
を
二
年
生
に
二
時
間
設
定
し
、「
選
修
科
第
二
部
」

と
し
て
「（
華
、
独
、
仏
）」
か
ら
選
択
す
る
外
国
語
科
を
置
い
た
。

し
か
し
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
立
教
大
学
予
科
の
一
九
四
三
、
四
四
年
度
の
入
学
生
は
、
こ
の
臨
時
学
則
に
掲
げ
ら
れ
た
学
科

目
と
そ
の
授
業
を
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
形
で
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
修
業
年
限
二
年
に
短
縮
さ
れ
た
予
科
を
修
了

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（

（10
（

。
敗
戦
後
、
一
九
四
六
年
二
月
一
日
の
「
中
等
学
校
及
高
等
学
校
等
修
業
年
限
延
長
ニ
関
ス
ル
件
」（

（10
（

に
よ
り
、

大
学
予
科
の
三
年
制
復
活
が
指
示
さ
れ
、
立
教
大
学
も
一
九
四
六
年
度
か
ら
予
科
三
年
制
に
復
す
が
（
予
科
三
年
制
に
戻
っ
た
際
の

学
科
課
程
は
資
料
3
―

2
―

3
の
通
り（

（10
（

）、
敗
戦
前
後
の
時
期
に
は
教
育
体
制
・
内
容
と
も
大
き
な
混
乱
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
っ
た
。

四　
「
鍛
錬
科
目
」
な
ど
の
新
設
と
成
績
評
価
へ
の
組
み
込
み

一
九
三
六
年
の
大
学
予
科
入
学
者
以
降
、
大
学
学
部
卒
業
あ
る
い
は
大
学
予
科
修
了
の
修
業
年
限
が
短
縮
さ
れ（

（10
（

、
学
生
は
ア
ジ
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ア
・
太
平
洋
戦
争
の
兵
力
動
員
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
大
学
予
科
の
教
育
内
容
は
変
化
し
、
兵
力
と
な
る
た
め
の

訓
練
、
勤
労
作
業
・
勤
労
動
員
が
予
科
生
活
の
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

立
教
大
学
予
科
の
生
徒
た
ち
が
、
学
科
課
程
に
掲
げ
ら
れ
た
学
科
目
と
そ
の
授
業
を
、
極
め
て
不
十
分
に
し
か
受
け
ら
れ
な
く
な

る
の
は
勤
労
動
員
が
常
態
化
し
た
一
九
四
三
年
一
一
月
以
降
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
各
種
体
錬
集
団
行
軍
」
な
ど
兵
力
動
員
の
準

備
段
階
と
な
る
身
体
訓
練
、
軍
事
的
訓
練
や
、「
勤
労
作
業
」
へ
の
従
事
は
、
一
九
四
三
年
度
よ
り
前
の
段
階
で
か
な
り
の
比
重
を

増
し
て
い
た（

（11
（

。

文
部
省
は
、
一
九
四
〇
年
九
月
一
七
日
の
高
等
学
校
長
会
議
で
「
修
練
組
織
強
化
」
の
指
示
を
出
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
学
校

ガ
教
学
ノ
本
義
ニ
基
ク
修
練
道
場
タ
ル
ノ
体
制
ヲ
確
立
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
し
て
、
従
来
の
校
友
会
は
じ
め
「
校
内
団
体
ヲ
再

組
織
シ
テ
現
下
重
要
ナ
ル
諸
種
ノ
修
練
施
設
ヲ
加
ヘ
」
て
教
職
員
生
徒
一
丸
と
な
り
、
報
国
団
な
ど
の
名
称
の
も
と
に
修
練
組
織
を

作
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
具
体
的
な
組
織
と
し
て
は
、
総
務
部
、
文
化
部
、
生
活
部
の
ほ
か
、
勤
労
奉
仕
作
業
、
剛
健
旅
行
、
合

宿
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
鍛
錬
部
、
滑
空
訓
練
や
防
空
訓
練
な
ど
を
行
な
う
国
防
訓
練
部
が
あ
げ
ら
れ
た（

（11
（

。

同
様
の
趣
旨
の
指
示
は
、
専
門
学
校
長
会
議
、
帝
国
大
学
長
会
議
、
公
立
大
学
長
会
議
、
私
立
大
学
長
会
議
な
ど
で
も
出
さ
れ（

（11
（

、

立
教
大
学
学
長
の
遠
山
郁
三
も
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
の
私
立
大
学
長
会
議
で
報
国
団
結
成
の
指
示
が
あ
っ
た
と
書
き
残
し

て
い
る
。
こ
の
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
よ
る
と
、
そ
の
際
、
出
席
し
た
学
長
の
一
人
（「
神
戸
氏
」
と
あ
り
、
神
戸
正
雄
関
西
大
学

学
長
と
考
え
ら
れ
る
）
か
ら
、
報
国
団
の
「
鍛
錬
部
」
に
「
力
を
入
れ
正
科
と
す
る
と
時
間
が
少
く
な
る　

規
定
時
間
を
改
正
さ
れ

た
し
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
部
省
か
ら
は
、「
当
局
で
は
午
前
学
課
、
午
後
鍛
錬
と
す
る
考
な
り　

午
後

の
実
習
実
験
等
も
鍛
錬
と
見
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
い
う（

（11
（

。
身
体
的
鍛
錬
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
運
用
で
は
実
習
実
験
等
も
鍛

錬
と
み
な
す
と
い
う
文
部
省
の
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
後
、
立
教
大
学
で
は
、
一
九
四
一
年
三
月
七
日
に
部
長
会
で
報
国
団
の
結
成
を
決
定
し
、
同
年
四
月
二
九
日
の
天
長
節
に
報

国
団
結
団
式
を
行
な
っ
た（

（11
（

。
立
教
大
学
の
場
合
、
報
国
団
を
組
織
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
報
国
団
組
織
を
用
い
た
「
鍛
錬
」
の
カ
リ
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キ
ュ
ラ
ム
を
時
間
割
上
に
明
確
に
導
入
し
、
そ
れ
を
少
な
く
と
も
、
一
九
四
一
年
度
第
一
・
二
学
期
に
予
科
生
徒
に
対
し
て
実
施
し

た
。
実
際
の
時
間
割
（
午
後
）
を
み
る
と
、
資
料
3
―

3
の
と
お
り
で
あ
る（

（11
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
阿
部
三
郎
太
郎
報
国
団
厚
生
部
長

（
予
科
教
授
。
当
時
学
生
課
長
、
主
事
も
兼
務
）
は
、
従
来
特
定
の
運
動
団
体
に
属
さ
ず
、「
強
度
な
鍛
錬
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

学
生
が
お
よ
そ
三
分
の
二
い
た
が
、
報
国
団
へ
の
組
織
化
は
、
こ
れ
ら
の
学
生
を
「
新
に
錬
成
す
る
」
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
予
科
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
時
間
割
で
の
「
鍛
錬
は
全
く
学
科
教
育
と
同
じ
重
要
さ
を
持
ち
予
科
に
於
け
る
午
後

の
授
業
を
殆
ん
ど
練〔
錬
〕成

に
振
当
て
、
基
本
的
体
育
の
各
種
の
運
動
に
各
自
の
選
択
に
依
り
参
加
し
一
週
三
日
以
上
の
鍛
錬
に
従
ふ
義

務
を
持
た
せ
る
」
と
説
明
し
て
い
る（

（11
（

。

こ
の
時
間
割
で
は
、
午
後
の
第
一
時
限
に
、
鍛
錬
と
厚
生
本
部
振
励
会
の
学
術
部
・
教
養
部
な
ど
の
活
動
を
選
択
で
き
る
ほ
か
、

必
修
の
補
習
講
義
、
補
充
演
習
、
科
外
講
演
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
が
、
第
二
時
限
に
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
す
べ
て
鍛
錬
が
必

修
と
し
て
置
か
れ
、
身
体
訓
練
の
強
化
が
目
指
さ
れ
た（

（11
（

。
一
九
四
一
年
一
〇
月
の
『
立
教
大
学
新
聞
』
に
は
、「
錬
成
科
目
も
正
科
に

編
入
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
予
科
に
於
け
る
学
業
成
績
は
昨
年
度
迄
は
学
科
成
績
一
本
槍
で
あ
つ
た
が
本
年
度
よ
り
は

錬
成
成
績
を
加
へ
た
二
本
立
と
な
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
錬
成
成
績
は
錬
成
項
目
の
評
点
の
平
均
で
あ
り
そ
の
内
容

は
勤
惰
、
鍛
錬
、
勤
労
作
業
、
学
術
修
練
の
四
項
目
」
で
あ
り
、「
各
錬
成
項
目
は
評
点
四
〇
点
以
上
、
錬
成
成
績
六
〇
点
以
上
を

進
級
と
す
る
事
は
他
の
学
科
目
と
同
じ
で
あ
る
」
と
報
じ
た
。
ま
た
、「
勤
惰
」
は
午
前
中
の
学
科
の
出
席
状
況
、
鍛
錬
・
勤
労
作

業
は
全
員
必
修
、
学
術
修
練
は
科
外
講
義
な
ら
び
に
補
講
の
出
席
状
況
と
試
験
の
総
合
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。

一
九
四
一
年
六
月
の
『
立
教
学
院
学
報
』
に
よ
る
と
、
鍛
錬
は
大
別
し
て
、
勤
労
作
業
、
国
防
運
動
、
国
防
競
技
の
三
つ
か
ら
な

る
と
さ
れ
、
勤
労
作
業
も
鍛
錬
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
の
『
立
教
大
学
新
聞
』
で
は
、
身
体
訓

練
を
中
心
と
す
る
鍛
錬
と
並
立
す
る
形
で
勤
労
作
業
が
置
か
れ
る
な
ど
、
鍛
錬
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
も
認
め
ら
れ
た
。

一
九
四
一
年
度
第
一
・
二
学
期
に
ど
の
よ
う
に
鍛
錬
が
実
施
さ
れ
、
成
績
評
価
が
行
な
わ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
鍛
錬
あ
る

い
は
鍛
錬
を
含
め
た
「
錬
成
」
が
立
教
大
学
予
科
の
正
課
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
大
学
当
局
に
よ
る
身
体
訓
練
強
化
の
時
間
割
編
成
、
鍛
錬
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
初
学
生
・
生
徒
か
ら
批
判
の
声
が

あ
が
っ
た
。「
予
科
生
を
中
心
と
し
た
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
午
後
の
鍛
錬
は
単
位
制
度
採
用
の
煩
雑
さ
と
疲
労
と
勉
学
と
の
関
係
等
の
点

で
所
期
の
成
果
を
揚
げ
る
迄
に
は
未
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
」
と
の
批
判
で
あ
り
、「
自
由
放
埒
な
一
部
学
生
」
に
は
効

果
が
あ
る
が
、「
優
良
な
学
生
を
も
半
強
制
的
に
毎
日
午
後
四
時
ま
で
学
校
に
止
ま
ら
せ
各
種
運
動
に
従
は
せ
る
」
あ
り
方
に
疑
問

が
ぶ
つ
け
ら
れ
た（

（11
（

。

一
九
四
〇
年
一
一
月
の
私
立
大
学
長
会
議
に
お
け
る
「
修
練
組
織
強
化
」
の
指
示
に
対
し
て
、
立
教
大
学
で
は
報
国
団
を
組
織
し

て
取
り
組
み
、
予
科
で
は
成
績
評
価
の
対
象
と
し
た
。
一
九
四
一
年
度
予
科
生
徒
の
時
間
割
に
導
入
さ
れ
た
「
鍛
錬
」
や
「
選
択
」

な
ど
は
、
報
国
団
と
い
う
形
で
学
生
組
織
を
再
組
織
化
し
、
課
外
活
動
を
正
課
の
科
目
と
し
て
成
績
評
価
の
対
象
に
組
み
入
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
兵
力
動
員
の
準
備
段
階
と
な
る
身
体
鍛
錬
の
強
化
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
勤
労
動
員

の
期
間
が
長
く
な
る
な
か
、
立
教
大
学
の
み
な
ら
ず
他
大
学
で
も
、
勤
労
動
員
の
勤
惰
に
よ
っ
て
成
績
評
価
を
行
な
う
こ
と
が
通
例

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
九
四
一
年
度
の
年
度
当
初
か
ら
、「
鍛
錬
」
な
ど
を
成
績
評
価
の
対
象
と
し
て
一
定
の
比
重
を
持

た
せ
た
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

一
九
四
一
年
一
二
月
に
は
三
か
月
の
卒
業
繰
り
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
第
三
学
期
の
「
鍛
錬
」
は
休
講
と
な
っ
た
。『
立
教

大
学
新
聞
』
の
記
事
は
、
午
後
の
「
鍛
錬
」
を
中
心
と
し
た
予
科
の
時
間
割
に
つ
い
て
、
一
九
四
二
年
度
に
は
「
特
講
、
鍛
錬
の
復

活
が
み
ら
れ
る
筈
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い
た（

（12
（

。
ま
た
、
一
九
四
二
年
四
月
の
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
一
九
四
二
年
度
も
鍛
錬
科

目
を
含
ん
で
成
績
評
価
を
行
な
う
と
の
記
載
が
み
ら
れ
、「
鍛
錬
」、「
研
究
会
」、「
科
外
講
演
」、「
勤
労
作
業
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
評
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
配
属
将
校
を
指
導
主
任
と
す
る
「
体
操
」
や
「
銃
剣
術
」
そ
の
他
の
「
鍛
錬
」（
毎
週

二
時
間
）
は
三
〇
〇
点
、
専
任
教
授
を
指
導
主
任
と
す
る
「
研
究
会
」（
毎
週
一
時
間
以
上
）
は
一
〇
〇
点
、「
科
外
講
演
」
は

一
〇
〇
点
、
勤
労
作
業
は
全
員
二
〇
〇
点
な
ど
で
あ
っ
た（

（12
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
立
教
大
学
で
は
報
国
団
結
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
鍛
錬
科
目
や
課
外
活
動
を
成
績
評
価
の
対
象
と
し
た
（
そ
の
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意
味
で
は
、
実
質
的
に
正
課
の
「
外
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
）。
予
科
生
徒
に
と
っ
て
、
学
科
目
の
講
義
や
演
習
だ
け
で
な
く
、

課
外
活
動
も
成
績
評
価
に
か
か
わ
る
存
在
へ
と
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五　

学
科
目
授
業
時
間
の
実
質
的
縮
減
か
ら
消
滅
へ

一
九
四
一
年
度
か
ら
の
鍛
錬
科
目
な
ど
の
新
設
は
、
そ
の
時
点
で
は
学
科
課
程
の
変
更
を
と
も
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
四
三
年
度
以
降
に
は
学
科
課
程
上
の
「
修
練
」
と
し
て
明
記
さ
れ
た
（
資
料
3
―

2
―

1
）。

学
科
課
程
上
や
学
年
暦
に
現
れ
な
い
形
で
の
学
科
目
の
授
業
時
間
も
、
野
外
教
練
の
拡
大
、
学
校
行
事
の
増
加
、
そ
し
て
防
空
訓

練
や
勤
労
動
員
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
削
減
さ
れ
て
い
っ
た
。

立
教
大
学
予
科
で
は
学
科
課
程
上
、
一
九
三
九
年
度
に
「
教
練
」
が
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
毎
週
二
時
間
必
修
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
九
四
〇
年
度
に
三
泊
四
日
だ
っ
た
野
外
教
練
は（

（12
（

、
一
九
四
一
年
度
に
は
予
科
三
年
生
と
学
部
三
年
生
が
七
日
間
と
な
り
、
予

科
一
、
二
年
生
と
学
部
一
、
二
年
生
に
つ
い
て
は
、
野
営
を
四
泊
五
日
で
実
施
す
る
と
さ
れ
た（

（12
（

。
こ
の
よ
う
な
野
外
教
練
や
査
閲
な
ど

は
、
多
く
の
場
合
、
通
常
の
学
科
の
授
業
を
休
ん
で
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
一
九
四
二
年
一
〇
月
の
間
に
靖
国
神
社
参
拝
が
幾
度
も
行
な
わ
れ
、
青
少
年
学
徒
へ
の
勅
語

奉
読
式
、
教
育
勅
語
渙
発
五
十
年
記
念
祝
典
、
御
真
影
奉
戴
式
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
の
際
も
、
通
常
の
学
科
の
授

業
は
休
み
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
予
科
生
徒
の
学
科
目
の
授
業
時
間
を
極
端
に
減
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
勤
労
動
員
の
急
速
な
拡
大
と
長
期

化
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
中
全
面
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
三
七
年
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
学

校
の
校
舎
や
校
庭
の
清
掃
・
手
入
れ
な
ど
の
勤
労
奉
仕
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
八
年
四
月
の
「
国
家
総
動
員
法
」
の
制

定
を
契
機
と
し
て
、
一
九
三
八
年
の
夏
季
休
暇
か
ら
中
等
学
校
以
上
の
生
徒
に
よ
る
集
団
的
勤
労
作
業
が
始
ま
っ
た
。
同
年
夏
の
時

点
で
勤
労
作
業
は
五
日
間
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
二
月
の
「
青
少
年
学
徒
食
糧
飼
料
等
増
産
運
動
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
に
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よ
り
、
一
学
年
を
通
じ
て
三
〇
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
授
業
を
廃
し
て
勤
労
作
業
に
振
り
替
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
「
正
課
に
準
じ
て
」
扱
う
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
一
九
四
一
年
一
一
月
の
「
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
」
で
は
、
年
間
三
〇

日
以
内
の
勤
労
動
員
は
出
動
義
務
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
一
九
四
三
年
六
月
に
六
〇
日
以
内
、
一
九
四
四
年
一
月

に
は
約
四
か
月
へ
と
動
員
期
間
が
延
ば
さ
れ
、
同
年
二
月
の
閣
議
決
定
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
で
は
、
中
等
学
校
程
度
以
上
の
学

生
・
生
徒
の
一
年
常
時
勤
労
と
な
っ
た
。
当
初
、
夏
季
休
暇
な
ど
に
実
施
す
る
こ
と
で
「
正
課
」
の
外
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

勤
労
奉
仕
・
集
団
的
勤
労
作
業
は
、
一
九
三
九
年
に
「
正
課
」
に
準
じ
る
扱
い
と
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ（

（12
（

、
一
九
四
一
年
一
一
月
に

は
出
動
義
務
を
課
さ
れ
た
。

立
教
大
学
予
科
の
生
徒
た
ち
も
、
一
九
三
八
年
の
夏
季
休
暇
期
間
中
に
芝
浦
市
民
運
動
場
建
設
工
事
の
集
団
勤
労
奉
仕
や（

（12
（

、

一
九
四
〇
年
四
～
五
月
の
土
・
日
曜
日
に
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
宮
城
外
苑
の
整
備
作
業
に
従
事
し
た（

（12
（

。
ま
た
、「
興
亜
学
生
勤
労
報

国
隊
」
の
う
ち
一
九
三
九
年
夏
の
「
満
洲
派
遣
隊
」
に
予
科
生
徒
数
名
と
予
科
教
授
小
川
徳
治
が
参
加
し
、
一
九
四
〇
年
夏
の
「
北

支
那
及
蒙
疆
隊
」
に
は
数
名
の
予
科
生
徒
が
参
加
し
た（

（12
（

。

国
民
勤
労
報
国
協
力
令
以
降
の
出
動
令
書
に
よ
る
出
動
や
そ
の
要
請
は
、
学
部
学
生
の
み
な
ら
ず
予
科
生
徒
を
対
象
と
し
て
お

り
、
一
九
四
三
年
八
月
に
中
島
飛
行
機
製
作
所（

（12
（

、
一
九
四
四
年
一
一
月
か
ら
陸
軍
第
二
造
兵
廠
（
板
橋
）
の
鋳
造
工
場
と
圧
延
工
場

へ
の
夜
勤
も
含
む
勤
労
動
員
な
ど
が
実
施
さ
れ
た（

（12
（

。
一
方
、
一
九
四
四
年
二
月
の
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
で
一
年
常
時
勤
労
が
示

さ
れ
た
の
ち
も
、
立
教
大
学
で
は
予
科
生
徒
に
対
し
て
、
勤
労
動
員
の
合
間
を
縫
っ
て
授
業
の
時
間
を
設
け
た
。
当
時
、
講
師
と
し

て
経
済
学
部
の
「
民
族
学
」
や
「
東
亜
民
族
誌
」、
予
科
の
「
国
史
」
を
担
当
し
た
宮
本
馨
太
郎（

（13
（

の
日
記
に
よ
る
と
、
一
九
四
四
年
四

月
か
ら
五
月
二
四
日
ま
で
の
間
と
、
九
月
三
〇
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
ま
で
の
間
、
予
科
三
年
の
三
ク
ラ
ス
で
三
時
間
ず
つ
「
国

史
」
の
授
業
を
行
な
っ
て
い
た（

（13
（

。
し
か
し
、
こ
の
後
、
四
四
年
一
一
月
に
入
る
と
陸
軍
第
二
造
兵
廠
へ
の
出
動
に
よ
っ
て
、
宮
本
の

予
科
ク
ラ
ス
の
担
当
の
記
載
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

一
九
四
三
年
一
〇
月
に
在
学
徴
集
延
期
措
置
の
停
止
が
決
定
し
、
満
二
〇
歳
以
上
の
男
子
学
生
・
生
徒
は
兵
力
動
員
の
対
象
と
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な
っ
た
た
め
、
学
部
の
授
業
は
一
年
生
以
外
ほ
ぼ
休
講
と
な
っ
た
。
な
お
か
つ
、
立
教
大
学
の
場
合
、
学
部
で
は
ほ
ど
な
く
文
学
部

が
「
閉
鎖
」
さ
れ
、
経
済
学
部
の
み
と
な
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
学
に
残
っ
て
い
た
予
科
生
徒
も
、
一
九
四
四
年

か
ら
一
年
間
常
時
勤
労
が
実
施
さ
れ
、
一
九
四
四
年
八
月
の
「
学
徒
勤
労
令
」
で
の
学
校
報
国
隊
に
よ
る
動
員
の
制
度
化
の
も
と
、

動
員
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
大
学
の
教
室
で
講
義
を
受
け
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
力
と
し
て
の
動
員
が
急
速
に
進
み
、
か
つ
長
期
化
・
常
態
化
す
る
と
と
も
に
、
立
教
大
学
の
予
科
生
徒
に

限
っ
て
み
て
も
、
学
科
目
の
授
業
は
縮
減
し
、
さ
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
戦
時
の
教
育
政
策
を
立
案
・
推
進

す
る
側
は
、
学
徒
勤
労
令
で
用
い
た
よ
う
に
「
勤
労
即
教
育
」
の
語
を
掲
げ
、
労
働
力
と
し
て
の
動
員
に
従
事
す
る
こ
と
こ
そ
が

「
教
育
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
実
際
、
在
学
中
に
身
体
訓
練
を
強
化
す
る
な
ど
、
兵
力
動
員
の
準
備
を
含
む
教
育
内
容
が
増
加
し
、

在
学
中
も
労
働
力
動
員
の
対
象
と
し
て
、
予
科
生
徒
の
生
活
す
べ
て
が
戦
争
遂
行
の
た
め
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。

六　

文
科
系
抑
制
策
の
中
で
の
立
教
大
学
予
科

立
教
大
学
予
科
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
も
生
徒
数
の
拡
大
が
続
き
、
一
九
三
九
年
の
生
徒
定
員
は
文
科
・
商
科
あ
わ
せ

て
七
二
〇
名
、
実
際
の
生
徒
数
は
九
〇
〇
名
を
超
え
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
〇
年
度
、
一
九
四
一
年
度
に
は
一
〇
〇
〇
名
を
突
破
し

た
。
こ
う
し
た
定
員
を
大
き
く
上
回
る
予
科
生
徒
数
の
増
加
に
対
し
て
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
文
部
省
は
生
徒

数
抑
制
の
指
示
を
出
し
、
一
九
四
二
年
度
入
学
生
の
定
員
厳
守
を
強
く
要
請
し
た
。

一
九
四
三
年
一
〇
月
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
を
受
け
て
、
高
等
教
育
に
お
け
る
全
般
的
な
文
科
系
縮
減
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
一
九
三
八
年
ご
ろ
か
ら
す
で
に
高
等
教
育
で
の
理
工
系
重
視
策
は
始
ま
っ
て
お

り
、
一
九
四
三
年
の
非
常
措
置
に
よ
る
文
科
系
の
縮
減
策
に
先
立
っ
て
、
一
九
四
一
年
に
は
一
九
四
二
年
度
文
科
系
入
学
者
に
対
す

る
抑
制
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
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「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
よ
る
と
、
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
の
私
立
大
学
長
会
議
で
学
生
生
徒
定
員
の
再
検
討
が
示
さ
れ
、
文
部

省
側
か
ら
以
下
の
発
言
が
あ
っ
た
。

人
文
科
学
の
学
生
は
、
私
大
に
於
て
85
％
、
自
然
科
学
の
夫
れ
は
15
％
な
り
。
理
想
的
に
は
文
科
1
／
3
、
理
科
2
／
3
な

る
べ
し
。
官
立
大
学
で
は
理
科
の
方
が
文
科
よ
り
較
多
し
。
将
来
も
文
科
は
当
分
増
加
せ
す
し
て
理
科
を
増
す
。
就
て
は
次
の

三
点
を
考
慮
し
て
ゐ
る
。

　

⑴
文
科
定
員
増
加
は
大
体
承
認
せ
さ
る
こ
と
。

　

⑵
定
員
と
実
人
員
と
を
較
ふ
る
に
、
実
員
の
方
が
多
し
。

　
　

之
は
当
然
定
員
と
一
致
す
る
様
に
せ
ら
れ
た
し
。

　

⑶
理
科
定
員
増
加
の
計
画
に
就
て
は
考
慮
す
べ
し（

（13
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
小
泉
信
三
や
関
西
学
院
大
学
の
神
崎
驥
一
ら
か
ら
、
質
問
や
批
判
的
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

文
部
省
側
は
、「
理
文
の
割
合
が
余
り
に
甚
し
い
か
ら
、
当
分
文
科
定
員
を
増
や
さ
ぬ
こ
と
に
定
め
て
ゐ
る
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
こ
の
会
議
で
配
布
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
資
料
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
四
〇
年
五
月
調
査

の
慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
一
一
の
私
立
大
学
学
部
と
予
科
の
定
員
と
実
員
、
そ
し
て
超
過
ま
た
は
不
足
志
願
者
の
一
覧

で
あ
る
。
立
教
大
学
の
場
合
、
学
部
も
予
科
も
定
員
は
七
二
〇
名
で
あ
る
が
、
実
員
は
学
部
九
〇
八
名
、
予
科
一
〇
一
九
名
で
、
学

部
と
予
科
あ
わ
せ
て
四
八
七
名
超
過
と
な
っ
て
い
た（

（13
（

。

一
九
四
一
年
一
〇
月
に
は
実
業
学
校
卒
業
者
の
大
学
予
科
進
学
に
制
限
が
か
か
り（

（13
（

、
同
年
一
二
月
一
〇
日
の
『
立
教
大
学
新
聞
』

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

従
来
よ
り
高
等
専
門
学
校
及
び
他
大
学
予
科
よ
り
の
学
部
補
欠
編
入
学
を
若
干
名
許
可
し
来
た
つ
た
本
学
に
於
て
は
、
文
部
省

の
文
化
系
統
学
生
を
増
加
せ
ず
の
方
針
の
下
に
発
令
せ
ら
れ
た
る
学
生
定
員
確
守
の
通
牒
に
従
ひ
、
人
員
の
整
理
を
行
ふ
た

め
、
経
済
学
部
に
於
け
る
次
年
度
の
補
欠
編
入
を
許
可
せ
ざ
る
こ
と
に
決
定
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「
若
干
の
空
席
が
あ
る
」
文
学
部
に
つ
い
て
は
、
三
月
に
試
験
を
実
施
し
、
若
干
名
を
編
入
学
さ
せ
る
と
記
さ
れ
た（

（13
（

。

さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
一
月
二
七
日
に
は
発
専
一
一
号
通
牒
が
発
せ
ら
れ
、
学
生
・
生
徒
の
定
員
厳
守
が
示
さ
れ
た
。
通
牒
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
生
々
徒
の
入
学
は
、
定
員
の
範
囲
内
に
於
て
許
可
せ
ら
る
べ
き
に
拘
ら
ず
、
往
々
之
を
超
過
す
る
向
有
之
は
、
教
育
上
洵
に

遺
憾
な
り
。
爾
今
、
貴
学
に
於
て
毎
年
入
学
を
許
可
す
べ
き
員
数
は
、
左
記
定
員
に
限
る
様
厳
重
御
措
置
相
成
度
。
尚
学
生
々

徒
の
定
員
に
関
し
て
は
、
従
来
の
方
法
を
改
め
、
毎
年
入
学
を
許
可
す
べ
き
員
数
を
以
て
之
を
定
む
べ
き
に
付
、
御
了
知
の
上

学
則
変
更
等
を
要
す
る
向
は
、
折
返
し
正
規
の
手
続
相
成
度
。
又
現
に
在
学
す
る
学
生
々
徒
の
数
が
右
定
員
に
照
し
超
過
す
る

向
は
、
其
の
超
過
員
数
に
就
て
は
特
に
其
卒
業
に
至
る
ま
で
定
員
と
し
て
之
を
認
む
べ
き
に
付
、
御
了
知
相
成
度
、
依
命
此
段

及
通
牒
。

追
て
入
学
許
可
の
数
、
右
員
数
を
超
過
し
た
る
場
合
は
、
厳
重
な
る
措
置
に
出
つ
べ
き
こ
と
可
有
之
に
付
、
御
了
知
相
成
度
。

尚
外
国
人
の
入
学
に
付
て
は
、
定
員
外
に
取
扱
相
成
差
支
無
之
、
為
念
申
添
ふ
。

　

記
文
学
部　
　

八
〇

経
済
学
部　

一
六
〇

予
科　
　
　

二
四
〇（

（13
（

立
教
大
学
予
科
の
入
学
定
員
は
二
四
〇
名
、
三
学
年
全
体
の
定
員
は
七
二
〇
名
で
あ
り
、
額
面
上
は
削
減
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
大
幅
に
超
過
し
た
在
籍
生
徒
数
を
踏
ま
え
れ
ば
、
か
な
り
厳
し
い
削
減
方
策
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に

は
理
工
系
の
大
学
や
専
門
学
校
の
新
設
・
拡
大
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
定
員
厳
守
の
指
示
は
、
相
対
的
に
文
科
系
学
生
・
生
徒
数
を

強
く
抑
制
さ
せ
る
方
策
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
定
員
厳
格
化
の
指
示
を
受
け
、
立
教
大
学
予
科
の
生
徒
数
は
、
一
九
四
二
年
三
月
一
日
の
一
〇
三
五
名
か
ら
、
一
九
四
三
年
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三
月
一
日
に
は
六
四
二
名
へ
と
大
き
く
減
少
し
た
。
と
く
に
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に

よ
り
、
文
科
系
大
学
の
廃
止
や
統
廃
合
、
理
工
系
専
門
学
校
へ
の
転
換
が
示
さ
れ
て
以
降
、
立
教
大
学
で
も
文
学
部
の
「
閉
鎖
」、

立
教
理
科
専
門
学
校
の
設
立
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
文
科
系
の
み
の
立
教
大
学
予
科
も
自
ず
と
大
幅
か
つ
急
激
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
一
日
の
調
査
に
よ
る
と
、
立
教
大
学
の
大
学
予
科
の
入
学
定
員
は
一
二
〇
名
、
在
籍
者
は
一
年
生

が
一
九
九
名
（
う
ち
一
一
名
休
学
者
）、
二
年
生
が
一
二
一
名
（
う
ち
四
三
名
休
学
者
）
で
合
計
三
二
〇
名
（
う
ち
五
四
名
休
学
者
）

で
あ
っ
た（

（13
（

。

一
九
四
一
～
四
五
年
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
は
、
教
育
の
あ
り
方
が
兵
力
動
員
に
向
け
た
準
備
や
、
勤
労
動
員
そ
の
も
の

に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
文
科
系
大
学
予
科
に
在
籍
す
る
生
徒
た
ち
自
身
を
大
学
の
場
か
ら
「
削
減
」
す
る
こ
と
も
あ
わ

せ
て
実
行
さ
れ
た
。
立
教
大
学
予
科
も
ま
さ
に
そ
の
状
況
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

七　

一
九
四
〇
年
前
後
の
予
科
入
学
者
の
教
育
歴

立
教
大
学
予
科
の
定
員
と
ク
ラ
ス
編
成
は
、
一
九
三
八
年
度
入
学
者
の
と
き
ま
で
生
徒
定
員
六
〇
〇
名
、
一
学
年
五
ク
ラ
ス
編
成

で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
度
に
は
生
徒
定
員
七
二
〇
名
、
一
学
年
六
ク
ラ
ス
編
成
に
な
っ
た（

（13
（

。
大
学
予
科
の
一
学
級
の
生
徒
定
数

は
、
一
九
一
八
年
一
二
月
の
高
等
学
校
令
第
一
四
条（

（13
（

で
四
〇
人
以
内
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
立
教
大
学
も
申
請
書
類
上
で
は
こ
れ
を

遵
守
し
て
い
た（

（14
（

。
し
か
し
、
実
際
の
生
徒
数
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
一
九
三
五
年
度
予
科
入
学
者
の
時
点
で
す
で
に
一
年
生
の
一

ク
ラ
ス
は
六
〇
名
を
超
え
、
一
九
四
〇
年
度
予
科
入
学
一
年
生
は
六
月
の
時
点
で
四
一
名
の
一
ク
ラ
ス
を
除
き
、
一
ク
ラ
ス
六
五
名

あ
る
い
は
六
六
名
で
あ
っ
た（

（14
（

。

た
だ
し
、
休
学
者
や
退
学
者
も
多
く
、
一
九
三
五
年
度
予
科
入
学
者
は
、
当
初
一
ク
ラ
ス
六
〇
名
を
超
え
て
い
た
が
、
予
科
三
年

修
了
時
に
は
半
分
近
く
に
減
っ
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る（

（14
（

。
ま
た
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
予
科
在
籍
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者
一
〇
一
三
名
の
う
ち
二
五
名
が
休
学（

（14
（

、
一
九
四
一
年
一
一
月
に
は
予
科
在
籍
者

一
〇
四
五
名
の
う
ち
二
三
名
が
休
学（

（14
（

、
一
九
四
二
年
三
月
三
一
日
の
調
査
で
は
予
科

在
籍
者
一
〇
三
三
名
、
退
学
者
四
〇
名
、
死
亡
者
五
名
と
記
さ
れ
て
い
る（

（14
（

。

立
教
大
学
予
科
へ
の
入
学
者
の
教
育
歴（
出
身
校
や
経
歴
）に
つ
い
て
、一
九
四
〇
年

度
と
一
九
四
一
年
度
の
二
冊
の
名
簿
か
ら
確
認
し
た
も
の
が
表
3
―

10
で
あ
る（

（14
（

（
一

九
四
〇
年
度
は
六
月
時
点
の
一
年
生
か
ら
三
年
生
、
一
九
四
一
年
度
は
六
月
時
点
の

一
年
生
が
対
象
）。

こ
の
表
3
―

10
か
ら
、
一
九
三
八
～
四
一
年
の
立
教
大
学
予
科
の
入
学
者
は
、
中

学
校
出
身
者
が
七
割
半
ば
か
ら
八
割
、
商
業
学
校
を
中
心
と
す
る
実
業
学
校
出
身
者

と
、
植
民
地
・
占
領
地
な
ど
「
外
地
」
の
学
校
出
身
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
前
後
を
占

め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
文
部
省
年
報
』
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
み
る
と
、
中
学

校
卒
業
か
そ
れ
と
同
等
の
「
専
入
指
定
」（
満
一
七
歳
以
上
で
入
学
）
は
七
割
か
ら

八
割
に
達
し
た
が
、
中
学
校
第
四
学
年
修
了
か
そ
れ
と
同
等
の
「
高
入
指
定
」（
満

一
六
歳
以
上
で
入
学
）
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
九
年
度
の
三
割
か
ら
一
九
四
一
年
度

に
は
一
割
強
へ
減
少
し
た
（
第
二
編
第
二
章
第
四
節
の
表
2
―

24
参
照
）。

立
教
中
学
校
か
ら
の
入
学
者
は
、
一
九
四
〇
年
度
の
一
年
生
で
は
三
六
九
名
中

三
九
名
（
一
〇
・
六
％
）、
二
年
生
で
は
三
四
一
名
中
三
三
名
（
九
・
七
％
）、
三
年
生

で
は
二
八
三
名
中
二
〇
名
（
七
・
一
％
）、
一
九
四
一
年
度
の
一
年
生
で
は
三
三
〇
名

中
三
八
名
（
一
一
・
五
％
）
を
占
め
た
。
ク
ラ
ス
編
成
に
お
け
る
出
身
校
別
で
は
、

大
部
分
の
ク
ラ
ス
で
立
教
中
学
校
出
身
者
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
一
九
四
〇
年
度
二

表3-10　1940年度・1941年度の立教大学予科生徒の教育歴
名簿 学年 A B C 合計

1940年度
1年生（1940年入学） 283名 76.7％ 50名 13.6％ 34名   9.2％ 369名
2年生（1939年入学） 282名 82.7％ 32名   9.4％ 27名   7.9％ 341名
3年生（1938年入学） 230名 81.3％ 25名   8.8％ 28名   9.9％ 283名

1941年度 1年生（1941年入学） 246名 74.5％ 42名 12.7％ 37名 11.2％ 330名
注：�Aは、校名に「中学校」とあるもの。たとえば、私立明治学院中学部は中学校令による中学校ではなく法令

上各種学校であるが（『文部省年報』のカテゴリーでは、「専入指定」あるいは「高入指定」欄に分けられた
と考えられる）、ここでは「中学校」としてカウントした。Bは、商業学校などの実業学校（府立第一商業
学校、京華商業学校など）。Cは、台湾、朝鮮、関東州、満洲国など当時の日本の植民地・占領地および実
質的支配地に設立されていた学校（大連第一中学校、崇実商業学校など。校名として「中学校」や「商業学
校」などがある場合、「商業学校」はBではなくCに含めた）である。なお、函館師範学校、日本大学予科、
タイ国出身者など、A～ C該当者以外の生徒も若干名存在する。

出典：�1940年度の1年生から3年生については、立教大学振励会『予科在学生名簿　昭和十五年六月』（1940年6
月）、1941年度の1年生については、立教大学振励会『予科在学生名簿　昭和十六年六月』（1941年6月）。
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年
生
の
二
ク
ラ
ス
と
三
年
生
の
一
ク
ラ
ス
で
は
立
教
中
学
校
出
身
者
よ
り
暁
星
中
学
校
出
身
が
上
回
り
、
二
年
生
の
一
ク
ラ
ス
と
三

年
生
の
一
ク
ラ
ス
で
は
明
治
学
院
中
学
部
出
身
者
と
立
教
中
学
校
出
身
者
が
同
数
と
な
っ
て
い
た（

（14
（

。
立
教
中
学
校
出
身
者
は
「
無
試

験
入
学
」
者
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
対
象
に
な
ら
な
い
入
学
者
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

立
教
中
学
校
側
の
上
級
学
校
進
学
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、「
立
教
中
学
校　

上
級
学
校
入
学
者
調　

各
年
度
」
が
残
さ
れ
て
い

る
。
報
告
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
過
年
度
の
卒
業
生
や
修
了
生
も
一
つ
の
年
度
の
報
告
に
混
在
し
、
記
載
の
仕
方
も
年
度
に

よ
っ
て
や
や
異
な
る
な
ど
、
そ
の
内
容
は
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
一
九
三
九
年
度
（
一
九
四
〇
年
三
月
）
中
学

校
卒
業
の
学
年
で
一
九
四
〇
年
度
上
級
学
校
入
学
者
は
、
立
教
大
学
予
科
へ
の
進
学
が
四
二
名
、
う
ち
無
試
験
と
の
記
載
が
二
七

名
、「（
補
）」
と
の
記
載
が
七
名
あ
る（

（14
（

。
四
二
名
の
進
学
者
の
う
ち
八
名
は
、
無
試
験
で
も
補
欠
で
も
な
い
入
学
者
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
前
述
の
一
九
四
〇
年
度
（
同
年
六
月
時
点
）
の
予
科
名
簿
で
は
、
一
年
生
の
う
ち
立
教
中
学
校
出
身
者
は
三
九
名
と

な
っ
て
お
り（

（14
（

、
三
名
は
す
で
に
休
学
あ
る
い
は
退
学
な
ど
名
簿
に
載
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

立
教
大
学
側
の
資
料
と
し
て
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
も
大
学
予
科
の
入
学
試
験
に
関
す
る
記
述
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
立
教
中

学
校
か
ら
の
無
試
験
入
学
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
一
年
四
月
の
入
学
者
は
「
無
試
験
入
学

三
四
名
」
と
さ
れ（

（15
（

、
一
九
四
二
年
四
月
の
入
学
者
は
「〔
立
教
〕
中
学
よ
り
予
科
へ
無
試
験
入
学
、
五
年
卒
業
14
人
、
四
年
修
了
一
人
、

計
15
人
許
可
す
る
」
と
な
っ
て
い
る（

（15
（

。

そ
し
て
、
い
つ
か
ら
適
用
さ
れ
た
基
準
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
九
四
二
年
時
点
で
は
、「
立
中
よ
り
無
試
験
入
学

資
格
者
（
四
年
修
了
八
十
点
以
上
、
五
年
卒
は
七
十
五
点
以
上
、
席
次
は
半
は
以
上
）」（

（15
（

と
な
っ
て
お
り
、
四
年
修
了
者
と
五
年
卒
業

者
で
異
な
る
点
数
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

立
教
中
学
校
出
身
者
が
予
科
へ
進
学
す
る
場
合
も
、
文
科
と
商
科
の
別
で
は
商
科
の
ほ
う
が
か
な
り
多
く
、
文
科
へ
の
進
学
者
が

い
な
い
年
度
も
あ
っ
た（

（15
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
六
〇
〇
名
か
ら
七
二
〇
名
に
予
科
定
員
を
増
や
し
、
入
学
時
に
は
文
科
と
商
科
を
分
け

な
い
制
度
へ
と
変
更
を
申
請
し
た
際
に
も
、
文
科
は
商
科
に
比
べ
て
志
願
者
が
著
し
く
少
な
く
て
入
学
が
容
易
な
た
め
、「
元
来
商
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科
志
望
デ
ア
ル
者
ガ
文
科
ニ
入
学
シ
予
科
修
了
後
経
済
学
部
ニ
転
ズ
ル
モ
ノ
ガ
多
ク
ア
ツ
タ
」
と
い
う
説
明
が
み
ら
れ
た（

（15
（

。
こ
の
よ

う
な
立
教
大
学
予
科
入
学
者
た
ち
の
動
向
が
、
一
九
四
一
～
四
二
年
に
文
科
系
抑
制
策
が
明
確
に
な
る
な
か
で
、
改
め
て
問
題
と

な
っ
て
い
っ
た
。

八　

一
九
四
〇
年
前
後
の
予
科
修
了
者
の
進
路
―
予
科
文
科
か
ら
経
済
学
部
へ
の
進
学
問
題
―

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
よ
る
と
、
一
九
四
一
年
度
に
は
二
七
六
名
全
員
が
大
学
予
科
か
ら
学
部
へ
進
学
し
た
と
あ
る（

（15
（

。
ま
た
、
六
か

月
の
修
業
年
限
短
縮
に
よ
り
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
日
に
予
科
修
了
生
と
な
っ
た
者
の
進
路
は
、「
入
営
者
9
、
修
了
後
他
校
転
出

4
（
中
央
2
、
早
大
哲
1
、
九
大
1
）」
と
記
さ
れ
て
お
り（

（15
（

、
予
科
修
了
時
点
で
在
学
徴
集
延
期
期
間
が
終
了
し
て
い
た
対
象
者
が
九

名
い
た
こ
と（

（15
（

、
若
干
名
は
他
大
学
に
転
出
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
他
の
予
科
修
了
生
は
基
本
的
に
学
部
へ
進
学
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
四
一
年
度
と
一
九
四
二
年
度
に
限
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
立
教
大
学
予
科
か
ら
学
部
へ
ほ
ぼ
全
入
に
近
い
形
で
進

学
が
で
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
進
学
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
経
済
学
部
の
希
望
者
が
多
く
、
そ
れ
が
解
決
す
べ
き

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
の
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
学
部
教
務
日
誌
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
一
九
三
八
～

四
〇
年
度
の
予
科
か
ら
学
部
へ
の
進
学
者
数
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

（15
（

。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
予
科
修
了
者
、
学
部
進
学
者
、
お
よ
び
退
学

者
数
は
表
3
―

11
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
予
科
文
科
の
修
了
生
自
体
が
商
科
よ
り
も
少
な
く
、
さ
ら
に
予
科
文
科
を

修
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
学
部
へ
の
進
学
者
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

全
員
が
進
学
し
た
一
九
四
一
年
度
も
、
予
科
二
七
六
名
の
う
ち
文
学
部
へ
一
三
名
、
経
済
学
部
へ
二
六
三
名
が
進
学
し
て
い
た
。

文
科
か
ら
経
済
学
部
へ
転
じ
た
人
数
は
一
七
名
、
商
科
か
ら
文
学
部
へ
転
じ
た
人
数
は
五
名
（
史
二
名
、
哲
二
名
、
宗
一
名
）
で

あ
っ
た（

（15
（

。
ま
た
、
一
九
四
一
年
度
の
学
部
進
学
者
は
、
基
本
的
に
一
九
三
九
年
度
予
科
入
学
生
で
あ
り
、
三
年
生
で
初
め
て
文
科
と

商
科
に
分
か
れ
た
学
年
で
あ
る
が
、
こ
の
数
値
を
み
る
限
り
で
は
、
予
科
文
科
自
体
の
人
数
も
相
当
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
に
は
私
立
大
学
長
会
議
で
文
科
系
抑
制
策
が
文
部
省
か
ら
示
さ
れ（

（16
（

、
同
年
一
一
月
の
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「
遠
山
郁
三
日
誌
」
は
、
翌
年
度
の
入
学
試
験
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
議
論
が
活
発
に

な
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
文
学
部
長
の
小
林
秀
雄
は
、
文
学
部
に
は
学
生
収
容
の
余
地
が

十
分
に
あ
る
の
で
、
来
年
度
も
入
学
試
験
を
行
な
う
こ
と
を
要
請
し
、
ま
た
「
文
学
部
学
生
数

の
減
少
根
本
原
因
は
、
予
科
の
文
学
部
定
員
八
十
名
が
厳
守
さ
れ
さ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
、
来

年
度
よ
り
之
を
励
行
し
、
他
学
部
へ
の
転
出
を
断
然
許
可
せ
さ
る
こ
と
」
と
い
う
意
見
を
寄
せ

た
。
一
方
、
田
辺
忠
男
は
文
学
部
の
学
科
改
廃
（
英
文
学
科
の
み
残
す
）
を
主
張
し
、
高
松
孝

治
は
文
学
部
に
法
律
や
経
済
の
講
義
を
設
け
、
教
員
免
許
の
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
改
編
を
行

な
う
案
を
出
し
た（

（16
（

。

文
学
部
の
学
生
数
減
少
へ
の
対
策
と
し
て
、
予
科
か
ら
自
由
に
経
済
学
部
へ
転
科
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
部
長
会
で
も
話
題
と
な
り（

（16
（

、
教
務
課
か
ら
次
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
予
科
文
科
か
ら
経
済
学
部
進
学
希
望
者
に
「
商
業
数
学
」
と
「
簿
記
」
の
転
科
試

験
、
予
科
商
科
か
ら
文
学
部
進
学
希
望
者
に
「
文
学
概
論
」
と
「
漢
文
」
の
転
科
試
験
を
課
す

と
い
う
も
の
で
あ
る（

（16
（

。
こ
の
転
科
試
験
は
実
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（16
（

。
ま
た
、
一
九
四
二
年
一

月
二
七
日
発
専
一
一
号
の
学
生
生
徒
の
定
員
厳
守
を
求
め
る
通
牒（

（16
（

と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
同
年

二
月
上
旬
の
部
長
会
で
は
、「
昭
和
十
七
年
度
よ
り
文
科
生
一
組
を
編
成
し
、
経
済
学
部
へ
の

転
入
を
認
め
す
。
入
学
試
験
成
績
の
標
準
は
経
文
共
同
等
と
す
る
も
、
数
学
の
成
績
に
就
て
は

特
に
考
慮
す
」（

（16
（

る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
四
二
年
度
の
予
科
の
入
学
生
か
ら
文
科

の
一
組
を
編
成
し
、
経
済
学
部
へ
の
転
科
を
許
可
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
二
年
度
は
予
科
三
年
生
が
六
ヶ
月
短
縮
の
九
月
卒
業
と
な
っ
た
が
、
同
年
七
月
上
旬

の
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
予
科
三
年
の
学
部
進
学
届
に
つ
い
て
、「
商
320
（
経
203
、
商
109
、
表3-11　立教大学の学科別予科修了者数と学部進学者数（1938年～1940年）

（単位：人）

年
予科修了 学部進学

退学
文科 商科 文学部 経済学部

1940年   40 212   7 243 2
1939年   83 160 16 222 5
1938年   67 166 27 204 2
合計 190 538 50 669 9

注：�出典には、これらの人数をあげた横に「予文卒業〔修了〕者の文学部への進学者の率26.3％なり」との附記
が見られる。

出典：「遠山郁三日誌」1940年10月28日条（『遠山郁三日誌』66頁）。
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史
1
、
未
届
7
）、
文
16
（
英
3 

（2）
、
史
3 

（1）
、
哲
2 

（2）
、
宗
0
、
経
10
、
未
届
1
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

（16
（

。
一
九
四
二
年
九
月
の

予
科
卒
業
生
は
、
商
科
が
三
二
〇
名
、
文
科
が
一
六
名
と
圧
倒
的
に
商
科
が
多
か
っ
た
。
文
科
は
定
員
よ
り
も
不
足
し
て
お
り
、
予

科
文
科
三
年
生
の
半
数
以
上
が
経
済
学
部
へ
の
転
科
希
望
届
を
出
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
こ
の
あ
と
、
転
科
希
望
者
以
外
に

対
し
て
も
全
員
試
験
を
行
な
っ
た
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
日
時
点
の
「
予
科
三
年
受
験
状
況
調
」
に
よ
る

と
、
受
験
者
は
三
三
五
名
（
文
科
一
六
、
商
科
三
二
九
）
で
、
合
格
者
は
三
三
四
名
で
あ
っ
た（

（16
（

。

一
九
三
九
年
度
か
ら
予
科
三
年
生
で
文
科
と
商
科
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
一
九
四
一
年
度
と
一
九
四
二
年

度
（
九
月
卒
業
）
の
予
科
修
了
生
で
は
、
文
科
の
人
数
が
相
当
少
な
く
な
り
、
し
か
も
そ
の
半
分
以
上
が
経
済
学
部
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
文
部
省
に
よ
る
文
科
系
全
般
に
関
わ
る
抑
制
策
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
一
九
四
一
～
四
二
年
ご

ろ
、
立
教
大
学
で
は
、
予
科
文
科
生
徒
の
減
少
と
も
連
動
し
た
文
学
部
の
学
生
数
減
少
の
問
題
を
抱
え
、
経
済
学
部
で
は
定
員
超
過

が
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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資料3-1-1　1938年度立教大学予科学科課程
第一　大学予科文科 第二　大学予科商科

学科目 第1学年 第2学年 第3学年 学科目 第1学年 第2学年 第3学年
修身 1 1 1 修身 1 1 1
国語及漢文 4 4 4 国語及漢文 4 2 2
英語 10 10 8 英語 10 10 8
第二外国語（独、仏） 4 4 4 第二外国語（独、仏） 4 4 4
歴史（英） 3 3 3 歴史（英） 3 3 3
地理 2 地理 2
高等数学 3 2 2 高等数学 3 2 2
自然科学 2 2 2 自然科学 2 2 2
論理学（英） 2 論理学（英） 2
心理学（英） 2 心理学（英） 2
哲学概論（英） 2 哲学概論（英） 2
法制経済 2 2 法制経済 4
体操 3 2 2 商業通論 2
合計 32 32 32 簿記 2 2
選択科目 体操 3 2 2
第三語学（希臘語、拉甸語） 2 2 合計 32 32 34
原注：�第三語学ヲ修学スル者ハ第二語学トシテ修学スル独逸語又ハ仏蘭西語中第二学年第三学年ニ於テ各二時

間宛減ズルコトヲ得
出典：『立教大学一覧（昭和十三年四月）』（立教大学、1938年4月30日）。

資料3-1-2　1939年度立教大学予科学科課程

学科目 第1学年 第2学年 第3学年
文科 商科

修身 1 1 1 1
国語、漢文    4 4 4 2
英語 10 10 8 8
第二外国語（独、仏、支） 4 4 4 4
歴史 3 3 3 3
地理 2
高等数学 3 2 2
自然科学 2 2 2 2
論理学 2
経済概論 2
心理学 2 2
哲学概論 2 2
法学通論 2 2
簿記 2
文学概論 2
教練 2 2 2 2
体操 1
合計 32 32 32 32
選択科目
第三語学（希臘語、拉甸語） 2 2
原注：�第三語学ヲ修学スル者ハ第二語学トシテ修学スル独逸語又ハ仏蘭西語中第二学年第三学

年ニ於テ各二時間宛減ズルコトヲ得
注：�『立教大学一覧（昭和十四年度）』31頁に「本学則改正ノ大学予科学科課程ハ昭和十四年四

月ヨリ実施シ文学部宗教学科課程ハ昭和十五年四月ヨリ之ヲ適用ス」と記載されている。
出典：『立教大学一覧（昭和十四年度）』（立教大学、1939年10月16日）。
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資料3-2-1　1943年度以降立教大学予科学科課程（「教授及修練」）
第一部 第二部
学科目 第1学年 第2学年 学科目 第1学年 第2学年
道義科 1 1 道義科 1 1
古典科 4 4 古典科 4 4
歴史科 6 3 歴史科 6 3
経国科 2 4 経国科 2 4
哲学科 2 2 哲学科 2 2
自然科 1 2 自然科 3 4
外国語科 6 6 外国語科 6 6
教練科 3 3 教練科 3 3
体錬科 2 2 体錬科 2 2
文学科 2 計理科 2
選修科第一部 2 2 選修科第二部（華、独、仏） 5 3
選修科第二部（独） 5 3
計 34 34 計 34 34
原注：大学予科ニ於テハ左記修練ヲ課ス
　　　一、講話及科外講義
　　　一、錬成道場ニ於ケル修練
　　　一、学内及報国農場勤労作業
　　　一、一週三回（一回二時間以上）以上ノ各種体錬集団行軍其他
注：�大学予科修業年限が2年に短縮された時のもの。上記、第一部は文学部へ、第二部は経済学部へ進学すると

されている。
出典：�「立教大学　自大正13年4月至昭和22年5月　第13冊」所収、1946年2月1日申請、1946年2月19日結了「立

教大学申請学則中変更認可」の提出書類中の「昭和十八年度以降臨時学則」（国立公文書館所蔵）。※『立
教学院百二十五年史』資料編第3巻にも所収。

資料3-2-2　�1943年度高等学校規程中の�
高等科文科学科最低教授時数表

学科目 第1学年 第2学年
道義科 35 35
古典科 200 200
歴史科 165 165
経国科 65 130
哲学科 65 65
自然科 65 65
外国語科 200 200
教練科 100 100
体錬科 65 65
選修科 165 100
計 1125 1125
注：�毎週の授業時数ではなく、学年ごとの総時間数を

示したものである。「選修科」については、「古典
及歴史ヲ中心トスル事項又ハ外国語科ニ於テ履修
セザル外国語ノ中ノ一ヲ履修セシム」と指示され
ている。また、「外国語」について「外国語科ニ
在リテハ独語、英語又ハ仏語トシ選修科ニ在リテ
ハ独語、英語、仏語、支那語等トス」と説明され
ている。

出典：�1943年3月31日文部省令第27号「高等学校規程
改正」（『官報』第4863号、1943年3月31日）。

資料3-2-3　�1947年度時点での�
立教大学予科学科課程

〔学科目〕 第1学年 第2学年 第3学年
倫理科 1 1 1
古典科 4 2 2
哲学科 2 2 2
歴史科 2 2 2
社会科 2 2 2
自然科 4 3 2
第一外国語(英） 8 8 8
第二外国語(独仏） 4 4 4
計理 2
文学概論 2
体育科 2 2 2
計 29 28 27
原注：一�、計理は経済学部志望者に文学概論は文学部

志望者に対してのみ課せられる
　　　一�、第二学年第三学年に於て選択科目として聖

書、哲学、歴史等を課することがある
　　　一�、なお右の学科目及びその時間数は都合によ

り変改することがある
出典：�「立教大学　自大正13年4月至昭和22年5月　第

13冊」所収、1947年4月5日申請、1947年5月5
日結了「立教大学申請学則中変更認可」の提出
書類に綴られているもの(国立公文書館所蔵）。
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資料3-3　1941年度第１学期・第２学期における立教大学予科の午後の時間割
月 火 水 木 金

第一時限
13:00-14:30

選択或いは
鍛錬

必修補習講義
必修補充演習
科外講演

必修補習講義
必修補充演習
科外講演

必修補習講義
必修補充演習
科外講演

選択或いは
鍛錬

第二時限
14:30-16:00 鍛錬 鍛錬 鍛錬 鍛錬 鍛錬

注：　「鍛錬」は
　　　　・第一班：勤労作業（農場経営、臨時勤労作業）
　　　　・第二班：国防運動（機械体操、体力検定種目、強歩遠走、水泳、剛健旅行、集団体操、防空演習）
　　　　・第三班：国防競技（軟式野球、軟式庭球、排球、カヌー）
　　　「選択」は以下の３つの選択肢のうちから選択。
　　　　・�厚生部[ママ厚生本部]第三部（学術部）に含まれている英語会話、支那語研究、哲学同好会、史学同

好会、自然科学同好会、経済学同好会のうちから選択　　　あるいは
　　　　・文化本部に所属する各文化団体の研究に参加　　　　　　あるいは
　　　　・厚生部[ﾏﾏ厚生本部]第五部（教養部）所属の音楽、書道、カメラ等の研究に参加。
　　　�１時限を１単位として、「鍛錬」４単位、必修の「科外講演」「必修補習講義」「必修補充演習」中から２単

位、「選択」及び「教養」〔ママ〕の中から２単位の、合計８単位が１週間の標準単位。
出典：「改善の余地なきや　午後の鍛錬再検討」『立教学院学報』1941年6月7日。
　　　なお、時間割表については、記事内容に拠って表形式に作成し直している。
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第
三
節　

文
学
部
の
研
究
と
教
育

一　

一
九
三
〇
～
四
三
年
の
英
文
学
科
の
教
員
の
構
成

文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
書
類
が
残
る
一
九
三
一
年
以
降
の
専
任
・
兼
任
は
全
容
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
専
任
九

名
・
兼
任
四
名
で
、
専
任
九
名
の
う
ち
四
名
は
外
国
人
（
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
は
人
件
費
が
か
か
ら
な
か
っ
た（

（16
（

）
で
あ
っ
た
。
英
文
学

科
は
文
学
部
の
中
で
も
専
任
数
が
多
く
、
ま
た
、
予
科
の
英
語
担
当
が
専
任
一
一
名
（
う
ち
外
国
人
三
名
）
で
、
英
文
科
の
専
任
を

兼
ね
て
い
る
の
は
坂
東
省
と
H
・
C
・
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
（H

arold C
harles Spackm

an

）
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

史
学
科
長
の
小
林
秀
雄
が
予
科
と
兼
任
で
、
予
科
長
も
務
め
、
哲
学
科
長
の
菅か
ん
え
ん
き
ち

円
吉
が
副
予
科
長
を
務
め
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ

り
、
英
文
学
科
は
比
較
的
教
員
数
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
専
門
学
校
令
時
代
以
来
の
英
語
教
師
で
あ
っ
た
根
岸
由
太
郎
・
久
保
田
正
次

は
予
科
に
所
属
し
、
英
文
学
科
は
新
た
な
英
文
学
者
を
採
用
し
て
い
た
。

一
九
三
一
年
の
日
本
人
教
員
に
は
、
英
文
学
史
の
岡
倉
由よ
し
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
ほ
か
、
言
語
学
の
坂
東
、
英
米
文
学
の
高
垣
松
雄
、
英
文
学
の

浦
口
文
治
、
英
文
学
の
金
子
尚
一
が
い
た
（
た
だ
し
浦
口
は
こ
の
年
度
、
坂
東
は
三
二
年
度
ま
で
）。
兼
任
に
は
峰
尾
都よ
し
は
る治
、
井
手

義
行
、
長
澤
英
一
郎
に
加
え
て
、
東
京
日
日
新
聞
の
千
葉
亀
雄
が
い
た
。
外
国
人
教
員
は
、
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
の
ほ
か
、
ラ
テ
ン
語
の

R
・
W
・
ス
コ
ッ
ト
（Ralph W

alker Scott

）、
英
語
の
K
・
A
・
C
・
グ
ロ
ス
（K

em
lo A

bbot C
ronin G

ross

）、
H
・
J
・

バ
ー
ド
（H

erbert John Bird

）
が
い
た
。
バ
ー
ド
は
チ
ャ
プ
レ
ン
で
は
な
く
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
身
で
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で

官
吏
を
し
て
い
た
が
、
静
養
の
た
め
に
来
日
し
、
そ
の
ま
ま
英
語
教
師
に
な
っ
た
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た（

（17
（

。

岡
倉
は
一
九
三
六
年
に
没
し
て
い
る
が
、
一
九
三
三
年
に
は
根
岸
由
太
郎
、
一
九
三
五
年
に
は
富
田
彬
、
一
九
三
七
年
に
は
武
藤

安
雄
が
文
学
部
を
担
当
し
て
い
る
。
一
九
四
一
年
に
は
病
没
し
た
高
垣
に
代
わ
っ
て
杉
木
喬
（
一
九
三
一
年
英
文
科
卒
、
巣
鴨
高
等

商
業
学
校
教
員
）
が
米
国
文
学
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
九
年
以
降
「
中
世
英
語
」
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
金
子
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尚
一
と
と
も
に
、
お
お
よ
そ
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
五
名
体
制
で
推
移
す
る
。

当
時
の
英
文
科
は
優
秀
な
卒
業
生
を
専
任
と
し
て
採
用
し
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
て
い
た
。
一
九
一
九
年
卒
業
の
高
垣
松
雄
は

立
教
中
学
校
に
就
職
し
て
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
大
学
令
に
よ
る
立
教
大
学
の
最
初
の
卒
業
生
で
あ
る
金
子
尚
一
は
、

一
九
二
五
年
に
卒
業
後
す
ぐ
に
助
教
授
と
な
り
、
そ
の
半
年
後
に
ア
メ
リ
カ
留
学
、
一
九
二
九
年
夏
に
帰
国
し
た
後
に
予
科
教
授
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
細
入
藤
太
郎
も
四
月
に
助
手
と
な
る
と
、
九
月
に
ア
メ
リ
カ
留
学
し
、
一
九
三
九
年

末
に
帰
国
し
て
、
一
九
四
〇
年
四
月
に
は
予
科
講
師
と
な
っ
て
い
る
。

二　
『
英
米
文
学
』
創
刊
と
卒
業
生
の
動
向

英
文
科
の
教
員
・
学
生
・
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
学
会
・
学
会
誌
を
作
る
動
き
は
、
一
九
二
七
年
に
岡
倉
を
囲
ん
で
始
め
ら
れ
た

課
外
の
研
究
会
に
起
源
を
も
ち
、
一
九
二
九
年
の
英
文
学
会
の
設
立
に
結
実
し
た（

（17
（

。
翌
一
九
三
〇
年
三
月
に
は
春
秋
年
二
回
刊
行
の

『
英
米
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
の
名
前
は
岡
倉
と
高
垣
が
相
談
し
て
決
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
東
京
帝
国
大
学
の

英
文
学
科
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
も
『
英
文
学
研
究
』
と
称
し
て
い
た
時
代
に
、「
英
米
文
学
」
と
い
う
熟
語
の
先
駆
け
と
な
っ

た
（
な
お
、
大
戦
後
は
学
科
名
も
英
米
文
学
科
と
な
り
、
他
の
大
学
で
も
こ
の
名
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
学
会
誌
と
は
別

に
、「
英
文
学
会
会
報
」
も
刊
行
し
て
い
る
。
戦
時
下
の
一
九
四
三
年
に
は
、『
英
米
文
学
』
と
『
立
教
大
学
哲
学
科
年
報
』
を
合
併

し
て
『
立
教
大
学
文
学
部
論
集
』
一
、二
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
一
九
五
二
年
に
通
算
第
一
四
号
と
し
て
『
英
米
文
学
』
が
復
刊
さ
れ

た（
（17
（

。文
学
部
の
中
で
も
英
文
科
は
人
気
が
あ
り
、
一
九
三
五
年
ま
で
卒
業
生
は
文
学
部
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
た
（
第
二
編
第
二
章

第
二
節
の
図
2
―

8
）。
研
究
者
と
な
る
学
生
も
輩
出
し
て
い
た
。
一
九
三
二
年
に
英
文
科
に
入
学
し
た
秋
山
徹
夫
は
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る（

（17
（

。

私
が
立
教
大
学
へ
は
い
る
気
に
な
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
岡
倉
由
三
郎
先
生
に
つ
い
て
、
英
語
英
文
学
を
学
び
た
か
っ
た
か
ら



736

第三編　戦時体制と立教学院（1931～1945）

で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
蔦
を
め
ぐ
ら
し
た
赤
煉
瓦
建
築
の
異
国
風
と
、
そ
れ
と
調
和
し
た
芝
生
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

高
垣
の
評
価
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
学
を
や
り
た
い
か
ら
立
教
に
進
学
し
た
と
い
う
学
生
も
増
え
た
よ
う
で
あ
る
。

受
験
科
目
の
都
合
で
、「
ほ
か
は
た
い
て
い
英
語
、
国
語
、
そ
れ
に
数
学
と
い
う
3
科
目
な
ん
で
す
が
、
立
教
は
私
が
苦
手
だ
っ
た

数
学
が
な
い
ん
で
す
。
英
語
と
国
語
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
一
も
二
も
な
く
立
教
に
き
め
ま
し
た
」（
一
九
三
一
年
入
学
の
飯

島
淳
秀
）（

（17
（

と
い
う
学
生
も
お
り
、
現
在
の
受
験
生
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

た
だ
し
、
秋
山
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
以
降
、
英
文
科
の
学
生
も
少
な
く
な
り
「
し
か
も
日
本
人
の
英
文
科
生
は
い
な

く
な
り
、
む
し
ろ
朝
鮮
の
人
た
ち
だ
け
が
残
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
」
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（17
（

。

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
秋
山
自
身
は
一
九
三
五
年
に
卒
業
し
た
後
、
英
語
学
校
の
講
師
な
ど
を
し
て
一
九
四
一
年
に
立
教

中
学
校
教
諭
と
な
っ
た
（
戦
後
、
予
科
講
師
、
英
米
文
学
科
教
授
）。
一
九
二
五
年
最
初
の
卒
業
生
は
母
校
の
助
教
授
と
な
っ
た
金

子
尚
一
の
ほ
か
、
箕
輪
錬
一
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
書
記
長
）、
竹
田
鉄
三
（
卒
業
後
、
日
本
聖
公
会
司
祭
）
が
い
る
。
た
と
え
ば

『
立
教
学
院
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
九
三
五
年
度
文
学
部
卒
業
生
の
就
職
状
況
を
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

英
文
学
科

―
盛
岡
電
燈
株
式
会
社
、
巣
鴨
高
等
商
業
学
校
、
住
職
、
桜
井
女
塾
、
新
愛
知
社
、
都
新
聞
社
編
集
局

史
学
科

―
日
本
酸
素
株
式
会
社
、
保
聖
女
学
校
、
尚
絅
女
学
校
、
信
明
女
学
校

宗�

教
学
科

―
東
京
教
区
監
督
事
務
所
、
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
、
長
野
小
布
施
新
生
館
、
敦
賀
基
督
教
会
、
東
京
聖
三
一
教

会
、
福
井
県
小
浜
町
聖
路
加
教
会
、
松
江
市
松
江
基
督
教
会
、
神
戸
市
聖
マ
リ
ア
教
会
、
大
阪
市
川
口
基
督
教
会
、
京
都
市

聖
マ
リ
ア
教
会
、
高
知
市
聖
パ
ウ
ロ
教
会

哲
学
科

―
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
実
験
心
理
研
究
所
設
立
、
私
立
崇
徳
学
校

教
員
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
史
学
科
・
哲
学
科
、
聖
職
者
と
な
る
卒
業
生
の
多
い
宗
教
学
科
に
比
べ
て
、
出
版
社
・
新
聞
社
が
目

立
つ
点
が
英
文
学
科
の
特
徴
で
あ
る
。
専
門
学
校
令
時
代
の
文
科
の
卒
業
生（

（17
（

の
進
路
も
教
員
・
教
会
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
以
外
は
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新
聞
記
者
で
あ
る
の
で
、
就
職
先
の
傾
向
は
変
化
が
な
い
と
も
い
え
る
。

三　

哲
学
科

―
哲
学
専
攻
と
心
理
学
専
攻
と
の
分
離

文
学
部
哲
学
科
に
関
す
る
学
則
上
の
変
更
を
確
認
す
る
と
、
一
九
三
四
年
学
則
か
ら
「
哲
学
専
攻
志
望
者
」
と
「
心
理
学
専
攻
志

望
者
」
で
選
択
科
目
が
分
か
れ
、
一
九
四
二
年
学
則
で
は
「
哲
学
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
心
理
と
で
必
修
科
目
が
分
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
四
二
年
学
則
改
正
の
理
由
は
、
師
範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
公
民
科
教
員
無
試
験
検
定
出
願
資
格
を
得
る
た
め
で

あ
っ
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
格
的
接
触
を
重
視
し
た
チ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
な
ど
、
新
た
な
試
み
も
み
ら
れ

る（
（17
（

。一
九
三
一
年
、
哲
学
科
に
「
立
教
大
学
哲
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
同
年
に
は
同
会
編
に
よ
る
『
哲
学
と
心
理
』
が
創
刊
さ
れ
、

一
九
三
五
年
ま
で
続
く
。
一
九
三
七
年
に
は
、『
哲
学
科
年
報
』
が
刊
行
さ
れ
、
四
号
（
一
九
四
二
年
）
ま
で
続
く
が
、
目
次
は
哲

学
と
心
理
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
は
杉
浦
貞
二
郎
が
主
幹
を
務
め
た
『
神
学
研
究
』
に
哲
学
関
係
者
が
寄
稿
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

雑
誌
と
は
別
に
「
哲
学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
出
版
物
が
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
間
に
一
〇
号
ま
で
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
哲
学
専
攻
関
係
の
も
の
は
次
の
五
点
で
あ
る
。

一
、
菅
円
吉
『
ト
レ
ル
チ
の
基
督
教
本
質
論
（
歴
史
哲
学
の
根
本
問
題
）』

四
、
波
多
野
通
敏
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
形
而
上
学
の
研
究
―
エ
ー
ガ
ー
に
依
る
―
』

七
、
金
子
武
蔵
『
生
存
の
弁
証
法
』

八
、
ブ
ル
ン
ナ
ー（
菅
円
吉
訳
）『「
哲
学
の
神
」
と
「
啓
示
の
神
」』

九
、
ス
テ
ッ
ビ
ン
グ
（
小
澤
淳
男
訳
）『
歴
史
的
科
学
の
方
法
論
』

そ
し
て
、
心
理
学
関
係
の
も
の
は
次
の
五
点
で
あ
り
、
哲
学
関
係
と
は
半
々
と
な
っ
て
い
る
。
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二
、
淡
路
円
治
郎
『
ヴ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ュ
テ
ル
ン
の
人
格
学
』

三
、
牛
島
義
友
『
動
物
心
理
学
研
究
、
白
鼠
の
知
能
』

五
、
牛
島
義
友
『
青
年
期
の
理
想
』

六
、
松
宮
一
也
『
現
代
日
本
人
の
観
た
る
基
督
教　

基
督
教
に
対
す
る
態
度
の
研
究
』

一
〇
、
木
田
市
治
『
学
童
の
興
味
に
つ
い
て　

尋
三
か
ら
尋
六
ま
で
』

以
下
、
哲
学
専
攻
と
心
理
学
専
攻
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
た
ど
っ
た
道
の
り
を
み
て
い
く
。

四　

哲
学
専
攻
の
発
展

一
九
三
一
年
の
教
員
を
み
る
と
、
杉
浦
貞
二
郎
、
菅
円
吉
（
一
九
二
四
年
着
任（

（17
（

）、
曽
禰
武
、（

（17
（

山
本
快
龍
（
一
九
二
七
年
着
任
、
東
洋

哲
学
史
）、
大
橋
勉
（
一
九
二
七
年
着
任
、
西
洋
哲
学
史
）、
田
中
王
堂
（
喜
一
）（
哲
学
）
が
専
任
、
岩
橋
遵
成
（
一
九
二
四
年
か
ら
、

東
洋
倫
理
）、
出
隆
（
一
九
二
八
年
か
ら
、
西
洋
哲
学
史
、
東
京
帝
大
）、
小
島
茂
雄
（
一
九
三
〇
年
か
ら
、
立
教
中
学
校
長
）
の
三

人
が
兼
任
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
田
中
は
一
九
三
二
年
五
月
に
病
没
し
、
杉
浦
は
一
九
三
二
年
度
で
退
き
、
大
橋
も
一
九
三
五
年

に
退
く
と
、
西
洋
哲
学
は
兼
任
の
出
隆
が
担
当
し
た
。
東
洋
哲
学
史
は
一
九
三
七
年
度
で
山
本
が
退
い
た
後
は
山
本
自
身
が
兼
任
と

し
て
担
当
し
た
。

曽
禰
武
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
実
験
物
理
学
者
だ
っ
た
が
、
胸
を
病
み
、
信
仰
の
道
に
進
ん
だ
。
一
九
二
四
年
に
立
教
に
招
か
れ
、

一
九
三
七
年
度
ま
で
「
自
然
科
学
」
担
当
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
予
科
専
任
と
な
り
、
一
九
四
〇
年
度
か
ら
再
び
「
科
学
概
論
」
担

当
の
哲
学
科
の
専
任
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
に
予
科
長
と
な
り
、
戦
時
下
の
学
内
で
強
い
影
響
力
を
も
ち
、
一
九
四
三
年
に

は
立
教
理
科
専
門
学
校
の
設
置
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
戦
後
大
学
を
去
っ
て
い
る（

（18
（

。

小
澤
淳
男
が
一
九
三
九
年
度
か
ら
論
理
学
担
当
の
専
任
に
な
っ
て
い
る
。
小
澤
は
一
九
二
七
年
に
立
教
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
た

後
に
助
手
と
な
り
、
一
九
三
二
年
に
予
科
教
授
と
な
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
倫
理
学
史
の
和
田
正
俊
が
一
九
四
一
年
の
み
専
任
と
し
て



739

第四章　戦時下の大学における教育と研究

名
が
み
え
、
西
洋
哲
学
史
の
鬼
頭
英
一（

（18
（

が
一
九
四
二
年
度
か
ら
専
任
と
し
て
み
え
る
が
、
基
本
的
に
は
菅
・
小
澤
が
中
心
と
な
る
体

制
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

菅
円
吉
は
文
学
部
「
閉
鎖
」
と
と
も
に
辞
職
す
る
が
、
戦
後
復
帰
し
て
、
一
九
四
六
年
か
ら
文
学
部
長
を
務
め
、
キ
リ
ス
ト
教
学

科
を
創
設
し
た
。
一
方
、
小
澤
淳
男
は
戦
時
中
に
立
教
大
学
学
生
部
主
事
、
報
国
団
主
事
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
後
公
職

追
放
に
遭
い
、
立
教
に
は
戻
ら
ず
、
秋
田
経
済
大
学
・
秋
田
短
期
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た（

（18
（

。
戦
前
の
「
哲
学
科
」
の
枠
組
み
自
体
は

戦
後
の
新
制
大
学
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五　

心
理
学
専
攻
の
自
立
と
心
理
学
実
験
室

哲
学
科
の
心
理
学
専
攻
の
教
員
を
み
る
と
、
芸
術
心
理
を
担
当
し
た
（
後
に
美
学
を
担
当
）
辻
荘
一
以
外
で
は
、
一
九
二
八
年
に

東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
翌
年
に
着
任
し
た
牛
島
義
友
が
唯
一
の
専
任
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
質
的
な
中
心
人
物
は
、
東
京
帝
大

教
授
の
淡
路
圓
治
郎
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
淡
路
は
菅
円
吉
の
第
三
高
等
学
校
時
代
の
友
人
だ
っ
た
が
、
一
九
二
七
年（

（18
（

以
降
東
京
帝

大
よ
り
出
講
し
て
、
一
九
二
八
年
度
に
は
心
理
学
講
座
を
発
足
さ
せ
た（

（18
（

。
こ
の
年
に
立
教
の
専
任
と
な
っ
た
牛
島
は
淡
路
の
教
え
子

で
、
東
京
帝
国
大
学
の
助
手
で
あ
っ
た
広
瀬
（
結
城
）
錦
一
が
兼
任
で
実
験
演
習
を
担
当
し
た
。
一
九
三
一
年
に
は
心
理
論
理
科
高

等
教
員
無
試
験
検
定
申
請
の
認
可
を
得
て
い
る（

（18
（

。

一
九
二
八
年
に
は
淡
路
の
指
導
の
下
、
上
り
屋
敷
（
現
・
西
池
袋
二
丁
目
）
の
私
宅
で
研
究
会
が
始
ま
り
、
発
達
心
理
学
の
研
究

が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
二
九
年
に
初
の
専
攻
学
生
で
あ
る
永
松
一
郎
が
卒
業
し
、
こ
れ
以
降
、
毎
年
一
～
三
名
の
卒
業
生
が
出
て
い

る
。一

九
三
二
年
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
航
空
研
究
所
に
移
っ
た
淡
路
に
代
わ
っ
て
岡
部
彌
太
郎
が
主
任
教
授
と
な
っ
た
が
、
一
九
三
五

年
、
岡
部
が
東
京
帝
国
大
学
に
移
る
と
、
淡
路
が
再
び
出
講
し
、
翌
年
ご
ろ
に
は
私
宅
で
の
研
究
演
習
が
再
開
し
た
。

講
義
を
み
る
と
、
一
九
三
一
年
の
講
義
は
概
論
・
芸
術
心
理
学
・
実
験
演
習
・
現
代
の
心
理
学
・
演
習
の
五
コ
マ
で
あ
っ
た
が
、
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一
九
三
三
年
に
は
概
論
・
芸
術
心
理
学
・
発
達
心
理
学
（
幼
児
期
の
研
究
）・
心
理
学
発
達
史
・
実
験
演
習
・
演
習
（
診
断
心
理

学
）・K

. Lew
in, Vorsatz, W

ille und Bedürfnis

（
原
書
講
読
）
の
七
コ
マ
が
展
開
さ
れ
た
。

一
九
三
六
年
三
月
に
心
理
学
談
話
会
が
組
織
さ
れ
、
毎
月
の
例
会
で
研
究
発
表
と
討
議
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
四
年

に
小
林
辰
四
郎
（
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
出
身
）
が
助
手
に
な
っ
た
の
に
続
き
、
三
六
年
に
は
菅
祝
四
郎
（
一
九
三
五
年
卒
）、

一
九
三
七
年
に
は
森
脇
要
（
一
九
三
五
年
卒
）
が
助
手
に
な
っ
た
。

戦
前
の
心
理
学
コ
ー
ス
の
歴
史
上
、
最
大
の
事
業
は
心
理
学
実
験
室
の
建
設
で
あ
ろ
う
。
心
理
学
に
は
、
実
験
演
習
の
た
め
に
特

殊
設
備
を
必
要
と
し
た
。
一
九
二
九
年
に
ま
ず
校
友
会
館
の
一
室
に
仮
実
験
室
を
設
け
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
実
業
家
・
米
山
梅
吉

（
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
）
が
、
哲
学
科
在
学
中
（
一
九
二
六
年
）
に
死
去
し
た
息
子
駿
二
の
追
憶
記
念
と
し
て
奨
学
金
を
寄
贈
す
る
と
、

そ
れ
を
心
理
学
実
験
室
の
新
築
資
金
と
し
て
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
現
在
九
号
館
が
あ
る
と
こ
ろ
に
木
造
一
階
建
て
の
実
験
室
が

建
築
さ
れ
た（

（18
（

。
四
九
坪
で
「
器
械
室
、
演
習
室
、
実
験
室
二
、
暗
室
、
整
理
室
の
六
室
よ
り
な
り
、
防
音
、
防
振
動
に
特
に
注
意
し

て
設
計
」（

（18
（

さ
れ
た
と
い
う
。

一
九
三
七
年
に
は
実
験
室
の
五
周
年
記
念
式
が
開
催
さ
れ
、『
米
山
駿
二
氏
記
念
心
理
学
実
験
室
論
文
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

二
九
本
の
収
録
論
文
の
内
訳
は
、
一
般
心
理
学
的
研
究
五
本
、
芸
術
心
理
学
的
研
究
三
本
（
辻
荘
一
の
み
）、
発
達
心
理
学
的
研
究

一
七
本
、
遺
伝
研
究
そ
の
他
四
本
、
別
巻
（
幼
児
発
達
検
査
）
で
あ
る
。
研
究
の
傾
向
に
つ
い
て
、
牛
島
義
友
は
「
其
主
要
な
る
傾

向
は
精
神
発
達
の
研
究
に
あ
つ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
精
神
発
達
の
基
礎
と
し
て
遺
伝
或
は
動
物
実
験
に
始
ま
り
、
幼
児
・
児

童
・
青
年
期
に
亘
る
各
種
の
研
究
が
企
て
ら
れ
た
」（

（18
（

と
総
括
し
て
い
る
。

卒
業
生
の
就
職
先
は
、
一
九
三
七
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
恩
賜
財
団
済
生
会
、
女
子
経
済
専
門
学
校
、
恩
賜
財
団
愛
育

会
、
大
日
本
職
業
指
導
協
会
、
東
京
人
絹
株
式
会
社
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
哲
学
科
自
体
は
教
員
に
な
る
卒
業
生
が
多
い
が
、
心
理

学
コ
ー
ス
の
場
合
、
研
究
所
関
係
が
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

戦
後
は
、
心
理
教
育
学
科
が
創
設
さ
れ
、
名
実
と
も
に
心
理
学
専
攻
が
学
科
と
し
て
自
立
を
遂
げ
た
。
科
目
担
当
者
は
田
中
正
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吾（
（18
（

だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
淡
路
円
治
郎
が
主
導（

（19
（

し
た
と
い
わ
れ
る
。
淡
路
の
指
導
の
下
、
戦
前
の
心
理
学
教
室
の
中
心
を
担
っ
て
い
た

牛
島
義
友
は
、
一
九
四
三
年
の
文
学
部
「
閉
鎖
」
後
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
校
名
変
更
で
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
教
授
を
経

て
九
州
大
学
教
授
と
な
り
、
立
教
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
辻
荘
一
は
一
九
二
〇
年
に
東
京
帝
大
心
理
学
科
を
卒
業
し
た
音
楽
学

者
・
教
会
音
楽
の
専
門
家
で
、
実
験
室
を
利
用
し
て
雅
楽
の
実
験
な
ど
も
行
な
っ
て
い
た
が
、
学
生
主
事
だ
っ
た
た
め
に
戦
後
追
放

さ
れ
、
復
帰
後
は
キ
リ
ス
ト
教
学
科
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

戦
後
の
心
理
学
科
の
教
員
と
な
る
豊
原
恒
男
（
一
九
四
九
年
着
任
）
や
島
津
一
夫
（
一
九
六
二
年
着
任
）
は
い
ず
れ
も
戦
前
、
東

京
帝
国
大
学
航
空
研
究
所
航
空
心
理
部
に
属
し
て
お
り
、
航
空
研
究
所
教
員
を
兼
任
し
て
い
た
淡
路
の
下
に
い
た
。
戦
前
・
戦
後
を

通
じ
て
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
淡
路
で
あ
り
、
東
大
航
空
研
究
所
関
係
者
の
人
脈
が
働
い
て
い
た
。
だ
が
、
淡
路
自
身
は
一
九
四
七
年
に

東
京
帝
国
大
学
教
授
を
退
官
し
た
後
、
立
教
大
学
の
専
任
教
授
に
就
任
し
た
が
、
文
学
部
社
会
学
科
長
と
な
り
（
一
九
四
九
年
に
は

心
理
学
科
長
兼
任
）、
一
九
五
八
年
に
は
社
会
学
部
の
初
代
学
部
長
と
な
っ
た
。
本
人
の
研
究
関
心
が
労
務
管
理
に
向
か
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
表
面
上
は
心
理
学
科
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
学
部
の
創
設
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る（

（19
（

。

一
九
三
五
年
の
心
理
学
専
攻
の
卒
業
生
で
、
副
手
、
後
に
愛
育
研
究
所
所
員
・
立
教
大
学
兼
任
講
師
と
な
っ
た
森
脇
要
は
、

一
九
四
七
年
に
文
学
部
（
社
会
科
）
再
開
と
と
も
に
教
授
に
な
り
、
恩
師
淡
路
と
と
も
に
社
会
学
部
創
設
に
関
わ
る
が
、
淡
路
が
立

教
を
定
年
退
職
し
た
一
九
六
一
年
四
月
に
文
学
部
心
理
学
科
に
移
籍
し
て
い
る（

（19
（

。
戦
前
の
心
理
学
研
究
室
で
育
っ
た
最
初
の
心
理
学

者
で
あ
り
、
戦
前
の
心
理
学
研
究
室
と
戦
後
の
心
理
学
科
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
森
脇
が
退
職
し
た
翌
々
年
の

一
九
七
七
年
、
九
号
館
建
設
の
た
め
に
老
朽
化
し
て
い
た
米
山
駿
二
氏
記
念
心
理
学
実
験
室
が
取
り
壊
さ
れ
た
。
戦
前
の
心
理
学
研

究
室
の
記
憶
を
伝
え
る
も
の
が
こ
う
し
て
一
つ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

宗
教
学
科
と
二
重
学
籍
制
度

立
教
大
学
宗
教
学
科
の
特
色
は
、
聖
公
会
教
育
財
団
成
立
以
来
の
聖
公
会
神
学
院
と
の
二
重
学
籍
制
度
だ
っ
た
。
一
九
三
一
年
八
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月
に
は
、
立
教
大
学
は
財
団
法
人
聖
公
会
教
育
財
団
か
ら
分
離
し
て
、
財
団
法
人
立
教
学
院
と
し
て
独
自
経
営
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
り
、
同
時
に
聖
公
会
教
育
財
団
は
再
度
名
義
変
更
を
し
、
財
団
法
人
聖
公
会
神
学
院
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
両
校
法
人
の
寄
附

行
為
も
、
立
教
大
学
は
「
日
本
に
於
て
基
督
教
主
義
に
よ
る
教
育
を
行
ふ
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
聖
公
会
神
学
院
は
「
聖
公
会
聖
職

を
養
成
す
る
」
た
め
と
さ
れ
、
築
地
時
代
よ
り
い
わ
ば
暗
黙
的
に
す
み
分
け
て
き
た
立
教
と
神
学
校
が
、
は
っ
き
り
と
寄
附
行
為
上

も
そ
の
性
格
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
は
、
道
を
挟
ん
だ
隣
人
同

士
と
い
う
物
理
的
な
近
さ
も
あ
り
、
そ
れ
以
後
も
良
好
な
関
係
が
保
た
れ
、
二
重
学
籍
制
度
も
制
度
上
は
一
九
四
〇
年
ま
で
、
実
質

的
に
は
一
九
四
二
年
ま
で
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
重
学
籍
制
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
仕
組
み
は
、
聖
公
会
神
学
院
の
入
学
資
格
を
立
教
大
学
も
し
く
は
官
公
私
立
大
学
の
予
科

修
了
者
、
高
等
学
校
高
等
科
卒
業
生
と
し
た
上
で
、
聖
公
会
神
学
院
入
学
の
神
学
生
が
、
立
教
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
の
学
生
と
し

て
修
得
し
た
単
位
を
、
聖
公
会
神
学
院
設
置
の
該
当
科
目
の
単
位
と
し
て
も
認
定
す
る
形
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
の
『
立
教
大
学

一
覧
』
に
は
当
時
の
立
教
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
が
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る（

（19
（

。
必
修
科
目
は
、
宗
教
学

（
第
一
学
年
）、
宗
教
史
（
第
二
・
第
三
学
年
）、
キ
リ
ス
ト
教
経
典
学
（
第
一
～
第
三
学
年
）、
ユ
ダ
ヤ
教
経
典
学
、
キ
リ
ス
ト
教

史
、
日
本
宗
教
史
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
り
、
聖
公
会
神
学
院
と
の
共
通
科
目
は
、
キ
リ
ス
ト
教
史
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ユ
ダ
ヤ
教
経
典
解
説
、
キ
リ
ス
ト
教
経
典
解
説
で
あ
っ
た
。
選
択
科
目
は
、
第
一
～
第
三
学
年
対
象
と
し
て
、
哲

学
、
哲
学
史
、
心
理
学
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
、
儒
教
ま
た
は
そ
の
他
諸
家
経
典
学
、
回
教
そ
の
他
小
宗

教
史
、
倫
理
学
（
第
一
学
年
）、
社
会
学
（
第
二
学
年
）、
宗
教
学
（
第
二
・
第
三
学
年
）、
教
育
学
お
よ
び
教
育
史
（
第
二
・
第
三

学
年
）
で
あ
っ
た
。
聖
公
会
神
学
院
の
み
で
展
開
し
て
い
た
科
目
は
、
礼
拝
学
、
応
用
神
学
、
系
統
神
学
、
英
国
教
会
近
代
史
、
聖

書
神
学
、
ユ
ダ
ヤ
教
経
典
解
説
、
神
学
演
習
な
ど
で
あ
っ
た（

（19
（

。

教
員
も
一
九
四
二
年
に
二
重
学
籍
制
度
を
完
全
に
解
消
す
る
ま
で
は
、
聖
公
会
神
学
院
の
専
任
教
員
の
多
く
が
立
教
大
学
文
学
部

宗
教
学
科
の
教
員
を
兼
任
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
四
年
の
『
立
教
大
学
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
立
教
大
学
文
学
部
宗
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教
学
科
の
学
科
長
は
、
聖
公
会
神
学
院
校
長
で
あ
っ
た
落
合
吉
之
助
校
長
が
兼
任
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
文
学
部
宗
教
学
科
専
任

教
授
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
須
貝
止
、
村
尾
昇
一
、
山
縣
雄お

と杜
三ぞ
う

、
G
・
H
・
モ
ー
ル
ら
は
、
全
員
が
聖
公
会
神
学
院
の
教
授
で

も
あ
っ
た（

（19
（

。
こ
う
し
た
関
係
性
は
一
九
三
八
年
時
点
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
宗
教
学
科
長
は
引
き
続
き
聖
公
会
神
学
院
校
長
の

落
合
吉
之
助
が
担
い
、
新
し
く
宗
教
学
科
教
員
一
覧
に
菅
円
吉
、
S
・
C
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
の
名
前
が
登
場
す
る
が
、
菅
円
吉
と
小

林
彦
五
郎
以
外
は
依
然
と
し
て
全
員
が
聖
公
会
神
学
院
の
教
員
を
兼
任
し
て
い
た（

（19
（

。

七　

二
重
学
籍
制
度
の
解
消
と
聖
公
会
神
学
院
と
の
分
離

こ
の
立
教
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
は
、
戦
時
下
に
入
り
急
速
に
不
安
定
な
状
態
に
至
っ
た
。

聖
公
会
神
学
院
初
代
校
長
の
今
井
寿
道
の
後
を
受
け
て
、
一
九
一
八
年
以
来
、
池
袋
で
の
聖
公
会
神
学
院
の
運
営
を
担
っ
て
き
た
落

合
吉
之
助
校
長
が
一
九
三
九
年
七
月
に
辞
任
、
同
年
九
月
、
第
三
代
校
長
に
就
任
し
た
の
が
須
貝
止
で
あ
っ
た
。
新
校
長
の
須
貝
が

早
速
直
面
し
た
難
題
は
、
聖
公
会
神
学
院
の
学
制
改
革
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
宗
教
学
科
と
の
二
重
学
籍
制

度
は
、
文
部
当
局
的
視
点
に
立
て
ば
明
ら
か
な
変
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
従
来
か
ら
、
聖
公
会
神
学
院
内
部
や
海

外
聖
公
会
の
関
係
者
か
ら
も
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。

米
国
聖
公
会
か
ら
聖
公
会
神
学
院
に
教
授
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ロ
ー
ズ
は
、
米
国
聖
公
会
伝
道
局
に
送
っ
た

一
九
三
六
年
一
一
月
二
三
日
付
書
簡
の
中
で
、
二
重
学
籍
が
始
ま
っ
た
一
九
二
二
年
時
点
で
、
す
で
に
聖
公
会
神
学
院
教
授
で
あ
っ

た
稲
垣
陽
一
郎
が
、
聖
公
会
神
学
院
を
立
教
大
学
か
ら
分
離
し
独
立
さ
せ
る
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
聖
公
会
主
教
会
に
要
求
し
、
そ

の
意
見
に
は
聖
公
会
神
学
院
の
外
国
人
教
授
も
全
員
同
意
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（19
（

。
同
書
簡
の
中
で
ロ
ー
ズ
自
身
も
、

立
教
大
学
と
の
近
接
し
た
連
携
は
望
ま
し
い
一
方
で
、
聖
公
会
神
学
院
で
の
教
育
は
本
来
、
大
学
を
卒
業
し
た
大
学
院
生
と
同
等
の

者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
二
重
学
籍
制
度
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ー
ズ

の
聖
公
会
神
学
院
に
お
け
る
同
僚
で
、
S‌

P‌

G
（The Society for the Propagation of the G

ospel

）
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
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サ
ン
ス
ベ
リ
ー
も
、
聖
公
会
神
学
院
は
大
学
院
修
了
程
度
の
対
象
者
に
教
育
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
学
修
時
間
が
増
え
て

も
仕
方
な
い（

（19
（

と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
ズ
や
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
ら
の
見
解
の
背
後
に
は
、
聖
公
会
神
学
院
卒
業
生
の
資
質
に
つ
い
て

の
疑
念
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

須
貝
に
よ
る
聖
公
会
神
学
院
の
学
制
改
革
は
一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
聖
公
会
神
学
院
の
修
業
年
限
は
本
科
三
年
、

専
攻
科
一
年
の
計
四
年
と
な
り
、
本
科
の
入
学
資
格
は
大
学
予
科
も
し
く
は
高
等
学
校
の
修
了
者
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、

立
教
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
卒
業
者
は
、
本
科
三
年
に
編
入
入
学
が
許
可
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
た（

（19
（

。
そ
の
上
、
一
九
四
〇
年
に
二

重
学
籍
制
度
が
制
度
と
し
て
は
廃
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
学
科
と
聖
公
会
神
学
院
の
共
通
科
目
も
存
置
さ
れ
、
聖
公
会

神
学
院
教
授
陣
の
宗
教
学
科
兼
務
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的
に
は
二
重
学
籍
制
度
の
実
体
は
残
り
続
け
た
。

こ
の
二
重
学
籍
制
度
が
完
全
に
解
消
さ
れ
る
の
は
、
立
教
大
学
側
が
重
複
科
目
を
す
べ
て
廃
し
、
宗
教
学
科
か
ら
聖
公
会
神
学
院

の
兼
任
教
員
を
全
員
解
職
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
一
九
四
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
宗
教
学
科
も
、
一
九
四
三

年
一
一
月
二
二
日
を
も
っ
て
立
教
大
学
文
学
部
の
授
業
の
一
切
停
止
、
全
教
員
の
休
職
を
軸
と
し
た
大
学
当
局
の
方
針
提
示
以
降
、

危
機
的
状
況
に
陥
っ
た（

（20
（

。
一
九
四
四
年
初
頭
に
は
、
文
学
部
英
文
学
科
、
哲
学
科
、
史
学
科
と
と
も
に
、
宗
教
学
科
も
授
業
を
停
止

し
、
事
実
上
、
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（20
（

。

八　

史
学
科
の
教
員
と
立
教
史
学
会
の
創
設

一
九
二
五
年
に
立
教
大
学
史
学
会
が
設
立
さ
れ
、
一
九
二
六
年
五
月
に
大
会
を
開
い
て
い
る
。
一
九
二
八
年
一
〇
月
か
ら
は
『
史

苑
』
を
発
行
し
て
い
る
。
専
任
教
員
が
小
林
秀
雄
た
だ
一
人
と
い
う
状
況
で
、
岡
田
太
郎
ら
学
生
・
卒
業
生
が
団
結
し
て
運
営
に
あ

た
っ
て
い
た
。
卒
業
と
と
も
に
予
科
教
授
と
な
っ
た
柴
田
亮
が
中
心
と
な
っ
た
ほ
か
、
学
外
の
兼
任
の
教
授
た
ち
の
後
援
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る（

（20
（

。「
史
学
同
好
会
会
報
」
も
毎
学
期
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（20
（

。

『
史
苑
』
は
当
初
月
刊
で
あ
り
、
小
林
に
よ
れ
ば
当
時
の
史
学
の
月
刊
誌
は
『
史
学
雑
誌
』
と
『
歴
史
地
理
』
の
二
誌
の
み
だ
っ
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た
（
國
学
院
の
『
国
史
学
』
創
刊
は
一
九
二
九
年
）。
だ
が
、
経
済
的
事
情
か
ら
、
一
九
三
二
年
度
以
降
は
年
四
冊
と
な
っ
た
。『
史

苑
』
の
記
事
を
み
る
と
、
投
稿
論
文
に
翻
訳
、
史
料
紹
介
が
中
心
で
あ
り
、
新
刊
紹
介
で
は
西
洋
史
や
民
族
学
関
係
が
多
い
点
が
注

目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
初
期
の
史
学
科
を
組
織
し
た
の
は
小
林
秀
雄
の
構
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
下
で
初
期
の
『
史
苑
』・
史
学

会
を
担
っ
て
い
く
若
手
が
早
く
育
っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
岡
田
太
郎
は
、
一
九
四
二
年
夭
折
す

る
。
手
塚
隆
義
・
宮
本
馨
太
郎
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
岡
田
の
蔵
書
は
大
学
が
購
入
し
、
立
教
大
学
図
書
館
の
「
岡
田
文
庫
」
と

な
っ
て
い
る
。
財
政
緊
縮
の
中
、
各
学
科
で
刊
行
し
て
い
る
雑
誌
の
統
廃
合
、
四
学
科
共
同
の
雑
誌
に
集
約
化
す
る
案
が
出
る
が
、

彼
ら
若
手
は
史
学
科
の
『
史
苑
』
廃
止
に
は
断
固
反
対
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（20
（

。

小
林
秀
雄
は
一
九
四
二
年
に
定
年
退
職
し
た
（
九
月
に
は
名
誉
教
授（

（20
（

）。
小
林
は
後
任
の
史
学
科
長
と
し
て
十
河
佑
貞
を
推
薦
し
た

ら
し
い
が（

（20
（

、
早
大
教
授
と
し
て
の
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら
十
河
が
断
り
、
し
ば
ら
く
欠
員
の
時
期
を
経
て
、
九
月
に
な
っ
て
よ
う
や

く
学
習
院
高
等
部
教
授
の
白
鳥
清
が
史
学
科
長
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
柴
田
・
手
塚
は
予
科
の
専
任
に
移
り
、
東
洋
史
は
白

鳥
、
西
洋
史
は
十
河
、
日
本
史
は
藤
本
了
泰
（
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
、
大
正
大
学
教
授（

（20
（

）
が
担
当
し
て
、
新
講
師
を
招
い
て

刷
新
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
洋
史
の
大
類
伸
、
東
洋
史
は
加
藤
繁
、
市
古
宙
三
、
日
本
史
は
伊
東
多
三
郎
、
川
崎
庸
三
が
新
た

に
講
師
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
学
の
方
針
と
し
て
、
西
洋
史
専
攻
を
廃
し
て
、
国
史
・
東
洋
史
に
重
点
を
置
く
こ
と
に

な
り
、
年
末
に
十
河
は
辞
職
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、「
米
国
史
を
入
れ
た
る
は
本
学
の
み
な
り
」
と
し
て
史
学
科

委
員
よ
り
学
課
課
程
改
正
案
訂
正
が
学
長
に
出
さ
れ
る
な
ど
（
一
九
三
九
年
よ
り
林
達
夫
を
兼
任
と
し
て
米
国
史
が
開
講
さ
れ
て
い

た
）、
戦
時
下
で
西
洋
史
・
米
国
史
の
研
究
・
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る（

（20
（

。

敗
戦
後
、
一
九
四
六
年
四
月
に
文
学
部
が
再
開
さ
れ
た
際
、
キ
リ
ス
ト
教
学
科
と
英
米
文
学
科
の
二
科
で
再
開
さ
れ
、
哲
学
科
と

史
学
科
の
再
開
は
見
送
り
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
哲
学
科
の
菅
円
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
学
科
創
設
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質

的
に
は
史
学
科
だ
け
が
見
送
ら
れ
た
格
好
で
あ
る
。
そ
の
事
情
は
定
か
で
は
な
い
が
、
戦
前
か
ら
史
学
科
の
教
員
だ
け
聖
公
会
信
徒
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が
お
ら
ず
、
戦
時
下
で
も
『
史
苑
』
の
刊
行
を
止
め
な
い
な
ど
、
文
学
部
内
で
独
自
の
動
き
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

卒
業
生
の
手
塚
、
宮
本
、
海
老
澤
有
道
ら
は
史
学
科
復
活
運
動
を
開
始
し
、
同
年
六
月
に
は
史
学
科
に
先
立
っ
て
立
教
大
学
史
学

会
を
再
建
し
、「
史
苑
叢
書
」
を
刊
行
し
た
。
史
学
科
の
再
開
は
新
制
大
学
移
行
後
、
一
九
四
九
年
に
実
現
し
た
。
岡
田
太
郎
た
ち

を
中
心
と
し
た
史
学
科
の
卒
業
生
・
若
手
教
員
た
ち
の
団
結
力
の
強
さ
は
、
他
学
科
の
卒
業
生
も
回
顧
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
卒
業

生
た
ち
が
立
教
大
学
史
学
会
を
拠
点
に
し
て
同
志
的
に
結
び
つ
き
、
自
立
的
に
動
い
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
史
学
科
の
再
開
が
実

現
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
の
文
学
部
「
閉
鎖
」
に
よ
っ
て
史
学
科
は
断
絶
し
て
い
た
が
、
立
教

大
学
史
学
会
と
そ
こ
に
集
う
同
志
的
な
結
合
は
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
連
続
し
て
い
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

九　

考
古
学
と
考
古
学
標
本
室
の
設
置

こ
う
し
た
史
学
科
の
歴
史
と
は
別
に
、
立
教
大
学
に
お
け
る
考
古
学
と
そ
の
標
本
室
の
歴
史
に
つ
い
て
最
後
に
述
べ
て
お
き
た

い
。
立
教
大
学
の
史
学
科
に
現
在
考
古
学
の
講
座
は
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
古
い
伝
統
を
も
つ
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

立
教
に
お
け
る
考
古
学
の
講
義
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
原
田
淑
人
が
出
講
し
て
開
始
し
た
。
原
田
の
指
導
を
受
け
て
い
た
東
京
帝
大

の
駒
井
和か
ず
ち
か愛
（
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
東
洋
史
学
科
副
手
）
が
一
九
三
〇
年
か
ら
兼
任
と
し
て
出
講
し
た
。
駒
井
は
早
稲
田
大
学
文

学
部
東
洋
史
学
科
で
会
津
八
一
・
津
田
左
右
吉
の
指
導
を
受
け
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
副
手
と
な
っ
て
考
古
学
研
究
室
の
原
田
淑

人
の
指
導
を
受
け
て
い
た
（
ち
な
み
に
東
京
帝
国
大
学
の
考
古
学
講
座
設
置
は
一
九
三
八
年
）。
駒
井
は
史
学
科
の
学
生
を
引
き
つ

れ
て
千
葉
県
の
犢こ
て

橋は
し

貝
塚
や
川
崎
の
玉
川
べ
り
台
地
の
貝
塚
な
ど
に
発
掘
調
査
の
指
導（

（20
（

に
出
か
け
る
と
と
も
に
、
史
学
会
の
運
営
な

ど
に
積
極
的
に
助
言
・
協
力
を
行
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
駒
井
の
指
導
を
受
け
た
学
生
に
は
、
民
俗
学
の
大
家
と
な
っ
た
宮
本
馨
太

郎
が
い
た
。

そ
し
て
、
実
物
に
よ
る
研
究
資
料
の
た
め
標
本
蒐
集
の
必
要
を
感
じ
、
帝
大
教
授
と
し
て
出
張
研
究
の
際
に
入
手
し
た
出
土
品
な
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ど
を
個
人
と
し
て
立
教
大
学
に
寄
贈
し
、
講
義
に
必
要
な
も
の
を
自
費
入
手
し
、
学
生
を
指
導
し
て
発
掘
し
た
も
の
を
納
め
た
標
本

室
を
つ
く
っ
た
。
駒
井
は
自
費
で
「
立
教
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
」
と
い
う
名
前
を
刷
っ
た
標
本
カ
ー
ド
を
作
り
、
自
分
で
墨

書
し
て
、
標
本
の
名
称
や
発
見
場
所
な
ど
を
記
し
た
と
い
う
。
卒
業
生
一
同
が
標
本
室
の
た
め
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
寄
贈
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
大
学
か
ら
予
算
が
お
り
な
い
中
、
兼
任
の
教
師
と
学
生
有
志
に
よ
っ
て
考
古
学
標
本
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
の

心
理
学
実
験
室
と
あ
わ
せ
て
、
戦
前
の
文
学
部
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
挿
話
で
あ
る（

（21
（

。

戦
時
中
の
文
学
部
閉
鎖
の
た
め
に
標
本
も
一
室
の
一
隅
に
押
し
や
ら
れ
た
。
だ
が
、
一
九
五
二
年
か
ら
駒
井
は
再
び
兼
任
講
師
と

し
て
立
教
に
出
講
し
、
一
九
五
四
年
か
ら
は
、
駒
井
の
後
任
と
し
て
東
大
で
の
教
え
子
の
中
川
成
夫
が
出
講
す
る
よ
う
に
な
り
、
標

本
室
の
再
建
・
維
持
に
あ
た
っ
た
。
中
川
は
一
九
六
〇
年
に
専
任
と
な
り
、
立
教
に
も
考
古
学
講
座
が
正
式
に
成
立
し
、
大
規
模
な

発
掘
調
査
を
行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
川
自
身
の
関
心
が
博
物
館
学
に
向
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
六
三
年
に
中
川

が
博
物
館
学
講
座
に
移
る
こ
と
で
、
史
学
科
の
考
古
学
講
座
は
な
く
な
っ
た（

（21
（

。
し
か
し
、
現
在
で
も
立
教
に
は
駒
井
・
中
川
ら
が
収

集
し
た
考
古
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
今
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
か
つ
て
立
教
と
い

う
場
に
集
っ
て
、
自
主
的
に
学
び
の
場
を
築
い
た
人
々
の
歴
史
を
語
り
継
い
で
い
る
。

一
〇　

文
学
部
「
改
革
」
の
動
き

第
三
編
第
四
章
第
二
節
で
紹
介
し
、
第
三
編
第
五
章
第
一
節
第
一
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
二
年
に
か
け

て
、
文
部
省
か
ら
文
科
系
入
学
者
に
対
す
る
抑
制
策
が
明
ら
か
に
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

遠
山
郁
三
学
長
の
執
務
日
誌
（「
遠
山
郁
三
日
誌
」）
は
、
一
九
四
〇
年
四
月
一
日
～
四
三
年
一
月
三
〇
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
の
動
き
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
四
〇
年
に
は
文
部
省
か
ら
の
文
科
系
抑
制
の
指
示
・
働
き
か
け
は
み
ら
れ

な
い
。
た
だ
し
、
四
〇
年
一
〇
月
の
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
予
科
修
了
者
の
学
部
進
学
に
関
す
る
三
八
年
度
か
ら
四
〇
年
度
の

数
値
が
記
載
さ
れ
、
予
科
文
科
修
了
者
の
文
学
部
へ
の
進
学
者
が
二
六
・
三
％
で
、
か
な
り
の
率
で
経
済
学
部
に
進
学
し
て
い
る
状
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態
で
あ
る
こ
と
を
注
視
し
た
記
載
が
あ
り
、
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
遠
山
学
長
が
意
識
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る（

（21
（

。

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
お
い
て
、
文
部
省
か
ら
の
文
科
系
抑
制
策
に
関
す
る
記
述
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
四
一
年
六

月
二
六
日
開
催
の
私
立
大
学
長
会
議
に
関
す
る
記
載
か
ら
で
あ
り
、
文
部
省
か
ら
こ
の
と
き
、
学
生
生
徒
定
員
を
再
検
討
す
る
旨
が

告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
私
立
大
学
の
現
状
は
文
科
系
学
生
が
八
五
％
、
理
科
系
学
生
は
一
五
％
で
あ
る
が
、
理
想
と
し
て
は
文

科
系
三
分
の
一
、
理
科
系
三
分
の
二
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
、
文
科
の
定
員
増
加
は
ほ
ぼ
認
め
な
い
こ
と
、
理
科

定
員
増
加
の
計
画
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
四
〇
年
五
月
時
点
で
の
私
立
大
学
学
部
・
予
科
の
定
員
と

実
員
の
調
査
が
示
さ
れ
て
、
実
員
の
超
過
人
数
が
具
体
的
数
値
と
し
て
大
学
ご
と
に
示
さ
れ
た
。
立
教
大
学
は
こ
の
時
点
で
、
学
部

七
二
〇
名
、
予
科
七
二
〇
名
の
定
員
で
あ
っ
た
が
、
実
員
は
学
部
九
〇
八
名
、
予
科
一
〇
一
九
名
と
な
り
四
八
七
名
の
超
過
で
あ
っ

た（
（21
（

。実
際
に
、
一
九
四
二
年
度
の
入
学
試
験
で
は
、「
文
部
省
の
文
化
系
統
学
生
を
増
加
せ
ず
の
方
針
の
下
に
発
令
せ
ら
れ
た
る
学
生

定
員
確
守
の
通
牒
」
に
従
っ
て
人
員
を
整
理
す
る
た
め
、
経
済
学
部
は
予
科
か
ら
の
進
学
者
の
み
と
し
て
補
欠
編
入
試
験
は
実
施
せ

ず
、「
若
干
の
空
席
が
あ
る
」
文
学
部
は
編
入
学
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（21
（

。

そ
し
て
、
一
九
四
二
年
一
月
下
旬
に
は
、
学
生
生
徒
の
定
員
厳
守
の
通
牒
が
改
め
て
出
さ
れ
て
お
り
、「
文
学
部　

八
〇
／
経
済

学
部　

一
六
〇
／
予
科　

二
四
〇
」
と
い
う
入
学
定
員
遵
守
が
改
め
て
厳
命
さ
れ
た（

（21
（

。
な
お
、
こ
れ
は
入
学
定
員
で
あ
り
、
学
部
で

計
七
二
〇
名
、
予
科
で
計
七
二
〇
名
の
定
員
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
変
更
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
実
際
に
は
定
員
を
大
幅

に
超
え
た
学
生
・
生
徒
数
が
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
か
な
り
大
き
く
実
員
数
を
減
ら
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
と
と
も
に
、
後
述
の
、
文
科
系
大
学
の
統
合
整
理
の
際
に
文
部
省
か
ら
指
示
さ
れ
た
減
ら
す
べ
き
定
員
数
の
算
出
の
基
準
が
こ

の
定
員
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
一
九
四
一
年
に
文
部
省
か
ら
の
文
科
系
学
生
生
徒
の
定
員
厳
守
の
方
針
が
示
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
際
、
文
部
省
と
の

折
衝
な
ど
を
す
る
中
で
、
立
教
大
学
当
局
が
文
学
部
に
焦
点
化
し
た
何
ら
か
の
「
改
善
」
要
請
を
受
け
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
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い
。し

か
し
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
学
内
の
動
き
と
し
て
一
九
四
一
年
一
一
月
に
翌
年
度
の
入
学
試
験
に

向
け
た
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
遠
山
学
長
は
、〔
小
林
秀
雄
〕
文
学
部
長
か
ら
文
学
部
専
任
教
授
会
（
一
一
月
五
日
開
催
）

で
、
①
文
学
部
に
本
科
生
と
し
て
女
子
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
実
行
で
き
な
け
れ
ば
聴
講
生
と
し
て
の
女
子
の
入
学

を
許
可
す
る
こ
と
、
②
文
学
部
の
定
員
数
か
ら
み
て
、
文
学
部
に
は
学
生
を
収
容
す
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
の
で
来
年
度
、
従
来
の

よ
う
に
入
学
試
験
を
行
な
う
こ
と
、
③
文
学
部
学
生
数
減
少
の
根
本
原
因
は
、「
予
科
の
文
学
部
定
員
八
十
名
が
厳
守
さ
れ
さ
る
結

果
で
あ
る
」
の
で
、
来
年
度
よ
り
「
他
学
部
へ
の
転
出
を
断
然
許
可
せ
さ
る
こ
と
」、
と
い
う
意
見
・
提
案
が
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
を
受
け
て
い
る（

（21
（

。
こ
の
文
学
部
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
る
の
と
同
時
並
行
で
、
遠
山
学
長
は
、
文
学
部
の
改
革
と
小
林
秀
雄
の
後

の
文
学
部
長
を
誰
に
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
一
月
三
日
に
経
済
学
部
の
田
辺
忠
男
、
一
一
月
四
日
に
経
済
学
部
教
授
で
立
教
学
院

理
事
の
須
藤
吉
之
祐
（
一
九
三
六
年
度
の
後
半
に
は
経
済
学
部
長
兼
大
学
学
長
事
務
取
扱
も
担
当
）、
一
一
月
六
日
に
当
時
は
予
科

教
授
で
も
あ
っ
た
チ
ャ
プ
レ
ン
の
高
松
孝
治
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
田
辺
は
「
文
学
部
改
廃
の
事
。
英
文
学
科

の
み
を
止
め
、
史
学
科
、
哲
学
科
、
宗
教
学
科
を
廃
す
る
こ
と
。
／
右
改
革
は
学
長
支
持
の
下
に
文
学
部
長
実
行
」
と
の
意
見
を
述

べ
、
須
藤
は
「
大
学
機
構
に
就
て
格
別
の
見
解
を
有
せ
す
」
と
し
、
高
松
は
「
文
学
部
内
に
法
律
、
経
済
の
講
義
を
入
れ
、
就
職
に

便
す
べ
し
。
／
宗
教
科
を
哲
学
科
中
に
包
含
さ
せ
る
と
、
実
験
心
理
な
と
を
教
へ
て
修
身
科
の
検
定
を
得
ら
れ
、
又
就
職
に
利
あ
ら

ん
」
と
応
答
し
て
い
る（

（21
（

。

文
学
部
専
任
教
授
の
中
か
ら
は
女
子
の
入
学
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
田
辺
忠
男
か
ら
は
英
文
学
科
を
残
し

て
あ
と
の
三
学
科
廃
止
を
断
行
す
べ
し
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
た
。
高
松
孝
治
か
ら
は
、
文
学
部
卒
業
生
の
就
職
を
有
利
に
す
る

た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
教
員
免
許
資
格
を
拡
大
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
高
松
の
案
で

も
、
宗
教
学
科
は
哲
学
科
の
中
に
含
み
込
む
改
革
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
学
部
学
生
が
定
員
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
予
科
文
科
か
ら
の
進
学
状
況
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
学
部
へ
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の
進
学
者
が
増
え
な
い
こ
と
へ
の
危
機
感
が
、（
右
記
で
い
え
ば
須
藤
吉
之
祐
を
除
き
）
か
な
り
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
文
学
部
は
定
員
割
れ
、
他
方
、
経
済
学
部
は
定
員
の
大
幅
超
過
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
一
九
四
二
年
度

入
学
試
験
に
向
け
た
文
科
系
大
学
の
定
員
厳
格
化
の
指
示
が
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
、
立
教
大
学
と
し
て
、
具
体
的
な
対
応
、
何
ら
か

の
「
改
善
」
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
九
四
一
年
一
一
月
か
ら
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
で
は
、
遠
山
学
長
か
ら
文
学
部
の
各
学
科
（
宗
教
学
科
、
哲
学
科
、
英
文
学

科
、
史
学
科
）
に
そ
れ
ぞ
れ
学
科
課
程
の
改
訂
を
検
討
す
る
た
め
の
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
お
り
、
個
別
の
教
員
と
の

懇
談
、
文
学
部
専
任
教
授
会
な
ど
を
通
し
て
、
改
訂
案
を
出
す
よ
う
に
う
な
が
す
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に

記
載
さ
れ
た
こ
の
課
程
に
関
す
る
内
容
で
目
を
引
く
の
は
次
の
五
点
で
あ
る
。

（
1
）�　

当
初
は
宗
教
学
科
を
哲
学
科
に
併
合
す
る
案
も
出
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
り（

（21
（

、
そ
れ
に
は
、
従
来
、
宗
教
学
科
学
生
が
聖

公
会
神
学
院
と
の
二
重
学
籍
に
よ
っ
て
、
聖
職
者
養
成
と
連
動
し
て
い
た
状
況
か
ら
、
聖
職
者
養
成
を
切
り
離
す
と
い
う
転

換
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と（

（21
（

。

（
2
）�　

中
等
学
校
教
員
免
許
の
無
試
験
検
定
に
つ
い
て
、（
1
）
と
も
関
わ
っ
て
、
公
民
科
の
免
許
取
得
を
宗
教
学
科
が
目
指
し
、

さ
ら
に
は
他
の
学
科
も
含
め
て
文
学
部
の
四
学
科
す
べ
て
で
可
能
と
す
る
学
科
課
程
に
改
訂
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（22
（

。
こ
の
結

果
と
し
て
、
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
の
「
学
則
改
正
認
可
申
請
」
改
訂
案
が
作
成
さ
れ
、「
憲
法
」「
民
法
（
総
則
、
親
族

及
相
続
）」「
行
政
法
（
総
論
、
各
論
）」「
社
会
政
策
」
な
ど
の
選
択
科
目
が
、
文
学
部
四
学
科
の
学
科
課
程
表
す
べ
て
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。

（
3
）�　

選
択
科
目
の
単
位
数
や
卒
業
論
文
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
、
ま
た
科
目
の
配
当
学
年
の
再
検
討
な
ど
が

か
な
り
活
発
に
学
科
ご
と
に
行
な
わ
れ
た
様
子
で
あ
る
こ
と（

（22
（

。

（
4
）�　

文
学
部
教
授
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
案
で
あ
る
、
文
学
部
に
女
子
を
入
学
さ
せ
る
件
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
学
か

ら
文
部
省
に
対
し
て
、
聴
講
生
と
し
て
の
入
学
可
能
性
や
、
そ
の
後
正
科
生
と
し
て
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
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う
か
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ
て
い
た
こ
と（

（22
（

。

（
5
）�　

四
学
科
と
も
に
学
科
課
程
改
訂
を
行
な
っ
た
が
、
と
く
に
一
九
四
二
年
九
月
に
な
る
と
史
学
科
に
つ
い
て
か
な
り
大
き
な

学
科
課
程
変
更
の
検
討
が
具
体
的
に
表
れ
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
。

と
く
に
こ
の
（
5
）
の
史
学
科
の
学
科
課
程
変
更
は
、「
西
洋
史
専
攻
を
廃
し
国
史
東
洋
史
に
重
点
を
置
く
事
」
を
企
図
し
た
も

の
で
あ
り（

（22
（

、
一
九
四
二
年
度
九
月
い
っ
ぱ
い
で
、
専
任
の
十
河
佑
貞
（
一
九
四
二
年
四
月
二
〇
日
現
在
の
一
覧
で
は
、
西
洋
史
学
、

西
洋
史
演
習
、
欧
米
諸
国
史
、
歴
史
地
理
を
担
当
）
と
、
四
一
年
度
ま
で
の
学
部
長
で
定
年
後
の
四
二
年
度
に
は
講
師
と
し
て
出
講

し
て
い
た
小
林
秀
雄
（
一
九
四
二
年
四
月
二
〇
日
現
在
の
一
覧
で
は
、
史
学
概
論
、
史
学
史
、
西
洋
史
学
を
担
当
）
が
解
職
と
な
っ

て
い
る（

（22
（

。
代
わ
り
に
四
二
年
度
一
〇
月
か
ら
新
た
に
講
師
と
な
っ
た
の
は
、
加
藤
繁
、
大
類
伸
、
川
崎
庸
之
、
市
古
宙
三
、
伊
東
多

三
郎
で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
従
来
か
ら
講
師
で
あ
っ
た
白
鳥
清
が
教
授
兼
史
学
科
長
と
な
っ
た
。
史
学
概
論
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
大
類
伸
以
外
は
、
国
史
、
あ
る
い
は
東
洋
史
の
専
門
家
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
科
目
担
当
と
な
っ
て
い
る（

（22
（

。

「
西
洋
史
専
攻
を
廃
し
国
史
東
洋
史
に
重
点
を
置
く
事
」
は
、
学
則
中
の
学
科
課
程
で
は
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
付
の
変
更
申

請
で
も
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
四
三
年
度
以
降
の
臨
時
学
則
で
も
、「
日
本
史
及
東
洋
史
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
「
西
洋
史
ヲ

主
ト
ス
ル
モ
ノ
」
の
両
方
の
学
科
課
程
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が（

（22
（

、
実
質
的
に
、
西
洋
史
専
攻
の
開
講
科
目
の
多
く
を
閉
講
に
す
る
な

ど
の
措
置
が
、
四
二
年
一
〇
月
以
降
に
と
ら
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
ま
で
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
四
二
年
九
月

と
一
〇
月
の
間
に
（
四
二
年
の
九
月
に
修
業
年
限
六
カ
月
短
縮
で
学
部
・
予
科
と
も
に
三
年
生
は
卒
業
し
、
四
二
年
一
〇
月
は
新
た

な
学
年
度
の
始
ま
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
っ
た
）、
文
学
部
、
そ
の
中
で
も
史
学
科
が
か
な
り
大
き
な
「
改
革
」
を
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
史
学
科
組
織
変
更
」
は
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
を
見
る
限
り
、
経
済
学
部
長
の
河
西
太
一
郎
が
何

ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
早
く
も
四
一
年
一
二
月
一
〇
日
の
「
遠
山
郁
三
日

誌
」
に
、
河
西
が
来
訪
し
て
、
医
学
部
の
件
や
明
年
度
の
予
算
の
件
と
と
も
に
「
史
学
科
の
件
」
を
遠
山
に
話
し
て
お
り
、
四
二
年

九
月
一
五
日
の
部
長
会
で
は
、「
史
学
科
組
織
変
更
に
関
し
協
議
。
河
西
部
長
よ
り
来
十
月
よ
り
決
断
実
施
方
希
望
あ
り
」
と
記
さ
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れ
て
い
る（

（22
（

。

こ
の
と
き
の
史
学
科
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
文
学
部
「
改
革
」
は
、
遠
山
学
長
の
下
で
、
各
学
科
に
改
訂
案
作
成
を
よ
び
か
け
て

ま
と
め
て
い
く
形
は
一
応
と
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
よ
う
が（

（22
（

、
河
西
経
済
学
部
長
の
遠
山
学
長
へ
の
働
き
か
け

な
ど
、
文
学
部
の
外
側
で
の
動
き
が
か
な
り
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

第
四
節　

商
学
部
の
経
済
学
部
へ
の
改
組

一　

経
済
学
部
の
設
置
構
想

経
済
学
部
の
設
置
構
想
は
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
か
ら
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ
と
昇
格
す
る
こ
ろ
か

ら
み
ら
れ
た
。
一
九
二
三
年
二
月
二
一
日
付
の
『
ム
サ
シ
ノ
』
は
、「
本
大
学
の
拡
張
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

多
年
本
校
の
拡
張
、
内
容
充
実
及
び
校
舎
増
築
の
件
に
留
意
し
つ
ゝ
あ
り
し
当
局
は
近
々
大
英
断
を
以
て
右
の
三
件
を
断
行

す
る
由
、
尚
其
の
筋
よ
り
確
聞
す
る
所
に
依
れ
ば
右
の
拡
張
法
と
し
て
は
本
大
学
を
文
学
部
、
経
済
学
部
の
二
部
に
分
ち
後
者

を
経
済
学
科
、
商
学
科
、
社
会
学
科
の
三
科
に
分
つ
と
の
事
な
れ
ば
結
局
二
学
科
の
増
設
で
あ
る（

（22
（

。

つ
ま
り
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
す
る
際
、
商
学
部
で
は
な
く
、
経
済
学
科
、
商
学
科
、
社
会
学
科
の
三
学
科
か
ら
な
る
経

済
学
部
を
開
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
開
設
さ
れ
た
の
は
、
商
学
科
（
一
九
二
二
年
設
置
）
と
経
済
学
科
（
一
九
二
四
年
設
置
）
の
二
学
科
か
ら
な
る
商
学
部
で

あ
っ
た
が
、
以
後
も
経
済
学
部
の
独
立
が
叫
ば
れ
、
さ
ら
に
医
学
部
や
法
経
学
部
の
設
置
構
想
も
台
頭
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
大
学
と
名
乗
る
以
上
は
文
学
部
と
商
学
部
だ
け
の
状
態
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
の
で
は
な
く
、
真
の
総
合
大
学
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
法
経
学
部
を
創
設
し
て
、
商
学
部
の
経
済
学
科
を
同
学
部
に
移
す
構
想
も
あ
っ
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た
。当

時
、
立
教
大
学
の
学
生
数
は
文
学
部
と
商
学
部
を
あ
わ
せ
て
七
〇
〇
余
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
八
割
は
商
学
部
の
学
生
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
商
学
部
の
学
生
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
文
学
部
の
学
生
は
「
研
究
心
に
富
め
る
者
比
較
的
多
く
、
他
の
各
大

学
に
比
較
す
る
も
何
等
遜
色
無
き
の
み
な
ら
ず
、
今
後
益
内
外
共
に
其
の
発
展
性
を
有
す
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
商
学
部
の

学
生
は
「
余
り
に
実
際
化
し
過
ぎ
従
つ
て
研
究
心
に
乏
し
き
者
も
割
合
に
多
い
模
様
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

商
学
科
と
経
済
学
科
で
構
成
さ
れ
る
商
学
部
の
あ
り
方
も
問
題
視
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
経
済
学
部
内
に
商
科
を
有
す
る
は
一

般
形
態
な
る
に
、
反
し
商
学
部
内
に
経
済
科
を
存
す
る
組
織
は
幾
分
奇
異
の
感
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
商
学
科
と
経

済
学
科
は
、「
其
の
科
目
に
於
て
互
に
共
通
の
物
」
が
多
く
、「
其
の
実
質
上
の
区
別
殆
ど
存
せ
ざ
る
」
が
、「
両
科
の
学
生
は
其
の

性
質
に
於
て
全
然
毛
色
を
異
に
し
」、
経
済
学
科
の
学
生
の
な
か
に
は
、「
研
究
心
に
富
め
る
真
の
学
究
の
士
」
が
多
く
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
商
学
部
の
現
状
に
対
し
て
、
杉
浦
貞
二
郎
ら
立
教
大
学
の
幹
部
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
職
業
化
し
、

専
門
学
校
化
せ
ん
と
す
る
吾
大
学
に
新
生
命
を
與
へ
、
長
く
学
界
の
権
威
と
し
て
独
歩
的
地
位
を
造
り
、
真
に
人
格
的
に
精
練
せ
ら

れ
た
る
青
年
学
士
を
一
般
社
会
に
送
り
、
腐
敗
に
腐
敗
を
重
ね
互
に
共
倒
れ
に
な
ら
む
と
す
る
政
界
新
聞
界
実
業
界
並
に
教
育
界
を

救
済
す
る
の
急
務
な
る
を
意
識
」
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

こ
う
し
て
、
杉
浦
貞
二
郎
学
長
の
年
来
の
希
望
で
あ
っ
た
法
経
学
部
を
創
設
し
、
経
済
学
科
を
商
学
部
か
ら
法
経
学
部
に
移
す
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る（

（23
（

。

二　

経
済
学
部
独
立
運
動
と
経
済
学
部
の
開
設

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
で
は
、
経
済
学
部
の
な
か
に
経
済
学
科
と
商
学
科
が
置
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
経
済
学
科
の
学
生
も
独
立
を
熱
望
し
、
三
年
生
を
中
心
に
独
立
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

一
九
二
六
年
六
月
、
経
済
学
科
の
三
年
生
は
級
会
を
開
き
、
一
、
二
年
生
に
も
働
き
か
け
て
経
済
学
部
の
独
立
運
動
を
行
な
う
こ
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と
を
決
議
し
た
。
三
年
生
全
員
が
実
行
委
員
と
な
る
な
ど
、
経
済
学
部
の
独
立
運
動
は
経
済
学
科
全
学
生
を
巻
き
込
ん
で
行
わ
れ
た

が
、
教
授
の
な
か
に
も
呉
文
炳
の
よ
う
に
、
経
済
学
部
の
独
立
を
強
く
主
張
す
る
も
の
も
い
た（

（23
（

。
呉
は
統
計
学
者
呉
文
聰
の
息
子
で
、

一
九
一
三
年
に
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
を
卒
業
し
、
三
菱
銀
行
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
学
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
の

一
九
二
七
年
に
三
菱
信
託
銀
行
に
勤
務
す
る
が
、
同
時
に
立
教
大
学
教
授
も
務
め
て
い
た
。

ま
た
、
経
済
学
部
独
立
運
動
は
「
大
学
革
正
」
の
名
の
も
と
に
、
元
田
作
之
進
の
学
長
辞
任
後
に
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
杉

浦
貞
二
郎
の
学
長
正
式
承
認
を
求
め
る
運
動
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た（

（23
（

。
な
お
、
独
立
運
動
を
進
め
る
な
か
で
、
学
生
た
ち
は

教
授
陣
の
充
実
も
要
求
し
て
い
た
。

足
か
け
五
年
に
及
ぶ
経
済
学
部
独
立
運
動
の
結
果
、
一
九
三
一
年
四
月
に
商
学
部
は
経
済
学
部
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年

一
月
二
二
日
の
『
立
教
大
学
新
聞
』
に
は
経
済
学
部
の
生
徒
募
集
広
告
が
掲
載
さ
れ
た（

（23
（

。
生
徒
募
集
広
告
に
よ
れ
ば
、
経
済
学
部
は

商
学
科
と
経
済
学
科
か
ら
な
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
表
3
―

12
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
商
学
科
は
、
商
業
、
銀
行
、
経
理
〔
計
理
〕
の

コ
ー
ス
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し
て
お
り（

（23
（

、
経
済
学
科
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
商
学
科
、
経
済
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
よ
り
も
は

る
か
に
充
実
し
て
い
た
。
卒
業
の
要
件
は
、
毎
週
二
時
間
の
授
業
時
数
を
も
っ
て
一
単
位
と
し
て
、
必
修
科
目
の
ほ
か
選
択
科
目
の

な
か
か
ら
五
単
位
以
上
の
授
業
を
受
け
、
卒
業
論
文
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
英
語
科
目
の
単
位
数
が
多
く
、
引
き
続
き
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
中
等
教
員
、
高
等
教

員
の
無
試
験
検
定
の
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
、「
教
育
学
及
教
育
史
」
の
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
商
学
科
は
「
商
業
」「
簿
記
」

の
中
等
教
員
無
試
験
検
定
、
経
済
学
科
は
「
法
制
及
経
済
」
の
中
等
お
よ
び
高
等
教
員
無
試
験
検
定
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
、
経
済
学
部
で
は
計
理
士
法
第
三
条
に
よ
る
計
理
士
の
無
試
験
登
録
資
格
の
取
得
も
申
請
し
て
い
た
。

一
九
三
三
年
度
に
お
け
る
経
済
学
部
の
教
員
と
担
当
科
目
は
、
表
3
―

13
お
よ
び
表
3
―

14
の
よ
う
で
あ
る
。
専
任
教
員
は
一
五
名

で
、
経
済
学
、
商
学
を
専
門
と
す
る
専
任
教
員
は
、
坂
口
武
之
助
、
伊
藤
重
治
郎
、
河
西
太
一
郎
、
竹
村
豊
太
郎
、
木
村
重
治
、
縣

康
、
星
野
辰
雄
、
中
根
不
覇
雄
の
八
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
三
四
年
度
に
は
松
下
正
寿
（
政
治
学
、
英
語
）
と
小
川
徳
治
（
英
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表3-12　経済学部のカリキュラム（1931年4月）
科目名 時数 科目名 時数 科目名 時数

商　
学　
科

必修科目 商工経営 2 商業数学 2 計理 2
銀行及金融 2 交通 2 保険 2
商品 2 商業政策 2 貿易実務 2
経済原論 4 財政学 2 貨幣 2
憲法 2 民法＊ 4・2 商法＊ 2・4

選択科目 国際貿易関係 2 国際金融及外国為替 2 統計学 2
取引所 2 物価 2 信託 2
商店経営 2 外国市場及経済事情 2 近世商業史 2
商業地理 2 交通政策 2 税関及倉庫 2
海上保険及共同海損 2 工業通論 2 刑法 2
行政法 2 民法 2 破産法及和議法 2
労働法 2 手形法 2 国際公法 2
国際私法 2 教育学及教育史＊ 2 外国語＊ 4
演習

語学 商業英語＊ 4 英語＊ 4

経 

済 

学 

科

必修科目 経済原論 4 経済学史 2 経済史 2
統計学 2 財政学 2 銀行及金融 2
貨幣 2 保険 2 交通 2
経済政策 2 商業政策 2 農業政策 2
憲法 2 民法＊ 4・2 商法＊ 2・4

選択科目 日本経済史 2 経済原論上の特種問題 2 計理 2
取引所 2 国際金融及外国為替 2 信託 2
政治学 2 経営経済学 2 社会学 2
経済地理 2 社会政策 2 殖民政策 2
哲学史 2 刑法 2 行政法 2
民法 2 商法 2 労働法 2
国際公法 2 国際私法 2 教育学及教育史＊ 2・2
外国語＊ 4 演習

語学 英語経済＊ 4 英語＊ 4
注：＊の付されている各科目の週あたり時数は以下の通りである。
　　①「民法」は第1学年で4時間、第2学年で2時間の配当である。
　　②「商法」は第2学年で2時間、第3学年で4時間の配当である。
　　③「教育学及教育史」は第2学年で2時間、第3学年で2時間の配当である。
　　④「商業英語」「英語経済」「英語」「外国語」は、各学年4時間ずつの配当である。
出典：「昭和六年度立教大学生徒募集」（『立教大学新聞』第95号、1931年1月22日）。
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表3-13　経済学部の教員と担当科目（1933年度）
職名 担当者名 担当科目 職名 担当者名 担当科目
専任 坂口武之助 関税倉庫、商業地理、商品学 兼任 内池　廉吉 財政学、商業政策

伊藤重治郎 商業英語、商店経営、交通論 錦織理一郎 保険法、統計学
根岸由太郎 英作文 E. Gauntlett タイプライティング
河西太一郎 経済原論、工業政策、独乙経済 大堀市治郎 商工経営
竹村豊太郎 英語経済、銀行及金融 中村　進午 憲法、国際法
Karl E. Branstad 英文学 田邊　忠男 経済原論
星野　辰雄 労働法制、仏語 高城仙次郎 金融、貨幣
松下　正寿 政治学、英語 三船　久美 商法
久保田正次 英語 竹田音治郎 民法
W. P. Smith 英文学、英会話 三邊　金蔵 原価計算、経理学
山本　文雄 商業英語 土屋　明治 支那語
須藤吉之祐 英作文、商業英語 本位田祥男 社会政策・欧州経済史
木村　重治 商業史 中野登美雄 行政法
縣　康 簿記、銀行会計 落合泰治郎 外国為替、取引所論
中根不覇雄 信託法、手形法、破産法 中村　良男 民法

杉浦徳次郎 商業数学
注：本表の職位は「教授」とあり。
出典：前掲『立教大学一覧』（1933年3月、41～42頁）。

表3-14　経済学部のカリキュラム（1933年度）

商　
学　
科

必
修
科
目

商工経営（2）、商業数学（2）、経理（2）、銀行及金融（2）、交通（2）、保険（2）、商品（2）、
商業政策（2）、貿易実務（2）、経済原論（4）、財政学（2）、貨幣（2）、憲法（2）、民法（第1学年・4、
第2学年・2）、商法（第2学年・2、第3学年・4）、商業英語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）、
英語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）

選
択
科
目

商業を主とするもの：国際貿易関係（2）、国際金融及外国為替（2）、統計学（2）、取引所（2）、
物価（2）、信託（2）、商店経営（2）、外国市場及経済事情（2）、近世商業史（2）、商業地理（2）、
交通政策（2）、税関及倉庫（2）、海上保険及協同海損（2）、工業政策（2）、刑法（2）、行政法（2）、
民法〔親族相続〕（2）、破産法及和議法（2）、労働法（2）、手形法（2）、国際公法（2）、国際私法（2）、
教育学及教育史（第2学年・2、第3学年・2）、外国語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）、演習
銀行を主とするもの：統計学（2）、国際金融及外国為替（2）、信託（2）、税関及倉庫（2）、物価（2）、
原価計算（2）、特殊銀行（2）、銀行会計（2）、工業会計（2）、刑法（2）、行政法（2）、民法〔親族相
続〕（2）、手形法（2）、破産法及和議法（2）、国際公法（2）、国際私法（2）、教育学及教育史（第2学
年・2、第3学年・2）、外国語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）、演習
計理を主とするもの：統計学（2）、信託（2）、原価計算（2）、国際金融及外国為替（2）、監査（2）、
工場管理（2）、税関及倉庫（2）、銀行会計（2）、工場会計（2）、行政法（2）、民法〔親族相続〕（2）、
手形法（2）、破産法及和議法（2）、国際公法（2）、国際私法（2）、教育学及教育史（第2学年・2、第3
学年・2）、演習

経 

済 

学 

科

必
修
科
目

経済原論（4）、経済学史（2）、経済史（2）、統計学（2）、財政学（2）、銀行及金融（2）、貨幣（2）、
保険（2）、交通（2）、工業政策（2）、商業政策（2）、農業政策（2）、憲法（2）、民法（第1学年・4、
第2学年・2）、商法（第2学年・2、第3学年・4）、商業英語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）、
英語（第1学年・4、第2学年・4、第3学年・4）

選
択
科
目

日本経済史（2）、経済原論上特殊ノ問題（2）、計理（2）、取引所（2）、国際金融及外国為替（2）、
信託（2）、政治学（2）、経営経済学（2）、社会学（2）、経済地理（2）、社会政策（2）、殖民政策（2）、
哲学史（2）、刑法（2）、行政法（2）、民法（2）、商法（2）、労働法（2）、国際公法（2）、
国際私法（2）、教育学及教育史（第2学年・2、第3学年・2）、外国語（第1学年・4、第2学年・4、第3
学年・4）、演習

注：（　）内の数字は、1週間あたりの授業時数である。
出典：立教大学『立教大学一覧』（1933年3月、13～17頁）。
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語
）
が
専
任
教
員
に
加
わ
っ
た
が
、
山
本
文
雄
（
商
業
英
語
）
が
外
れ
て
い
る
。
経
済
学
部
独
立
運
動
で
は
、
経
済
学
部
教
員
の
充

実
も
要
求
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

経
済
学
部
教
員
の
世
評
を
み
る
と
、
一
九
三
三
年
の
『
大
学
評
判
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

教
室
で
人
気
の
あ
る
の
は
英
文
学
科
長
の
岡
倉
由
三
郎
氏
、
経
済
学
科
長
で
工
業
政
策
、
経
済
原
論
を
う
け
も
つ
河
西
太
一

郎
氏
、
経
済
原
論
の
田
辺
忠
男
〔
氏
〕、
社
会
政
策
と
欧
洲
経
済
史
を
担
当
す
る
経
済
学
博
士
の
本
位
田
祥
男
氏
な
ど
で
あ
る

が
、
更
に
全
学
生
の
人
気
を
一
身
に
あ
つ
め
て
ゐ
る
人
に
英
語
の
久
保
田
正
次
教
授
が
あ
る（

（23
（

。

経
済
学
部
で
は
、「
経
済
原
論
」「
工
業
政
策
」「
独
乙
経
済
」
の
河
西
太
一
郎
、「
経
済
原
論
」
の
田
辺
忠
男
、「
社
会
政
策
」「
欧

州
経
済
史
」
の
本
位
田
祥
男
の
人
気
が
高
か
っ
た
が
、
立
教
大
学
の
専
任
教
員
は
河
西
だ
け
で
、
田
辺
、
本
位
田
は
東
京
帝
国
大
学

経
済
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
。
な
お
、
田
辺
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
の
ち
に
立
教
大
学
経
済
学
部
長
と
し
て
活
躍
す
る
人
物
で
あ

る
。
ま
た
、
本
位
田
に
は
『
欧
州
経
済
史
』
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
し
、
日
本
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
の
初
期
の
紹
介
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

経
済
学
部
に
は
研
究
科
も
設
置
さ
れ
、
研
究
科
は
「
学
部
卒
業
生
ニ
シ
テ
既
修
学
科
ニ
ツ
キ
更
ニ
進
ン
デ
其
ノ
学
術
ノ
蘊
奥
ヲ
期

ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
研
究
科
生
に
は
「
研
究
室
、
図
書
館
ヲ
有
シ
、
指
導
教
員
ヲ
附
シ
、
研
究
ニ
関
ス
ル
特
別
ノ
便
宜
待

遇
ト
ヲ
與
フ
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

（23
（

。

三　

田
辺
忠
男
学
部
長
と
経
済
学
部
の
「
黄
金
時
代
」

一
九
三
七
年
四
月
一
日
、
新
学
長
遠
山
郁
三
の
推
薦
で
田
辺
忠
男
が
経
済
学
部
長
に
就
任
し
た
。
日
中
両
軍
が
北
京
郊
外
の
盧
溝

橋
で
衝
突
し
、
日
中
戦
争
が
本
格
化
す
る
三
か
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。

田
辺
は
、
一
八
九
一
年
八
月
一
一
日
生
ま
れ
で
、
一
九
一
六
年
五
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
を
卒
業
し
、
三
井
合
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名
、
横
浜
護
謨
を
経
て
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
専
修
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
六
月
に
は
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教

授
に
任
用
さ
れ
て
「
交
通
政
策
」
を
担
当
し
、
一
九
三
一
年
三
月
に
教
授
に
昇
格
し
た
。

田
辺
は
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
の
右
派
の
一
人
で
、
土
方
成
美
や
本
位
田
祥
男
ら
と
と
も
に
革
新
派
を
つ
く
り
、
矢
内
原
忠

雄
や
河
合
栄
治
郎
ら
の
リ
ベ
ラ
ル
派
と
対
抗
し
て
い
た（

（23
（

。
一
九
三
九
年
一
月
に
平
賀
粛
学
（
東
京
帝
国
大
学
総
長
の
平
賀
譲
が
経
済

学
部
の
河
合
栄
治
郎
、
土
方
成
美
両
教
授
の
休
職
処
分
を
文
部
大
臣
に
上
申
し
、
文
部
省
が
両
教
授
の
休
職
を
発
令
し
た
こ
と
）
が

行
な
わ
れ
る
と
、
そ
れ
に
反
対
し
て
辞
表
を
提
出
し
、
同
年
三
月
二
五
日
に
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
依
願
免
本
官
と
な
っ
た（

（23
（

。

し
た
が
っ
て
、
立
教
大
学
経
済
学
部
長
に
就
任
し
た
時
点
で
、
田
辺
は
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
位

田
祥
男
も
こ
の
と
き
、
平
賀
粛
学
に
抗
議
し
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
辞
職
し
て
い
る
。

田
辺
は
、
一
九
四
〇
年
五
月
、
新
入
生
に
対
す
る
訓
示
の
中
で
、
大
学
教
育
に
お
け
る
「
自
由
」
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た（

（23
（

。

諸
君
は
本
学
に
入
学
さ
れ
る
以
前
既
に
十
幾
年
か
の
学
校
教
育
を
受
け
て
来
た
。
今
や
そ
の
最
高
の
も
の
を
求
め
ん
と
し
て

此
処
に
来
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
。
従
来
我
が
国
に
於
け
る
教
育
の
傾
向
は
兎
角
画
一
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
斯
様
な
画
一
的

な
る
教
育
が
正
し
き
教
育
で
あ
ら
ふ
筈
が
な
い
。『
自
由
の
学
府
』
と
し
て
の
立
教
大
学
は
此
の
意
味
に
於
て
諸
君
に
真
の
教

育
を
与
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
処
で
は
諸
君
を
大
人
と
し
て
取
扱
ふ
、
一
個
の
人
格
と
し
て
待
遇
す
る
、
此
処
で
は
自
由
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
諸
君
は
自

由
闊
達
に
勉
強
す
る
事
が
出
来
る
、
即
ち
『
自
由
の
学
府
』
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
処
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。

『
自
由
』
と
は
『
手
段
』
で
あ
る
、『
自
由
』
即
『
目
的
』
で
は
な
い
。
手
段
と
目
的
は
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
吾
々
は
此

『
自
由
』
の
手
段
を
駆
使
し
て
大
学
の
使
命
達
成
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
大
学
の
使
命
と
は
何
か
？　

即
ち
謂
ふ

所
の
知
育
、
徳
育
、
体
育
、
こ
れ
で
あ
る
。

大
学
に
於
け
る
知
育
と
は
学
の
蘊
奥
を
究
め
る
の
意
に
し
て
知
育
こ
そ
大
学
教
育
の
第
一
義
的
要
素
で
あ
る
。
而
し
て
徳
育



759

第四章　戦時下の大学における教育と研究

は
、
明・

・知
に
依
つ
て
哺
育
ま
れ
補
は
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
体
育
又
然
り
と
云
へ
や
う
、
知
育
の
欠
如
せ
る
体
育
は
野
蛮
で
あ

る
。

経
済
学
部
長
の
田
辺
が
も
た
ら
し
た
最
大
の
貢
献
は
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
多
数
の
教
授
や
講
師
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

田
辺
は
、「
経
済
学
部
の
学
制
に
改
革
を
な
す
こ
と
を
条
件
」
に
経
済
学
部
長
を
引
き
受
け
た
と
述
べ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
、
専
任
教
員
増
加
と
待
遇
改
善
、
講
義
負
担
の
軽
減
、
研
究
条
件
の
改
善
な
ど
で
実
績
を
あ
げ
た
。
具
体
的
に
は
、
政
策
系
の
科

目
を
「
経
済
政
策
」
に
一
括
し
、
商
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
営
学
、
会
計
学
中
心
に
再
編
し
た
ほ
か
、
専
任
教
授
を
増
や
し
、

「
少
く
と
も
最
低
限
度
の
生
活
を
保
証
す
る
」
た
め
、
教
員
の
給
与
な
ど
待
遇
面
の
改
善
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
担
当
授
業
時
間

に
つ
い
て
も
、「
徒
に
加
重
に
な
ら
ぬ
や
う
十
時
間
を
以
て
限
度
と
」
す
る
と
と
も
に
、
研
究
活
動
の
活
発
化
を
目
的
に
研
究
室
の

整
備
を
進
め
、「
西
校
舎
の
二
階
を
改
造
し
て
」
経
済
学
部
の
研
究
室
に
あ
て
た
。
さ
ら
に
、
経
済
学
部
の
将
来
を
慮
り
、
卒
業
生

の
な
か
か
ら
助
手
を
採
用
す
る
よ
う
に
し
た（

（24
（

。

研
究
室
の
整
備
に
奔
走
し
た
の
は
、
教
授
の
山
下
英
夫
で
あ
っ
た
。
山
下
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
出
身
で
あ
る
が
、
河
上
肇
を

慕
っ
て
京
都
大
学
で
学
ん
だ
あ
と
立
教
大
学
に
赴
任
し
、
当
時
は
経
済
学
部
の
中
心
人
物
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
の
ち
に
経
済
学

部
の
教
員
と
な
る
鈴
木
圭
介
は
、「
そ
の
こ
ろ
は
、
経
済
学
部
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
過
程
で
し
た
。
さ
っ
き
の
山
下
教
授

は
、
そ
れ
を
推
進
し
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
研
究
室
が
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
、
経
済
学
部
が
だ
ん
だ
ん
学
部
ら
し
い
形
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る（

（24
（

。

一
九
三
七
年
四
月
、
飯
塚
浩
二
（
経
済
地
理
）、
黒
沢
清
（
会
計
学
）、
小
山
栄
三
（
新
聞
学
）、
中
西
寅
雄
（
経
営
学
）、
大
河
内

一
男
（
社
会
政
策
論
）、
下
坂
源
太
郎
（
保
険
論
）
な
ど
が
専
任
教
員
と
し
て
着
任
し
、
経
済
学
部
教
員
の
充
実
が
図
ら
れ
た（

（24
（

。
そ
し

て
、
一
九
四
〇
年
一
月
に
は
和
歌
山
高
商
教
授
の
宮
川
実
が
「
経
済
組
織
論
」「
英
語
経
済
」
の
担
当
と
し
て
着
任
し
た
。
宮
川
は
、

一
八
九
六
年
に
山
口
県
で
生
ま
れ
、
一
九
二
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
帝
国
大
学
の
経
済
学
研
究

室
に
入
り
、
河
上
肇
に
師
事
し
て
研
鑽
を
積
む
か
た
わ
ら
、
同
志
社
大
学
で
講
師
と
し
て
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
。
一
九
二
五
年
に
な
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る
と
和
歌
山
高
商
に
移
り
、「
経
済
原
論
」「
経
済
史
」
の
講
義
を
担
当
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
は
文
部
省
か
ら
ナ
チ
ス
政
権
樹
立
直

前
の
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
理
論
経
済
学
や
統
計
学
の
研
究
に
従
事
し
た
。

一
九
四
〇
年
四
月
、「
国
際
経
済
論
」
担
当
の
福
田
光
愛
講
師
が
教
授
に
昇
格
し
た
の
に
と
も
な
い
、
鈴
木
圭
介
助
手
が
助
教
授

と
な
り
、
田
中
精
一
教
授
の
後
任
と
し
て
「
産
業
構
成
論
」
を
担
当
し
た
。
福
田
は
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
立
教
大

学
経
済
学
部
で
「
国
際
経
済
事
情
」
を
担
当
し
て
き
た
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鈴
木
は
、
一
九
三
七
年
度
に
設
け

ら
れ
た
助
手
制
度
の
「
最
初
の
適
用
を
う
け
て
助
手
に
」
な
っ
た
、
立
教
生
え
抜
き
の
研
究
者
で
あ
る（

（24
（

。
そ
の
ほ
か
、
神
野
璋
一
郎

教
授
、
中
村
武
嘉
講
師
、
戸
田
武
雄
講
師
が
着
任
し
た
。
神
野
は
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
野
村
證
券
調
査
課
に
勤

務
し
て
お
り
、
立
教
大
学
で
は
「
商
業
経
営
学
」
を
担
当
し
た
。
中
村
、
戸
田
の
両
講
師
も
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
の
出
身

で
、
中
村
は
「
商
品
学
」、
戸
田
は
「
英
語
経
済
学
」
の
担
当
で
あ
っ
た（

（24
（

。

こ
う
し
た
教
員
人
事
を
経
て
、
表
3
―

15
の
よ
う
に
、
経
済
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
し
だ
い
に
充
実
し
て
い
っ
た
。
履
修
す
べ

き
単
位
数
の
多
く
は
必
修
科
目
か
ら
な
り
、
選
択
科
目
か
ら
は
経
済
学
科
が
三
単
位
、
商
学
科
は
二
単
位
以
上
の
履
修
を
求
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
教
員
志
望
者
は
、「
教
育
学
」「
教
育
史
」
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
英
語
」
を
履
修
す
れ
ば
英
語
教
員
へ
の
道

も
開
け
て
い
た
。

表
3
―

16
は
、
一
九
四
〇
年
度
の
教
員
と
担
当
科
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
経
済
史
の
泰
斗
と
な
る
鈴
木
圭

介
は
、
一
九
三
五
年
ご
ろ
の
経
済
学
部
を
「
戦
前
の
立
教
の
暫
定
的
な
『
黄
金
時
代
』
だ
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
が
、
実
際
、
教

員
に
は
河
西
太
一
郎
、
山
下
英
夫
の
両
教
授
に
加
え
、
宮
川
実
、
大
河
内
一
男
、
飯
塚
浩
二
、
大
塚
久
雄
ら
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が

名
を
連
ね
て
い
た
。
な
か
で
も
大
塚
の
影
響
力
は
強
く
、
助
教
授
の
田
中
精
一
が
中
心
と
な
っ
て
、
若
手
研
究
者
を
中
心
に
ヒ
ル

フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
を
読
む
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
と
、
大
塚
は
特
別
に
参
加
し
て
第
七
章
の
「
株
式
会
社
」
に

つ
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
と
い
う（

（24
（

。
鈴
木
は
、「
立
教
の
学
内
に
は
学
問
研
究
の
機
運
が
ほ
う
は
い
と
盛
り
上
」
が
り
、「
戦
争
へ

向
っ
て
日
本
が
一
路
駆
け
下
り
て
い
く
時
代
に
、
ひ
と
時
で
は
あ
っ
た
が
、
立
教
に
輝
か
し
い
日
々
が
訪
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
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表3-15　経済学部のカリキュラム（1940年度）
必修科目 選択科目

商　
学　
科

経済原論（第1学年3、第2学年2）、欧州経済史
及商業史（第1学年2、第2学年2）、経営学総論
（2）、会計学（第1学年2、第2学年2）、金融市
場及機関（第1学年2、第2学年2）、財政学（2）、
商品学（2）、配給組織論（2）、工業経営学（2）、
商業経営学（2）、経営統計（2）、銀行経営及
会計（2）、原価計算（2）、会計監査及課税論
（2）、産業構成論（2）、景気論（2）、企業及経
営形態論（2）、外国貿易及為替（2）、保険（2）、
憲法（2）、商法（第2学年3、第3学年2）、民法
（第1学年総則２，第3学年債権2）、英語商業学
（第1学年2、第2学年2，第3学年4）、商業英語学
（第1学年2、第2学年2）

経済地理（2）、税関及倉庫（2）、信託（2）、
統計学（2）、社会学（2）、社会政策（2）、
殖民政策（2）、経済政策論（第2学年3、第3学
年2）、刑法（2）、国際公法（2）、民法（親族・
相続2）、東洋倫理（2）、西洋倫理（2）、
行政法（総論・各論4）、教育史（2）、
演習、教育學（2）、仏語経済学（第1学年2、
第2学年2、第3学年2）、英語（第1学年4、第2
学年4、第3学年4）、独語経済学（第1学年2、
第2学年2、第3学年2）

経 

済 

学 

科

経済原論（第1学年3、第2学年2）、経済学史（2）、
日本経済史（2）、欧州経済史及商業史（第1学
年2、第2学年2）、経済政策論（第2学年3、第3
学年2）、社会政策論（2）、財政学（2）、統計学
（2）、金融市場及機関（第1学年2、第2学年2）、
経済組織論（2）、産業構成論（2）、景気論（2）、
企業及経営形態論（2）、憲法（2）、民法（第1
学年総則2・物権２，第2学年債権2）、商法（第
2学年3，第3学年2）、英語経済学（第1学年4、
第2学年2、第3学年2）

経済地理（2）、政治学（2）、社会学（2）、
殖民政策（2）、外国貿易及為替（2）、保険
（2）、信託（2）、民法（親族・相続2）、行政法
（総論・各論4）、国際公法（2）、刑法（2）、教
育學（2）、教育史（2）、東洋倫理（2）、西洋
倫理（2）、演習、英語（第1学年4、第2学年6、
第3学年6）、仏語経済学（第1学年2、第2学年2、
第3学年2）、独語経済学（第1学年2、第2学年2、
第3学年2）、新聞学2

注：①（　）内の数字は毎週授業時間数。
　　②�毎週2時間をもって1単位とする。ただし、「英作文」「英会話」「外国語経済学」にかぎり、週3時間をもっ

て1単位とする。
　　③�必修科目のほか、経済学科は3単位、商学科は2単位を履修すべきものとする。ただし、「教育學」「教育

史」は単位に参入しない。
　　④�経済学部卒業者で英語科教員志望のものは選択科目中の「英語」を履修する。また、「教育學」「教育史」

は教員志望者には必修科目である。
出典：立教大学『立教大学一覧』（1940年度、21～23頁）。
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表3-16　経済学部の教員と担当科目（1940年度）
職名 担当者名 担当科目

専任教授 田辺　忠男 経済原論、社会政策
河西太一郎 経済政策論、独語経済学、演習
ポール・F・ラッシュ（Paul F. Rush） 英会話
松下　正寿 政治学、国際法、行政学、演習
山下　英夫 経済学史、日本経済史、英語経済学、演習
小山　栄三 社会学、新聞学、演習
鍋島　達 経営統計、工業経営学、英語商業学、独語経済学、演習
宮川　実 欧州経済史、景気論、経済組織論
福田　光愛 国際経済事情、殖民政策

兼任教授 久保田正次 英作文
内池　廉吉 財政学
三橋　久美 商法、親族法、相続法、刑法
三辺　金蔵 会計学、原価計算

助教授 鈴木　圭介 産業構成論、英語経済学
神野墇一郎 商業経営学、英語経済学、英語商業学

講師 根岸由太郎 英作文
錦織理一郎 保険、統計学
竹田音二郎 民法
大塚　久雄 企業及経営形態論

講師 呉　　文炳 信託
飯塚　浩二 経済地理
上坂　酉三 外国貿易及為替、税関及倉庫
中西　寅雄 経営組織論、配給組織論
下坂源太郎 英語経済学
渡部　義雄 会計監査及課税論
宗像　誠也 教育学
渡部　虎二 銀行経営及会計
B・シチェスニアク（B. Szczesniak） 波蘭語
七理　重恵 支那語
陳　　文彬 支那語
佐藤　基 憲法
中村　武嘉 商品学
戸田　武雄 英語経済学
佐藤　正義 教育史
豊島　清 金融市場及機関

助手 立入広太郎
丸田　実 出征中

出典：前掲『立教大学一覧』（1941年3月、48～49頁）。
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る
。
皮
肉
に
も
、「
右
派
の
中
心
人
物
の
一
人
と
見
ら
れ
て
い
た
田
辺
忠
男
教
授
の
下
に
、
立
教
大
学
経
済
学
部
が
若
手
の
進
歩
的

教
授
陣
を
擁
し
て
短
い
黄
金
時
代
を
迎
え
た
」
の
で
あ
っ
た（

（24
（

。

教
授
陣
が
充
実
し
て
く
る
な
か
、
経
済
学
部
で
は
一
九
四
〇
年
二
月
一
四
日
に
文
部
省
学
専
二
九
二
号
に
も
と
づ
き
、
立
教
大
学

学
位
規
程
を
新
た
に
制
定
し
、
博
士
学
位
論
文
の
審
査
体
制
を
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
学
部
で
二
年
以
上
専
攻
科
目
の
研

究
に
従
っ
た
学
生
は
、
在
学
中
あ
る
い
は
退
学
一
年
以
内
に
学
位
請
求
論
文
を
学
長
に
提
出
し
、
経
済
学
部
教
授
会
の
審
査
を
経
て

経
済
学
博
士
お
よ
び
商
学
博
士
の
学
位
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（

（24
（

。

四　

立
教
大
学
経
済
学
会
の
設
立

経
済
学
研
究
会
が
活
動
を
停
止
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
経
済
学
科
の
学
生
の
間
で
学
究
的
団
体
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
九
年
に
竹
村
豊
太
郎
教
授
の
指
導
の
下
に
、
経
済
学
科
一
年
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
経
済
学
研
究

会
が
再
び
組
織
さ
れ
、
毎
週
一
回
「
金
融
資
本
論
」
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
研
究
会
が
始
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
経
済
学
科
の
二
年
生
十

余
名
も
同
年
六
月
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
経
済
学
方
法
論
の
研
究
を
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
機
運
が
経
済
学
科
の
全
学
生
に
よ
る

単
一
研
究
団
体
の
結
成
へ
と
進
み
、
一
、
二
、
三
年
生
の
有
志
に
よ
る
経
済
学
会
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。

当
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
、
文
部
省
は
「
学
生
の
社
会
科
学
研
究
に
対
し
て
一
層
峻
厳
な
取
締
り
方

針
を
決
定
し
て
」
い
た
。
立
教
大
学
当
局
も
経
済
学
会
に
対
し
て
「
社
会
科
学
研
究
会
」
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
い
だ
き
、
当
初

は
不
許
可
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
準
備
委
員
会
の
熱
心
な
運
動
と
一
般
学
生
の
熱
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
六
月
末
の
経

済
学
科
教
授
会
で
の
決
議
を
経
て
、
七
月
四
日
に
①
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
講
演
会
、
機
関
誌
の
発
行
を
す
る
こ
と
、
②
正
会
員
を
経
済
学

科
お
よ
び
商
学
科
の
学
生
と
し
、
文
学
部
有
志
学
生
を
準
会
員
と
す
る
、
③
会
長
及
び
幹
事
を
学
長
が
推
薦
す
る
、
と
い
う
条
件
の

下
に
許
可
さ
れ
た
。
な
お
、
時
事
問
題
批
判
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
が
、
問
題
に
よ
っ
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
立
教
大
学
経
済
学
会
が
設
立
さ
れ
、
一
〇
月
一
六
日
に
総
会
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
「
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
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現
代
日
本
に
於
け
る
言
論
思
想
即
ち
学
会
の
客
観
的
状
勢
は
あ
ら
ゆ
る
急
進
的
思
想
或
は
保
守
反
動
理
論
の
乱
立
混
立
、
思
想

界
転
形
期
の
時
代
に
当
面
せ
る
こ
と
を
我
等
は
認
識
せ
る
も
の
な
り
。

今
や
か
ゝ
る
重
大
時
期
に
際
し
、
我
等
立
教
大
学
経
済
学
科
の
客
観
的
状
態
を
分
析
せ
る
時
、
そ
こ
に
学
究
機
関
設
備
の
不
完

備
、
学
徒
学
究
心
の
欠
乏
等
あ
ら
ゆ
る
大
学
々
園
の
存
在
価
値
を
弱
む
る
無
数
の
材
料
を
蒐
集
し
得
る
も
の
な
り
。

勿
論
か
ゝ
る
状
勢
の
存
在
的
意
義
は
、
我
が
学
園
の
未
だ
大
学
建
設
維
維
〔
持
カ
〕の
過
程
に
あ
る
を
充
分
認
識
す
る
所
な
り
。

然
り
と
雖
も
苟
も
大
学
の
存
在
理
由
は
、
学
術
の
蘊
奥
を
極
め
真
理
の
探
求
、
こ
れ
が
運
用
は
国
民
大
衆
の
経
済
生
活
の
向
上

に
資
す
る
も
の
な
り
。

我
等
学
生
大
衆
は
か
ゝ
る
重
大
な
る
時
期
に
当
面
し
、
與
へ
ら
れ
た
る
我
等
の
学
生
的
責
務
を
自
覚
し
、
急
進
に
非
ず
反
動
に

走
ら
ず
、
正
し
き
理
論
を
把
握
し
、
大
に
し
て
は
現
代
社
会
小
に
し
て
は
我
が
学
園
に
於
け
る
我
等
の
歴
史
的
使
命
を
認
識

し
、
而
し
て
人
類
文
化
の
向
上
進
歩
、
学
園
の
発
展
に
努
力
す
べ
き
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
我
が
立
教
大
学
経
済
学
会
は
そ
の
発

会
精
神
の
根
底
を
立
教
ス
ピ
リ
ツ
ト
に
置
き
、
我
が
全
学
生
大
衆
の
学
究
欲
の
満
足
、
経
済
学
会
の
内
容
充
実
発
展
、
而
し
て

立
教
文
化
の
発
展
過
程
に
於
け
る
一
推
進
力
拍
車
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
な
り
。

而
し
て
其
れ
が
方
法
と
し
て
立
教
経
済
学
会
の
規
約
に
基
き
我
等
研
究
を
継
続
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。

希
ふ
全
学
生
諸
君
‼　

我
等
の
誇
と
す
る
立
教
ス
ピ
リ
ツ
ト
及
び
白
熱
的
協
力
一
致
団
結
の
力
を
以
て
恒
久
的
に
協
力
せ
ら
れ

ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
な
り（

（24
（

。

こ
う
し
て
、
立
教
大
学
経
済
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
は
、「
純
然
タ
ル
学
術
研
究
ノ
団
体
ニ
シ
テ
経
済
学
ノ
理
論
応
用
ヲ
指

導
教
授
ニ
依
リ
テ
考
究
シ
併
セ
テ
立
教
大
学
経
済
学
部
ノ
発
揚
ヲ
期
ス
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
経
済
学
科
の
学
生
を
正
会
員
、
商
学

科
お
よ
び
文
学
部
の
学
生
を
準
会
員
と
し
て
い
た（

（24
（

。
そ
し
て
、
当
初
は
学
長
の
木
村
重
治
が
会
長
に
就
任
し
た
が
、
木
村
が
学
長
を

辞
任
し
て
か
ら
は
経
済
学
部
教
授
の
竹
村
豊
太
郎
が
会
長
と
な
っ
た
。
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五　

経
済
学
会
の
活
動
と
演
習
制
度
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
制
度
化

こ
う
し
て
立
教
大
学
経
済
学
会
は
発
足
し
、
河
西
太
一
郎
、
竹
村
豊
太
郎
、
田
辺
忠
男
ら
経
済
学
部
の
教
員
を
指
導
教
授
と
す
る

研
究
会
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）、
著
名
人
に
よ
る
講
演
会
、
さ
ら
に
は
工
場
・
施
設
の
見
学
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
講
演
会
の
講
師
に

は
、
石
橋
湛
山
（
東
洋
経
済
新
報
社
）、
尾
崎
秀
実
（
朝
日
新
聞
社
）、
笠
信
太
郎
（
朝
日
新
聞
社
）
な
ど
、
当
代
一
流
の
言
論
人
の

名
が
み
ら
れ
る
。

経
済
学
会
は
、
活
動
費
の
不
足
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
。
立
教
大
学
で
は
、
学
友
会
が
研
究
団
体
発
展
の
た
め
の
助
成
金
の
支

給
を
要
求
し
て
お
り
、
学
長
は
一
九
二
九
年
春
の
学
友
会
総
会
で
二
〇
〇
〇
円
の
助
成
金
を
下
付
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
れ
以
来
、

史
学
会
、
哲
学
会
、
英
文
学
会
な
ど
文
学
部
の
研
究
団
体
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
円
ず
つ
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て
き
た
が
、

商
学
部
の
経
済
学
会
に
は
設
立
当
初
に
五
〇
円
支
給
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
は
学
友
会
部
外
団
体
と
し
て
一
八
〇
円
を
得
る
だ
け

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
商
学
部
学
生
の
研
究
団
体
に
予
定
さ
れ
て
い
た
助
成
金
は
、
執
筆
が
教
員
や
校
友
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た

『
商
学
論
叢
』
の
発
行
費
に
回
さ
れ
て
い
た
。

『
商
学
論
叢
』
の
刊
行
は
、
予
算
上
の
制
約
も
あ
っ
て
年
一
回
に
限
ら
れ
て
お
り
、
経
済
学
会
の
活
動
を
充
分
に
反
映
で
き
な

か
っ
た
。
学
会
活
動
の
根
幹
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、「
恐
慌
論
」「
産
業
合
理
化
問
題
」「
協
同
組
合
」「
支
那
問
題
」「
明
治
維
新
史
」

な
ど
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
永
続
的
な
研
究
会
と
い
う
よ
り
も
一
時
的
な
も
の
で
、
共
同
研
究
と
い
う
よ
り
は
個

人
研
究
が
主
体
で
あ
っ
た
。

正
会
員
で
あ
る
経
済
学
科
の
学
生
を
、
い
か
に
し
て
経
済
学
会
の
活
動
に
参
加
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
り
、
一
九
三
一
年
五
月
に

は
『
商
学
論
叢
』
の
刊
行
を
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
と
す
る
な
ど
の
改
革
が
試
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
帰
郷
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
募
集
す
る
な

ど
し
て
、
一
般
学
生
を
研
究
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
。『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
に
は
、
学
生
の
関
心
を

経
済
学
会
の
活
動
に
引
く
た
め
に
、
毎
号
各
学
科
目
の
定
期
試
験
の
問
題
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
済
学
会
は
、
演
習
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
制
度
化
を
熱
望
し
て
き
た
が
、
一
九
三
七
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
現
し
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た
。
一
九
三
九
年
度
に
は
、
河
西
太
一
郎
「
統
制
経
済
論
」、
小
山
栄
三
「
新
聞
・
映
画
・
ラ
ヂ
オ
」、
松
下
正
寿
「
日
本
を
中
心
と

せ
る
国
際
情
勢
」、
鍋
島
達
「
会
社
金
融
論
」、
中
西
寅
雄
「
中
小
工
業
問
題
」、
大
河
内
一
男
「
統
制
経
済
・
社
会
政
策
」、
田
中
精

一
「
日
本
重
要
産
業
発
達
史
」、
山
下
英
夫
「
労
働
の
理
論
」、
柳
川
昇
「
我
国
物
価
問
題
の
実
証
的
研
究
」
な
ど
の
演
習
が
開
講
さ

れ
た（

（25
（

。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
度
に
は
、
演
習
の
テ
ー
マ
を
山
下
は
「
日
本
資
本
主
義
発
達
史
」、
鍋
島
は
「
原
価
計
算
論
」、
小
山
は

「
支
那
問
題
―
併
せ
て
新
聞
・
映
画
・
ラ
ヂ
オ
」
と
変
え
た
。
ま
た
、
和
歌
山
高
商
か
ら
赴
任
し
て
き
た
宮
川
実
も
「
戦
争
経
済
学
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
演
習
を
一
一
月
六
日
か
ら
開
講
し
た（

（25
（

。

経
済
学
会
は
、
一
九
三
八
年
七
月
に
立
教
大
学
で
は
初
め
て
の
全
学
生
を
対
象
と
し
た
生
活
実
態
調
査
を
試
み
、
全
国
の
大
学
の

学
生
実
態
調
査
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
経
済
学
会
で
は
、
こ
の
調
査
を
「
我
々
は
先
づ
本
学
で
未
経
験
の
学
生
々
活
調
査
を
約
二
年

間
の
時
間
的
経
過
を
待
つ
て
然
も
我
々
学
生
自
身
の
努
力
に
依
つ
て
、
学
生
課
の
援
助
の
下
に
完
成
さ
せ
た
事
は
大
学
と
し
て
も
又

経
済
学
会
の
歴
史
に
顧
み
て
も
誇
り
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
た（

（25
（

。
な
お
、
経
済
学
会
は
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
に
二
回

目
の
学
生
生
活
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
。

第
五
節　

植
民
地
・
外
国
か
ら
の
入
学
者

一　

植
民
地
・
外
国
出
身
者
の
入
学

植
民
地
・
外
国
出
身
者
の
在
学
状
況
に
関
し
て
は
、立
教
大
学
が
文
部
省
へ
提
出
す
る「
学
事
年
報
報
告
書
」
を
通
し
て
、
一
九
三
一

年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
に
わ
た
る
在
学
生
数
の
推
移
が
確
認
で
き
る（

（25
（

。
加
え
て
、「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
、
初
め
て
の
入
学
者
が
確

認
さ
れ
る
一
九
〇
八
年
か
ら
、
一
九
四
八
年
の
入
学
者
に
至
る
ま
で
、
予
科
・
学
部
（
本
科
・
選
科
）・
研
究
科
・
工
業
理
科
専
門

学
校
の
入
学
者
の
総
数
は
五
〇
四
名
で
あ
る
。
地
域
・
国
別
で
は
、
朝
鮮
三
七
九
名
、
台
湾
三
七
名
、
関
東
州
一
名
、
清
三
名
、
中

華
民
国
四
六
名
、「
満
洲
国
」（
以
下
カ
ッ
コ
な
し
）
三
名
、
タ
イ
二
六
名
（
国
名
が
シ
ャ
ム
か
ら
タ
イ
に
改
称
さ
れ
た
の
は
一
九
三
九
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年
で
あ
る
が
、
以
下
タ
イ
と
表
記
）、
ア
メ
リ
カ
九
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
名
、
イ
ギ
リ
ス
一
名
、
ド
イ
ツ
一
名
と
な
っ
て
い
る（

（25
（

。
た
だ

し
、
入
学
者
の
す
べ
て
が
、
日
本
以
外
の
地
域
・
国
か
ら
留
学
の
た
め
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
人
々
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
一
九
三
一
年
度
の
二
名
の
入
学
者
（
中
国
・
ド
イ
ツ
出
身
）
は
「
国
籍
ハ
外
国
人
ナ
ル
モ
学
業
ハ
幼
少
ヨ
リ
日
本
ニ
ア
リ
テ
教

育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
」
と
さ
れ
て
お
り（

（25
（

、
留
学
と
い
う
よ
り
も
進
学
と
す
る
ほ
う
が
実
態
に
近
い
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
る（

（25
（

。

入
学
者
数
の
各
年
の
推
移
を
「
学
籍
簿
」
の
デ
ー
タ
か
ら
ま
と
め
た
も
の
が
表
3
―

17
―

1
～
5
で
あ
る
。
朝
鮮
出
身
者
が
「
立
教

大
学
に
お
け
る
留
学
生
を
構
成
し
た
主
要
な
集
団
」（

（25
（

で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
見
て
取
れ
る
。
後
掲
の
学
内
資
料
で
あ
る
「
収
納
簿
」

に
よ
れ
ば
、
時
期
や
学
科
に
よ
っ
て
は
、
一
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
を
朝
鮮
人
学
生
で
占
め
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

外
国
か
ら
立
教
へ
の
入
学
者
に
関
し
て
は
、
日
清
戦
争
の
さ
な
か
の
時
期
に
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
一
八
九
五
年
に
朝
鮮
か

ら
受
け
入
れ
た
朴パ
ク

基キ

駿ジ
ュ
ン・
李イ

龍ヨ
ン

在ジ
ェ

の
二
名
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
は
、
朝
鮮
で
成
立
し
た
開
化
派
政
権
の
も
と
で
官
費
留
学
生
の

第
一
陣
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
年
で
あ
る
が
、
朴
基
駿
・
李
龍
在
の
立
教
学
校
入
学
は
そ
れ
と
は
異
な
る
経

路
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

両
者
は
、
朝
鮮
の
首
府
で
あ
る
漢
城
府
に
設
け
ら
れ
た
官
立
の
日
本
語
学
校
の
在
学
生
で
あ
り
（『
読
売
新
聞
』
記
事
に
よ
る
と
、

朴
基
駿
は
二
一
歳
、
李
龍
在
は
一
七
歳
で
、
と
も
に
三
年
生（

（25
（

）、
高コ

羲ヒ

駿ジ
ュ
ン・

姜カ
ン

璟ギ
ョ
ン

熙ヒ

と
と
も
に
「
上
級
生
」
と
し
て
「
助
教
の
任
を

兼
」
ね
た
と
い
う（

（25
（

。
こ
の
日
本
語
学
校
は
一
八
九
一
年
、
朝
鮮
政
府
が
日
本
語
教
育
機
関
と
し
て
漢
城
府
に
開
設
し
た
「
日
語
学
堂
」

を
起
源
と
す
る
も
の
で
、
一
八
九
四
年
に
官
立
に
昇
格
し
て
「
日
本
語
学
校
」
に
、
一
八
九
五
年
六
月
に
は
「
官
立
日
語
学
校
」
に

改
称
さ
れ
て
い
る（

（26
（

。
日
語
学
堂
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
後
に
立
教
大
学
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
に
な
る
岡
倉
由
三
郎
が
初
代
教
師
と

し
て
招
聘
さ
れ
て
お
り
、
二
年
に
わ
た
り
日
本
語
教
育
に
従
事
し
た（

（26
（

。

こ
の
日
本
語
学
校
に
対
し
て
、
一
八
九
四
年
末
に
日
本
の
各
方
面
か
ら
学
生
の
受
け
入
れ
の
希
望
が
相
次
い
だ
と
の
報
道
記
事
が

見
ら
れ
る（

（26
（

。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
に
お
い
て
も
、
実
際
に
受
け
入
れ
交
渉
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
聖
公
会
の
名
出
保
太
郎
・
杉
浦
義

通
、
そ
し
て
大
日
本
海
外
教
育
協
会
（
一
八
九
四
年
設
立
）
を
通
じ
て
朝
鮮
伝
道
事
業
を
企
図
し
て
い
た
押
川
方
義
で
あ
る
。
名
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表3-17-1　�入学年別・出身別の植民地・外国からの
入学者数推計（予科）� （単位：人）

入学年 朝鮮 台湾 清 中華
民国 満洲国 タイ その他

年別
合計

1909 1 1
1912 1 1
1913 1 1
1918 2 2
1919 1 1
1920 4 3 7
1921 7 1 7 15
1922 13 1 5 19
1923 14 1 15
1924 4 4
1925 3 3
1926 10 2 12
1927 13 3 16
1928 11 2 1 14
1929 11 2 1 14
1930 11 1 12
1931 5 1 6
1932 14 14
1933 5 1 6
1934 12 2 1 4 19
1935 14 1 3 18
1936 29 1 7 37
1937 28 2 1 1 1 33
1938 26 2 2 1 31
1939 17 2 19
1940 16 2 18
1941 14 3 3 20
1942 4 3 1 8
1943 5 1 2 8
1944 1 2 3
1945 1 1
1947 3 3
合計 295 31 1 27 1 22 4 381
注：①入学者が見られない年は記載を省略した。
　　②空欄はゼロを示す。
　　③�その他は、ドイツ出身者（1929年入学の1名）と、アメ

リカ出身者（1933年、1937年、1938年入学各1名）を
示す。

出典：「学籍簿」（立教大学所蔵）。

表3-17-2　�入学年別・出身別の植民地・外国からの
入学者数推計（学部本科）� （単位：人）

入学年 朝鮮 台湾 清 中華
民国 満洲国 タイ その他

年別
合計

1908 1 1
1913 1 1
1915 1 1
1918 1 1
1921 2 2
1922 1 1
1923 4 4 8
1924 4 2 6
1925 9 1 10
1926 6 6
1927 1 1
1928 4 1 1 6
1929 9 1 10
1930 5 2 7
1931 7 1 8
1932 9 2 11
1933 7 1 8
1934 7 2 1 2 12
1935 6 3 1 10
1936 2 1 3
1937 9 1 1 3 2 16
1938 19 1 3 1 24
1939 41 5 46
1940 20 2 1 1 24
1941 22 1 2 2 27
1942 24 3 27
1943 10 2 1 13
1944 1 2 3
1945 1 1
1946 2 1 3
1947 1 2 1 1 5
1948 1 1 2
合計 231 24 1 21 2 15 10 304
注：①入学者が見られない年は記載を省略した。
　　②空欄はゼロを示す。
　　③�その他は、関東州出身者（1937年入学の1名）、ドイ

ツ出身者（1931年入学の1名）、フィリピン出身者
（1936年入学の1名）、イギリス出身者（1947年入学
の1名）アメリカ出身者（1934年入学の2名、1937年
入学の2名、1938年入学の1名、1940年入学の1名）
を示す。

出典：3-17-1と同じ。
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出
・
杉
浦
は
マ
キ
ム
の
指
示
に
よ
り
朝
鮮
を
訪
れ（

（26
（

、
一
八
九
五
年
二
月
末
か
ら
三
月
ま
で
滞
在
し
た（

（26
（

。
こ
れ
は
、
日
本
聖
公
会
で
朝
鮮

伝
道
の
計
画
が
持
ち
上
が
る
中
で
「
先
づ
視
察
と
し
て
」
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（26
（

。
両
人
は
「
曩
き
に
立
教
学
校
よ
り
留
学
生

に
付
て
照
会
せ
し
所
の
人
」
で
あ
る
日
本
語
学
校
の
長
島
嵒
次
郎
（
岡
倉
の
退
任
を
受
け
て
一
八
九
三
年
に
着
任（

（26
（

）、
朝
鮮
聖
公
会
初

代
主
教
と
し
て
一
八
九
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
赴
任
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
J
・
コ
ル
フ
ェ
主
教（

（26
（

（C
harles John C

orfe

）、
ア
メ
リ
カ

公
使
、
朝
鮮
政
府
の
諸
大
臣
な
ど
と
面
談
す
る
一
方
、
仁
川
・
漢
城
内
の
キ
リ
ス
ト
教
施
設
を
見
学
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
布
教
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
る（

（26
（

。

「
朝
鮮
学
生
を
立
教
学
校
に
教
育
す
る
の
議
」
は
名
出
・
杉
浦
の
朝
鮮
訪
問
以
前
よ
り
浮
上
し
、
前
出
の
日
本
語
学
校
の
「
校
生

数
名
を
送
る
こ
と
に
定
ま
」っ
て
い
た
模
様
で
あ
る（

（26
（

。
朝
鮮
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
が
漢
城
か
ら
送
っ
た
書
簡
の
中
で
、

表3-17-3　�入学年別・出身別の植民地・外国からの
入学者数推計（学部選科）� （単位：人）

入学年 朝鮮 清 満洲国 アメリカ 年別合計
1908 1 1
1925 2 2
1926 1 1
1927 2 2
1928 1 1
1933 1 1
1936 1 1
1941 2 2
1942 8 8
1943 1 1
合計 17 1 1 1 20

注：①入学者が見られない年は記載を省略した。
　　②空欄はゼロを示す。
出典：3-17-1と同じ。

表3-17-4　�入学年別・出身別の植民地・外国からの
入学者数推計（研究科）�（単位：人）  　　　

入学年 朝鮮 中華民国 年別合計
1925 1 1
1926 1 3 4
1927 2 2
1931 1 1
1935 1 1
1936 1 1
1937 2 2
1942 1 1
1948 2 2
合計 3 12 15
注：①入学者が見られない年は記載を省略した。
　　②空欄はゼロを示す。
出典：3-17-1と同じ。

表3-17-5　�入学年別・出身別の植民地・外国からの
入学者数推計(立教(工業)理科専門学校）

（単位：人）  　　　
入学年 朝鮮 台湾 年別合計
1945 1 1
1946 2 2
1947 1 1 2
1948 1 1
合計 4 2 6
注：①入学者が見られない年は記載を省略した。
　　②空欄はゼロを示す。
出典：3-17-1と同じ。
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漢
城
所
在
の
「
日
本
語
を
教
え
る
朝
鮮
の
官
立
学
校
」
の
最
近
の
卒
業
者
の
中
か
ら
「
特
待
生
と
し
て
立
教
学
校
で
学
ば
せ
た
い
」

と
い
う
意
向
が
記
さ
れ
て
お
り（

（27
（

、
そ
れ
は
「
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
そ
し
て
将
来
自
国
民
へ
の
福
音
伝
道
者
に
な
る
こ
と

を
期
待
」
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た（

（27
（

。
朝
鮮
政
府
の
学
務
衙
門
に
お
い
て
は
、「
公
使
の
赴
任
」
と
と
も
に
日
本
語
学
校
の
学
生
を
「
同

行
せ
し
む
る
」
形
で
準
備
中
で
あ
っ
た
が
、
公
使
赴
任
が
遷
延
す
る
う
ち
に
名
出
・
杉
浦
の
朝
鮮
訪
問
を
迎
え
た
た
め
、
両
人
の
帰

国
の
際
に
朝
鮮
人
を
同
道
す
る
こ
と
に
「
評
議
一
決
」
し
た
と
い
う（

（27
（

。
三
月
八
日
、
名
出
ら
は
押
川
と
と
も
に
学
務
衙
門
を
訪
れ
て

「
留
学
生
に
関
す
る
協
議
」
を
行
な
い
、
日
本
語
学
校
の
在
学
者
の
中
か
ら
朴
基
駿
・
李
龍
在
を
立
教
学
校
、
高
羲
駿
・
姜
璟
熙
を

押
川
の
も
と
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（27
（

。
名
出
・
杉
浦
・
押
川
は
四
名
の
朝
鮮
人
を
同
道
し
て
日
本
に
帰
国
し
、
三
月
二
三
日

に
名
出
と
朴
基
駿
・
李
龍
在
は
新
橋
に
到
着
し
た
。
新
橋
停
車
場
で
は
「
神
学
校
及
立
教
学
校
の
諸
兄
弟
及
び
在
京
の
教
役
者
諸
氏

多
く
出
迎
ら
れ
万
歳
聲
裏
に
一
同
握
手
歓
迎
せ
ら
れ
た
」
と
い
う（

（27
（

。

朴
基
駿
・
李
龍
在
は
三
月
下
旬
に
立
教
学
校
に
「
入
校
」
し（

（27
（

、
高
羲
駿
・
姜
璟
熙
は
押
川
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
島
貫
兵
太
夫
が
身

元
引
受
人
と
な
っ
た（

（27
（

。『
八
紘
』（
立
教
学
校
文
学
会
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
二
名
の
立
教
入
学
は
、「
我
校
の
教
育
に
懇
切
な
る
を
聞
」

い
た
朝
鮮
政
府
の
学
務
衙
門
か
ら
の
「
依
托
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
育
は
「
尤
も
懇
切
を
主
と
し
、
朝
鮮
人
士
の
智
識
を

開
拓
す
る
に
最
も
必
要
な
る
理
化
学
、
歴
史
、
地
理
等
の
如
き
は
、
課
外
と
し
て
教
育
の
労
を
執
れ
り
」
と
伝
え
て
い
る（

（27
（

。

一
八
九
五
年
一
一
、
一
二
月
時
点
で
朴
基
駿
・
李
龍
在
が
立
教
に
在
学
中
で
あ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
政
府
の
学
部
・
駐
日
公
使
館
関
係

の
行
政
文
書
か
ら
確
認
さ
れ
る（

（27
（

。
ま
た
、
同
年
四
月
の
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
の
「
学
生
祝
捷
大
運
動
会
」
に
来
賓

と
し
て
高
羲
駿
・
姜
璟
熙
も
含
む
四
名（

（27
（

が
、
一
二
月
の
聖
三
一
教
会
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
式
に
朴
基
駿
・
李
龍
在（

（28
（

が
、
そ
れ
ぞ
れ
参

席
し
て
い
る
。
二
名
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
立
教
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
先
駆
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

朝
鮮
出
身
の
在
学
生

一
九
一
〇
年
の
「
韓
国
併
合
」
に
よ
り
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
朝
鮮
か
ら
は
、
一
九
二
〇
年
か
ら
立
教
大
学
予
科
へ
の
入
学
が
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見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
の
卒
業
生
は
、
一
九
二
五
年
三
月
卒
業
の
李イ

載ジ
ェ

壎フ
ン

で
あ
る（

（28
（

。

先
行
研
究
が
校
友
会
の
会
員
名
簿
な
ど
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
朝
鮮
出
身
者
の
卒
業
生
数
は
、
一
九
二
六
～
四
四
年
九
月
ま
で

の
総
数
が
一
二
二
名
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（28
（

。
し
か
し
、
卒
業
生
だ
け
が
立
教
大
学
の
在
学
生
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
卒
業
生
と

は
別
に
、
予
科
の
み
の
修
了
者
、
学
部
の
選
科
生
、
予
科
・
本
科
を
中
途
退
学
し
た
者
、
除
名
・
除
籍
措
置
と
な
っ
た
者
も
い
る
。

ま
た
、
在
学
中
の
死
亡
者
も
見
ら
れ
る（

（28
（

。
こ
う
し
た
人
々
は
資
料
上
に
は
表
れ
に
く
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
出
「
学
事
年
報

報
告
書
」
各
年
版
、
学
生
の
学
費
納
付
に
関
す
る
管
理
帳
簿
で
あ
る
「
収
納
簿
」（

（28
（

、
そ
し
て
「
学
籍
簿
」
な
ど
の
学
内
資
料
を
通
じ

て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
も
含
め
て
、
立
教
大
学
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
生
の
全
体
像
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
。

「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
、
最
初
の
入
学
者
は
一
九
二
〇
年
（
予
科
四
名
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
予
科
・
学
部
（
本
科
・
選
科
）・

研
究
科
・
工
業
理
科
専
門
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
学
者
が
見
ら
れ
る
。
出
身
地
域
を
見
る
と
、
平
安
南
道
七
六
名
、
京
畿
道
六
九

名
、
平
安
北
道
四
一
名
、
慶
尚
北
道
三
〇
名
、
咸
鏡
南
道
二
九
名
、
全
羅
南
道
二
九
名
（
う
ち
済
州
島
二
名
）、
慶
尚
南
道
二
六
名
、

黄
海
道
二
六
名
、
全
羅
北
道
一
三
名
、
忠
清
南
道
一
三
名
、
忠
清
北
道
一
一
名
、
江
原
道
八
名
、
咸
鏡
北
道
七
名
で
あ
り
、
平
安
南

道
と
京
畿
道
の
出
身
者
数
が
突
出
し
て
い
る
（
表
3
―

18
）。

な
お
、
大
学
部
と
専
門
部
を
あ
わ
せ
て
抱
え
る
他
大
学
に
お
い
て
朝
鮮
出
身
者
を
在
籍
別
で
見
る
と
、
専
門
部
在
籍
者
が
大
学
部

在
籍
者
よ
り
も
上
回
る
場
合
が
多
い（

（28
（

。
大
学
部
の
本
科
お
よ
び
予
科
の
在
学
生
数
に
限
定
し
て
見
る
と
、
一
九
二
五
年
の
場
合
、
日

本
大
学
六
四
名
（
学
部
五
五
名
、
予
科
九
名
。
以
下
同
様
）、
早
稲
田
大
学
四
三
名
（
一
九
名
、
二
四
名
）、
中
央
大
学
一
七
名
（
二

名
、
一
五
名
）、
明
治
大
学
一
一
名
（
四
名
、
七
名
）、
法
政
大
学
七
名
（
三
名
、
四
名
）、
一
九
三
一
年
の
場
合
、
早
稲
田
大
学

一
一
六
名
（
六
三
名
、
五
三
名
）、
明
治
大
学
九
八
名
（
三
三
名
、
六
五
名
）、
法
政
大
学
九
五
名
（
四
三
名
、
五
二
名
）、
日
本
大

学
八
六
名
（
四
六
名
、
四
〇
名
）、
中
央
大
学
七
三
名
（
四
一
名
、
三
二
名
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
立
教
大
学
は
、
一
九
二
五

年
が
二
五
名
（
二
〇
名
、
五
名
）、
一
九
三
一
年
が
三
三
名
（
一
四
名
、
一
九
名
）
で
あ
る（

（28
（

。

学
部
へ
の
入
学
経
路
に
つ
い
て
「
学
事
年
報
報
告
書
」
に
よ
っ
て
見
る
と
、
立
教
予
科
修
了
者
と
そ
れ
以
外
の
入
学
者
（
専
門
学
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表3-18　朝鮮人留学生の出身地別・入学年別推計
� (単位：人）	

入学年 咸鏡北道
咸鏡
南道

平安
北道

平安
南道

江原
道　

黄海
道　

京畿
道　

忠清
北道

忠清
南道

全羅
北道

全羅
南道

慶尚
北道

慶尚
南道

済州
島　

記載
なし

年別
合計

1920 1 1 2 4
1921 1 3 1 2 7
1922 3 2 1 2 1 3 1 13
1923 1 2 4 1 1 2 1 2 14
1924 2 1 1 4
1925 1 2 1 1 5
1926 4 1 2 1 3 2 1 14
1927 3 1 5 1 1 1 2 14
1928 1 1 1 4 2 3 12
1929 1 2 2 1 3 2 11
1930 1 3 2 2 1 1 1 11
1931 1 1 1 3 6
1932 2 2 2 4 1 1 4 1 17
1933 2 2 2 1 7
1934 1 4 3 1 2 1 2 1 15
1935 2 6 3 1 4 16
1936 2 3 12 1 1 4 3 4 3
1937 2 3 5 1 3 14 2 3 33
1938 3 2 5 1 3 12 1 4 3 1 35
1939 1 3 3 4 4 7 1 4 3 5 1 2 38
1940 1 4 4 1 6 1 3 1 1 22
1941 2 1 2 5 2 2 4 2 2
1942 2 2 1 3 1 1 1 1 12
1943 2 1 2 1 6
1944 1 1
1945 1 1
1946 1 1 1 1 4
1947 1 1 2 1 5
1948 1 1 2
合計 7 29 41 76 8 26 69 11 13 13 27 30 26 2 1 379
注：①本表は旧制期の朝鮮人留学生を対象とした。
　　②立�教大学に初めて入学した際の時期をカウントしている。同一の生徒・学生が予科から本科（本科から研

究科）へ進学した場合は先に入学した年に計上した。
　　③�立教大学に朝鮮人留学生の入学が見られるのは1920年からである。それ以前の表記は省略した。
　　④�立教大学の朝鮮人留学生は、立教大学予科、同学部（本科・選科）、研究科、立教（工業）理科専門学校

のいずれにも在籍者が見られた。
出典：「学籍簿」より作成。
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校
卒
業
者
・
他
大
学
予
科
修
了
者
）
と
の
割
合
は
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
九
年
度
ま
で
ほ
ぼ
一
対
一
で
推
移
し
、
一
九
四
〇

年
度
に
前
者
が
後
者
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
度
以
降
は
学
部
入
学
者
が
予
科
修
了
者
に
限
定
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
、

他
校
よ
り
の
「
補
欠
募
集
」
が
停
止
さ
れ
（
経
済
学
部
一
九
四
一
年
度
、
文
学
部
一
九
四
二
年
度
）、「
本
学
学
部
へ
の
入
学
資
格
者

は
本
学
予
科
卒
業
の
者
に
限
ら
れ
」、「
他
校
よ
り
の
補
欠
入
学
者
は
全
然
其
の
道
を
閉
さ
れ
た
」
た
め
と
み
ら
れ
る（

（28
（

。

卒
業
・
中
退
・
除
籍
を
問
わ
ず
、
立
教
大
学
に
学
び
、
著
名
人
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
作
家
の
金キ
ム

基キ

鎮ジ
ン

・
白ペ
ク

仁イ
ン

俊ジ
ュ
ン、
詩
人

の
金キ
ム

尚サ
ン

鎔ヨ
ン

・
尹ユ
ン

東ド
ン

柱ジ
ュ

、
社
会
運
動
家
・
生
活
史
研
究
者
の
李リ

如ヨ

星ソ
ン

、
言
語
学
者
の
金キ
ム

允ユ
ン

経ギ
ョ
ン、
劇
作
家
の
柳ユ

致チ

真ジ
ン

、
経
済
学
者
の
高コ

承ス
ン

済ジ
ェ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
日
本
統
治
期
の
朝
鮮
や
、「
解
放
」
後
の
大
韓
民
国
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
に
お
い
て
、
主
に
文
化
的
領
域
で
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
立
教
な
ど
で
学
び
、
宣
教
師
と
な
っ
た
人
物

と
し
て
、
張
チ
ャ
ン

準ジ
ュ
ン

相サ
ン

（
張
チ
ャ
ン

仁イ
ン
シ
ク植

）
が
い
る
。「
収
納
簿
」
に
よ
る
と
一
九
二
三

年
に
立
教
大
学
の
予
科
一
年
と
し
て
入
学
し
同
年
九
月
に
退
学
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
伝
道
師
と
し
て
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
わ
た
り
大
阪

を
中
心
に
宣
教
活
動
に
従
事
し
た（

（28
（

。

一
九
二
〇
年
代
以
降
、
朝
鮮
・
台
湾
と
も
に
植
民
地
出
身
者
の
上
級
学
校
進

学
を
抑
止
す
る
学
校
制
度
が
改
正
さ
れ
て
日
本
国
内
の
諸
学
校
へ
の
接
続
が
実

現
し
た
こ
と
、
引
き
続
き
朝
鮮
・
台
湾
内
の
高
等
教
育
機
関
の
数
が
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
高
等
教
育
の
機
会
を
求
め
て
日
本
へ
の
留
学
生
数
が
増
大
し

た
。
金
允
経
（
一
九
二
九
年
文
学
部
卒
業
）
は
一
九
二
三
年
に
朝
鮮
の
延
禧
専

門
学
校
を
卒
業
し
て
培
花
女
学
校
の
教
員
を
務
め
て
い
た
が
、「
再
び
勉
強
し

て
み
よ
う
と
い
う
欲
求
」
に
加
え
、
延
禧
専
門
学
校
に
「
教
員
資
格
を
認
め
る

図3-7　元田作之進と朝鮮人留学生
元田作之進(中央)を囲む8名の朝鮮人。前列の左から1人目
が金尚鎔（773頁）、後列の右から1人目が金容采（775頁）。
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以
前
」
の
卒
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
無
資
格
教
員
だ
と
す
る
冷
遇
か
ら
脱
け
出
そ
う
」
と
い
う
動
機
が
あ
っ
た（

（28
（

。
柳
致
真

（
一
九
三
一
年
文
学
部
卒
業
）
は
、
医
者
の
父
親
か
ら
医
科
大
学
へ
の
進
学
を
強
く
求
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
文
学
へ
の
思

い
が
や
み
が
た
く
、
医
科
で
は
な
く
文
学
に
進
路
を
定
め
た（

（29
（

。
張
チ
ャ
ン

潤ユ
ン
ゴ
ル傑
（
一
九
四
三
年
予
科
修
了
）
は
、
父
親
と
伯
父
が
日
本
へ
の

留
学
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
自
分
も
日
本
へ
の
留
学
を
志
し
た
と
す
る（

（29
（

。

立
教
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
が
か
り
が
あ
ま
り
見
い
だ
せ
な
い
が
、
金
基
鎮
（
一
九
二
一
年
予
科
入
学
、
未
修

了
）
は
「
他
の
大
学
よ
り
予
科
が
一
年
短
く
、
英
語
の
時
間
が
一
週
間
で
四
時
間
多
い
こ
と
が
気
に
入
っ
た
か
ら
」（

（29
（

と
し
て
い
る
。
高

承
済
（
一
九
四
一
年
一
二
月
経
済
学
部
卒
業
）
は
日
本
大
学
予
科
で
学
ん
だ
が
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
退
任
し
た
教
員
が
立

教
大
学
経
済
学
部
に
移
っ
た
と
の
こ
と
で
、「
教
授
が
良
け
れ
ば
良
い
大
学
」
と
い
う
考
え
か
ら
立
教
大
学
の
入
試
を
受
け
た
と
回

想
し
て
い
る（

（29
（

。
こ
れ
は
、
立
教
大
学
と
東
京
帝
国
大
学
で
教
授
を
務
め
る
田
辺
忠
男
が
、
一
九
三
七
年
に
立
教
大
学
経
済
学
部
長
と

な
り
東
京
帝
国
大
学
か
ら
多
く
の
教
授
や
講
師
を
迎
え
た
こ
と（

（29
（

と
、
田
辺
が
「
平
賀
粛
学
」（
一
九
三
九
年
）
に
反
対
し
て
東
京
帝
国

大
学
を
辞
任
し
た
こ
と
が
結
び
つ
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
呉オ

鉉ヒ
ョ
ヌ堣
（
一
九
四
一
年
予
科
入
学
）
は
、
郷
里
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の

中
心
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と（

（29
（

を
、
朴パ
ク

泰テ

鎮ジ
ン

（
一
九
四
一
年
予
科
入
学
）
は
、
朝
鮮
で
の
在
学
校
の
関
係
者
に
立
教
出
身
者
が
い
た

こ
と（

（29
（

を
、
動
機
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
立
教
予
科
を
修
了
し
な
が
ら
学
部
に
進
学
せ
ず
に
他
校
へ
転
出
し
た
事
例
と
し
て
、

呉
鉉
堣
は
、
在
学
中
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
立
教
大
学
に
は
修
学
を
希
望
す
る
専
門
の
学
科

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻
が
あ
る
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
転
じ
た
と
す
る（

（29
（

。

学
内
発
行
の
雑
誌
・
新
聞
に
は
、
朝
鮮
人
学
生
に
よ
る
評
論
・
小
説
・
詩
・
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
既
出
の
人
物
で
は
、
李

載
壎
「
プ
ラ
ト
ー
ン
の
ポ
リ
タ
イ
ア
と
正
義
論
」（『
塔
』
第
一
〇
号
、
一
九
二
四
年
）、
李
如
星
（
一
九
二
六
年
五
月
ま
で
経
済
学

部
在
学（

（29
（

）「
民
族
問
題
の
趨
勢
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
一
九
二
五
年
二
月
二
〇
日
付
）、
金
允
経
「
訓
民
正
音
発
布
の
事
情
」（『
史
苑
』

第
二
巻
第
三
号
、
一
九
二
九
年
）、
柳
致
真
「
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ケ
エ
シ
イ
研
究
」（『
英
米
文
学
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
一
年
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
允
経
・
柳
致
真
の
寄
稿
は
卒
業
論
文
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る（

（29
（

。
朝
鮮
人
学
生
の
寄
稿
が
い
く
つ
か
見
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ら
れ
る
『
立
教
大
学
新
聞
』
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
『
ム
サ
シ
ノ
』
の
創
刊
に
際
し
、
金キ
ム

容ヨ
ン
チ
ェ采
（
一
九
二
六
年
商
学
部
卒
業（

（30
（

）
が

参
画
し
て
い
る
。
他
方
、
商
学
部
で
一
九
二
六
年
に
模
範
学
生
へ
の
給
費
生
制
度
（
モ
リ
ス
奨
学
金
）
が
設
け
ら
れ
た
際
、
最
初
の

給
費
生
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
金キ
ム
ト
ク徳

培ベ

（
一
九
二
七
年
商
学
部
卒
業
）
で
あ
っ
た（

（30
（

。

立
教
大
学
で
学
ん
だ
学
生
が
、
卒
業
後
に
教
員
・
助
手
と
し
て
立
教
に
残
る
こ
と
も
見
ら
れ
た
。
一
九
二
九
年
度
卒
業
の
楊ヤ
ン
ヌ
ン能

漸ジ
ョ
ムは
、
一
九
三
〇
年
に
文
学
部
講
師
に
就
任
し
て
史
学
科
一
年
の
「
西
洋
史
」
を
担
当
し
た（

（30
（

が
、
一
九
三
一
年
に
「
史
学
科
教
授
楊

能
漸
氏
」
が
発
病
の
た
め
「
帰
郷
し
静
養
中
」
で
「
い
ま
だ
登
校
の
予
定
は
な
い
」
と
の
報
道
記
事
が
あ
り（

（30
（

、
そ
の
ま
ま
退
任
に

至
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
李イ

容ヨ
ン
ハ
ン漢
（
一
九
三
七
年
経
済
学
部
卒
業
）
は
経
済
学
部
助
手
を
務
め
、
一
九
三
七
年
五
～
七
月
に
検
挙
さ

れ
た
「
朝
鮮
留
学
生
研
学
会
」
の
参
加
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た（

（30
（

。
そ
の
後
、
朝
鮮
の
普
成
専
門
学
校
へ
の
就
職
に
と
も
な
い
一
九
四
〇

年
四
月
に
退
職
し
て
い
る（

（30
（

。
林イ
ム
ジ
ェ載
龍ヨ
ン

（
一
九
四
一
年
経
済
学
部
卒
業（

（30
（

）
は
、「
将
来
延
禧
専
門
の
教
師
た
る
人
に
て
、
学
才
も
あ
る
事
」

か
ら
、
一
九
四
一
年
六
月
に
無
給
助
手
と
し
て
「
二
年
間
経
済
学
部
研
究
室
で
勉
強
さ
せ
る
事
」
に
な
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
九
月

に
「
問
合
に
返
事
な
」
く
「
消
息
不
明
」
の
た
め
解
職
さ
れ
て
い
る（

（30
（

。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
し
た
朝
鮮
出
身
者
も
少
な
く
な
い
。
一
九
四
一
年
七
月
、
京
城
体
育
協
会
と
東
京
朝
鮮
人
学
生

運
動
競
技
部
の
間
で
第
一
回
「
在
東
京
朝
鮮
人
学
生
交
歓
総
合
競
技
大
会
」
が
朝
鮮
の
京
城
府
で
開
催
さ
れ
、
陸
上
・
軟
式
テ
ニ

ス
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
自
転
車
の
六
種
競
技
で
交
歓
試
合
を
行
な
っ
て
い
る（

（30
（

。
そ
の
際
、
東
京
か

ら
来
た
朝
鮮
人
学
生
代
表
（
総
数
八
二
名
）
の
中
に
は
、
立
教
大
学
生
と
し
て
、
陸
上
部
門
で
金キ
ム

道ド

鎮ジ
ン

（
同
部
門
監
督
）・
安ア
ン

浩ホ

然ヨ
ン

、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
門
で
趙チ
ョ

得ド
ク

俊ジ
ュ
ン（
同
部
門
主
務
）・
金キ
ム
ソ
ン聖
鎬ホ

（
同
部
門
主
将
）・
金キ
ム
イ
ル
ソ
ン

日
成
・
李イ

重ジ
ュ
ン

潤ユ
ン

・
朱チ
ュ
イ
ン仁
徳ド
ク

、
ボ
ク
シ
ン
グ

部
門
で
沈シ
ム

明ミ
ョ
ン

燮ソ
プ

（
同
部
門
監
督
）・
洪ホ
ン
マ
ン満
浩ホ

・
康カ
ン
イ
ン
ソ
ク

仁
錫
の
一
〇
名
が
参
加
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
陸
上
の
金
道
鎮
（
一
九
四
一
年
一
二
月
経
済
学
部
卒
業（

（30
（

）
は
、
箱
根
駅
伝
の
第
一
八
～
二
〇
回
大
会
（
一
九
三
七
～

三
九
年
）
に
出
場
し
た
立
教
大
学
選
手
団
の
一
員
で
、
第
二
〇
回
大
会
で
は
第
八
区
（
平
塚
・
戸
塚
間
）
の
走
者
と
し
て
区
間
第
三

位
と
な
っ
た（

（31
（

。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
金
聖
鎬
（
籠
球
部
主
将
を
務
め（

（31
（

、
一
九
四
一
年
一
二
月
経
済
学
部
卒
業（

（31
（

）・
趙
得
俊
（
一
九
四
二
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年
九
月
経
済
学
部
卒
業（

（31
（

）
は
、
張
チ
ャ
ン

利イ

鎮ジ
ン

（
一
九
四
一
年
一
二
月
経
済
学
部
卒
業（

（31
（

）
と
共
に
、
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
出
身

者
に
よ
る
回
想
で
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
張
利
鎮
は
、
延
禧
専
門
学
校
在
学
中
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ベ
ル
リ
ン
大
会

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
。
玄ヒ
ョ
ン
泰テ

鎬ホ

（
一
九
四
一
年
一
二
月
経
済
学
部
卒
業
）
に

よ
る
と
、
延
禧
専
門
学
校
卒
業
（
一
九
三
八
年
）
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
豪
校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
へ
の
入
学
を
考
え
て
い

た
張
利
鎮
に
対
し
、
玄
泰
鎬
が
「
立
教
に
入
っ
て
立
教
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
を
強
く
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
勧
め
た
の
だ
と
い

う（
（31
（

。
立
教
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、
チ
ー
ム
を
補
強
す
る
た
め
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
朝
鮮
出
身
者
を
勧
誘
し
た
と
の
こ
と

で
、「
一
時
は
〔
出
場
メ
ン
バ
ー
の
〕
五
人
の
中
三
人
が
韓
国
の
選
手
で
占
め
る
こ
と
」
も
あ
り（

（31
（

、「
立
教
大
学
じ
ゃ
な
い
、
朝
鮮
大

学
チ
ー
ム
だ
な
ど
、
妬
み
半
分
の
悪
口
を
云
わ
れ
た
」
と
い
う（

（31
（

。

立
教
大
学
の
学
生
・
教
員
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
様
で
は
な
い
。
学
生
と
の
関
係
で
は
、
学
内
の
左
翼
学
生
運
動
の
中
で
日

本
人
学
生
と
行
動
を
共
に
す
る
事
例
が
あ
っ
た
。
立
教
の
弁
論
部
内
で
読
書
会
が
組
織
さ
れ
、
社
会
科
学
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た

こ
と
が
一
九
三
一
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
（
第
三
編
第
一
章
第
四
節
第
三
項
参
照
）
が
、
そ
の
中
に
朝
鮮
人
学
生
二
名
が
含
ま
れ
て

お
り
、
無
期
停
学
処
分
と
な
っ
て
い
る（

（31
（

。
し
か
し
、
日
本
人
学
生
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
隔
た
り
を
感
じ
て
い
た
人
々
も
見
ら
れ
た
。

柳
致
真
の
場
合
、「
苦
痛
と
不
満
、
反
抗
で
も
っ
て
当
て
も
な
く
求
め
さ
ま
よ
う
」
自
身
と
は
対
照
的
な
、「
ハ
ン
サ
ム
か
つ
ス
マ
ー

ト
で
、
み
な
善
良
」
で
あ
っ
た
日
本
人
学
生
と
は
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
に
学
外
で
演
劇
に
の
め
り
こ
む
生
活
を
送
っ
た（

（31
（

。

朴
泰
鎮
も
、
日
本
人
の
在
学
生
は
「
大
体
私
よ
り
経
済
的
に
生
活
が
有
利
」
で
あ
り
「
生
活
の
型
が
決
ま
っ
て
」
い
た
こ
と
か
ら
、

日
本
人
学
生
に
は
「
な
か
な
か
近
づ
け
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
朴
泰
鎮
自
身
は
「
予
科
か
ら
過
ご
し
た
か
ら
日
本
人
学
生

と
友
人
関
係
を
つ
く
れ
た
」
が
、
学
部
か
ら
の
入
学
者
の
場
合
は
「
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
し
て
い
る（

（32
（

。

教
員
と
の
関
係
で
は
、
金
允
経
の
場
合
、
文
学
部
教
授
で
史
学
科
長
の
小
林
秀
雄
の
助
力
を
得
た
と
回
想
し
て
い
る
。
金
允
経
は

入
学
の
際
、
延
禧
専
門
学
校
の
卒
業
が
「
大
学
入
学
資
格
が
認
め
ら
れ
る
以
前
の
卒
業
だ
と
い
う
理
由
」
か
ら
、
当
初
は
選
科
生
と

し
て
の
入
学
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
林
秀
雄
が
、
一
年
間
の
学
業
成
績
が
八
〇
点
以
上
で
あ
れ
ば
本
科
生
と
し
て
編
入
す
る
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こ
と
、
教
育
学
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
単
位
を
取
得
す
れ
ば
正
教
員
の
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
伝
達
・
助
言
し
た
ほ
か
、
語
学
と

史
料
上
の
問
題
か
ら
西
洋
史
で
な
く
東
洋
史
を
専
攻
す
る
よ
う
勧
め
た
と
い
う
。
小
林
の
「
指
導
」
も
あ
っ
て
金
允
経
は
後
に
史
学

科
の
本
科
生
と
な
り
、
ハ
ン
グ
ル
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
「
朝
鮮
文
字
の
歴
史
的
考
察
」
を
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
た（

（32
（

。
柳
致

真
は
、
あ
る
講
義
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
に
接
し
、「
民
族
的
な
屈
辱
と
苦
痛
」
を
受
け
て
き
た
「
民
族
的
な
立
場
の
類
似
性
」、

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
は
我
が
国
の
庶
民
文
学
と
も
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
思
い
」、「
同
じ
よ
う
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
被
圧
迫
民
族

の
一
人
」
と
し
て
「
容
易
に
通
じ
あ
う
も
の
が
あ
る
」
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
、
と
り
わ
け
劇

作
家
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ケ
イ
シ
ー
の
作
品
に
傾
倒
し
た
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
オ
ケ
イ
シ
ー
研
究
に
定
め
た
と
こ
ろ
、
指
導
教
員
も

「
か
え
っ
て
境
遇
が
似
て
い
る
か
ら
よ
い
勉
強
に
な
る
だ
ろ
う
と
激
励
ま
で
し
て
く
れ
た
」
と
い
う（

（32
（

。

教
員
と
の
間
に
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
の
好
意
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
人
が
い
る
一
方
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
証
言
も
見
ら
れ
る
。
玄
泰
鎬
は
、「
立
教
大
学
に
い
た
間
に
教
授
に
何
々
を
し
ろ
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
す
る
か
た
わ
ら
、「
教
授
と
話
し
合
う
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（32
（

。
朴
泰
鎮
に
よ
れ
ば
、「
教
授
に
は
日
本
人

学
生
以
上
に
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
河
盛
好
蔵
さ
ん
〔
予
科
専
任
教
員
〕
と
は
話
は
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上

近
づ
く
こ
と
を
期
待
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
」
と
い
う（

（32
（

。
朝
鮮
出
身
者
に
と
っ
て
、
日
本
人
教
員
に
接
す
る
に
あ
た
り
、
あ
る
一
線

か
ら
踏
み
込
ん
だ
関
係
づ
く
り
を
自
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
っ
た
。

朴
泰
鎮
は
ま
た
、
朝
鮮
と
日
本
の
学
生
の
間
に
は
「
ど
う
し
て
も
越
え
ら
れ
な
い
も
の
」
が
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る（

（32
（

。
昼
休
み

に
は
朝
鮮
人
学
生
が
一
号
館
前
の
芝
生
に
集
り（

（32
（

、
そ
う
し
た
機
会
に
、
朴
泰
鎮
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
を
フ
ラ
ン
ス

語
で
諳
ん
じ
て
み
せ
た
と
い
う（

（32
（

。
し
か
し
、
朝
鮮
人
学
生
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
朴
泰
鎮
の
証
言
に
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
出
身

者
同
士
で
「
固
ま
っ
て
し
ま
う
傾
向
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
一
九
四
一
年
一
二
月
に
日
本
大
学
を
卒
業
し
た
李リ

殷ウ
ン
ジ
ク直

は
、「
同
胞
の
学
生
た
ち
は
日
本
名
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仲
間
と
話
す
と
き
は
朝
鮮
名
を
名
乗
り
、
朝
鮮
語
で
話
し
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
も
何
か
救
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
す
る
一
方
、
日
本
人
学
生
に
対
し
て
は
「
肝
心
の
問
題
、
私
た
ち
に
と
っ
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て
い
ち
ば
ん
大
切
な
民
族
問
題
は
話
せ
な
い
し
、
た
と
え
話
せ
て
も
通
じ
ま
せ
ん
か
ら
ね
」
と
語
っ
て
い
る（

（32
（

。
こ
の
「
民
族
問
題
」

が
日
本
人
の
学
生
と
の
隔
た
り
、
ひ
い
て
は
教
員
と
の
隔
た
り
を
も
た
ら
す
主
要
因
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
時
、
池
袋
で
は
地
震
当
日
の
九
月
一
日
か
ら
朝
鮮
人
関
係
の
流
言
が
見
ら
れ
、
朝
鮮
人
一
名

が
殺
害
さ
れ
て
い
る（

（32
（

。
立
教
大
学
で
も
、「
二
日
夕
刻
か
ら
各
種
の
妄
説
が
流
布
さ
る
ゝ
の
で
大
学
内
に
も
自
警
団
を
組
織
し
て
構
内

を
警
戒
し
た
が
異
状
は
な
か
つ
た
」
と
さ
れ
る（

（33
（

。
自
宅
が
大
学
と
隣
接
し
て
い
た
矢
沢
俊
雄
（
一
九
三
一
年
商
学
部
卒
業
）
の
証
言

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
と
い
う（

（33
（

。

そ
の
当
時
韓
国
の
人
が
か
な
り
寮
生
活
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
大
震
災
の
と
き
に
例
の
こ
と
が
（
流
言
飛
語
に
よ
る
朝
鮮
出

身
者
に
対
す
る
虐
待
事
件
）
非
常
に
問
題
に
な
り
ま
し
て
ね
、
四
人
位
か
く
し
た
ん
で
す
よ
。
た
ま
た
ま
私
の
家
が
門
の
側
に

あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
夜
警
事
務
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
お
巡
り
さ
ん
が
長
で
、
学
校
の
小
使
さ
ん
と
か
、
若
い
人
を
み

ん
な
集
め
て
、
毎
晩
学
校
の
中
を
朝
鮮
人
探
し
で
歩
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
、
町
内
の
人
が
来
ま
し
て
「
ど
う
も
立
教
大
学

は
朝
鮮
人
を
何
人
か
か
く
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
か
ら
、
一
ぺ
ん
寮
を
見
せ
ろ
」
と
い
う
訳
で
す

よ
。
お
や
じ
が
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
、
本
当
の
こ
と
を
お
巡
り
さ
ん
に
話
し
た
ん
で
す
。「
あ
れ
は
う
ち
の
学
生
な
ん
だ
、

そ
う
い
う
の
と
は
全
然
関
係
な
い
し
、
外
へ
も
出
ら
れ
な
い
か
ら
友
達
が
み
ん
な
で
食
べ
物
を
買
っ
て
来
て
守
っ
て
い
る
ん
だ

か
ら
、
中
へ
入
っ
て
ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
で
く
れ
」
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
お
巡
り
さ
ん
が
気
の
い
い
人
で
「
私
に

お
ま
か
せ
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
町
内
の
人
に
か
け
あ
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。「
自
分
が
責
任
を
持
つ
。
そ
う
い
う
者
は
一
人

も
お
ら
ぬ
」
と
た
ん
か
を
き
っ
た
ん
で
す
。（
中
略
）
立
教
の
学
生
で
も
、
江
東
区
の
方
に
住
ん
で
い
た
人
で
学
校
へ
避
難
し

て
来
た
人
が
随
分
い
ま
し
た
。
寄
宿
舎
が
あ
り
ま
し
た
し
、
夏
休
み
の
す
ぐ
後
で
、
ま
だ
寮
生
も
全
部
戻
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
の
時
寮
は
随
分
役
に
立
っ
た
で
す
よ
。

一
方
、
柳
致
真
は
日
本
の
豊
山
中
学
校
在
学
中
、
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
、
あ
る
日
本
人
夫
妻
の
庇
護
に
よ
り
生
き
延
び
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
登
校
し
た
中
学
校
で
は
級
友
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
中
に
は
朝
鮮
人
虐
殺
の
「
武
勇
談
」
で
騒
ぎ
た
て
る
者
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も
お
り
、
柳
致
真
に
は
日
本
人
生
徒
が
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
し
て
よ
り
も
、
分
別
の
な
い
殺
人
犯
」
に
見
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

官
憲
の
み
な
ら
ず
民
間
人
も
加
わ
っ
て
の
虐
殺
の
危
難
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
柳
致
真
に
と
っ
て
、
自
身
の
中
の
「
民
族
感
情
」

を
大
き
く
刺
激
す
る
経
験
と
な
っ
た（

（33
（

。

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
立
教
で
過
ご
し
た
朝
鮮
出
身
者
の
証
言
に
は
、
朝
鮮
人
学
生
に
対
す
る
監
視
・
取
り

締
ま
り
に
関
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
朝
鮮
と
日
本
と
の
往
来
に
際
し
て
は
、
警
察
に
よ
る
執
拗
な
質
問
や
所
持
品
の
検
査
な
ど
の

取
り
調
べ
が
な
さ
れ
た（

（33
（

。
下
宿
に
つ
い
て
は
、
宋ソ
ン

鐘ジ
ョ
ン

克グ
ク

（
一
九
四
三
年
九
月
経
済
学
部
卒
業
）
の
場
合
は
「
立
教
の
学
生
は
お
と
な

し
い
と
見
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
か
ら
下
宿
の
拒
否
は
受
け
な
か
っ
た（

（33
（

と
す
る
が
、
張
潤
傑
は
、
下
宿
を
移
る
と
警
察
が
来
訪
し
、
部

屋
の
中
に
も
入
り
込
ん
で
、
質
問
や
蔵
書
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
と
語
っ
て
い
る（

（33
（

。
こ
う
し
た
日
本
の
在
学
生
に
対
す
る
警
察
の

管
理
体
制
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
常
態
化
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
植
民
地
支
配
の
も
と
で
朝
鮮
出
身
者
が
置
か
れ
た
厳
し
い
全
体
状

況
の
一
端
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
証
言
に
は
、
軍
事
教
練
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
朝
鮮
内
の
朝
鮮
人
中
心
の
諸
学
校
で
は
一
九
二
八
年
か

ら
制
度
整
備
が
な
さ
れ
て
軍
事
教
練
が
順
次
実
施
さ
れ
て
お
り（

（33
（

、
日
本
で
学
ぶ
朝
鮮
出
身
者
に
対
し
て
も
、
経
緯
は
詳
ら
か
で
な
い

も
の
の
、
軍
事
教
練
が
課
せ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る（

（33
（

。
一
九
三
八
年
に
経
済
学
部
に
編
入
し
た
玄
泰
鎬
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
人
学
生
へ
の

軍
事
教
練
は
入
学
後
二
年
間
な
か
っ
た
が
、
三
年
目
か
ら
義
務
化
さ
れ
、
富
士
山
の
裾
野
で
の
軍
事
演
習
に
参
加
し
た
と
い
う（

（33
（

。
宋

鐘
克
は
「
軍
事
教
練
が
ひ
ど
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
そ
れ
を
や
ら
な
い
と
卒
業
で
き
な
い
」
と
し
て
、
青
山
練
兵
場
・
習
志

野
・
富
士
山
の
裾
野
で
「
強
制
的
に
あ
て
の
な
い
教
練
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（33
（

。

日
中
戦
争
以
降
、
朝
鮮
人
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。
警
察
か
ら
朝
鮮
人
学
生
に
よ
る
集
会
の
際

に
朝
鮮
語
の
使
用
を
禁
じ
る
指
示
が
出
さ
れ
た
り
、
そ
れ
ま
で
朝
鮮
人
学
生
の
親
睦
団
体
な
ど
の
名
称
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
留
学

生
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
が
禁
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（34
（

。
な
お
、
立
教
大
学
で
は
朝
鮮
人
学
生
の
親
睦
組
織
と
し
て
「
立
教
学

生
同
窓
会
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る（

（34
（

。
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一
方
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
日
本
国
内
で
社
会
主
義
運
動
に
連
な
る
学
生
運
動
が
高
揚
し
た

が
、
厳
し
い
弾
圧
が
相
次
ぐ
中
で
沈
滞
に
陥
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
学
生
・
生
徒
に
対
す
る
取
り

締
ま
り
に
お
い
て
、
朝
鮮
出
身
者
に
よ
る
「
独
立
運
動
」
関
連
の
案
件
が
増
大
す
る
。
治
安
維
持
法
に
よ
る
学
生
・
生
徒
の
検
挙
数

に
お
い
て
、
朝
鮮
出
身
者
の
占
め
る
割
合
が
一
九
三
七
年
度
で
は
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
八
年
度
が
三
四
％
、
四
〇
年
度
が

四
〇
％
、
四
一
年
度
が
六
四
％
へ
と
急
増
し
た（

（34
（

。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
日
本
国
内
に
お
け
る
朝
鮮
出
身
者
の
「
独
立
運
動
」
に
対

し
て
も
治
安
維
持
法
の
適
用
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
一
九
四
一
年
の
治
安
維
持
法
改
正
に
よ
り
処
罰
の
範
囲
を
拡
大

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
改
正
で
、「
国
体
変
革
」
を
目
的
と
し
た
結
社
組
織
や
そ
の
支
援
・
準
備
と

無
関
係
で
あ
っ
た
り
、「
結
社
」
と
い
い
が
た
い
規
模
の
「
集
団
」
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
そ
れ
ら
に
つ
な
が
る
「
協
議
若
ハ
煽

動
」・「
宣
伝
」
の
行
為
と
見
な
さ
れ
た
場
合
、
処
罰
対
象
と
な
っ
た（

（34
（

。

朝
鮮
人
学
生
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
大
学
学
長
・
総
長
会
議
や
文
部
省
通
達
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、
学
校
側
に
注
意
が

喚
起
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
一
一
月
の
私
立
大
学
学
長
・
総
長
会
議
で
は
、
文
部
省
企
画
部
長
に
よ
る
「
学
生
思
想
問
題
」
の
報
告

が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
赤
関
係
に
半
島
人
の
関
係
す
る
者
多
し
」
と
い
う
言
及
が
見
ら
れ
る（

（34
（

な
ど
、
社
会
主
義
思
想
と
朝
鮮
人
を
結

び
つ
け
て
い
る
。
一
九
四
二
年
三
月
の
文
部
省
教
学
局
長
官
の
通
達
に
は
、「
一
部
の
朝
鮮
人
に
不
穏
な
る
計
画
の
企
図
あ
り
た
る
」

こ
と
か
ら
、「
関
係
団
体
、
交
友
並
に
読
書
の
種
類
範
囲
に
注
意
し
」
て
朝
鮮
人
の
学
生
・
生
徒
に
対
す
る
「
思
想
指
導
」
に
務
め

る
こ
と
、
集
会
の
開
催
は
「
学
校
当
局
の
承
認
、
教
職
員
の
監
督
下
」
に
行
な
い
、
朝
鮮
人
の
学
生
・
生
徒
に
よ
る
団
体
の
新
規
結

成
を
「
爾
今
抑
止
」
す
る
こ
と
な
ど
が
指
示
さ
れ
た（

（34
（

。

朝
鮮
独
立
を
企
図
し
た
と
し
て
警
察
が
検
挙
し
た
事
案
の
中
に
は
、
立
教
大
学
の
在
学
生
が
含
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
朝

鮮
農
民
の
啓
発
運
動
を
目
指
し
た
結
社
（
一
九
四
〇
年
二
～
五
月
に
一
一
名
検
挙
）
に
金キ
ム
ホ
ン
ジ
ン

洪
振
（
文
学
部
生
）・
李イ

相サ
ン

昊ホ

（
同
）
が
、

「
竹
馬
楔
」（
一
九
四
一
年
六
～
八
月
に
一
四
名
検
挙
）
に
具ク

喆チ
ョ
ル

会フ
ェ

（
文
学
部
生
）
が
、
朝
鮮
独
立
に
向
け
て
の
活
動
を
行
な
っ
た

と
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
に
三
名
検
挙
）
に
元
ウ
ォ
ン

容ヨ
ン
ハ
ク鶴
（
予
科
生
）
が
い
た（

（34
（

。
在
学
生
以
外
に
も
、
か
つ
て
立
教
大
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学
に
在
学
し
て
い
た
人
々
が
検
挙
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
朝
鮮
で
は
李イ

相サ
ン

燾ド

（
一
九
二
八
年
予
科
文
科
修
了
）
の
検
挙（

（34
（

（
一
九
三
八
年

五
月
）
や
李イ

錫ソ
ク
ユ
ン潤

（
一
九
三
六
年
予
科
修
了
）
の
検
挙（

（34
（

（
一
九
四
〇
年
八
月
）、
ま
た
、
日
本
で
は
立
教
大
学
か
ら
同
志
社
大
学
に

移
っ
た
尹
東
柱
の
検
挙
（
一
九
四
三
年
七
月
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
検
挙
の
容
疑
と
し
て
は
、
朝
鮮
の
「
分
離
独
立
」
を

目
的
と
す
る
同
志
獲
得
や
組
織
結
成
の
動
き
、
民
族
意
識
の
啓
発
・
向
上
を
図
る
動
き
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

容
疑
に
は
「
針
小
棒
大
」
の
側
面
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（34
（

よ
う
に
、
実
際
に
容
疑
や
事
実
認
定
に
見
合
う
だ
け
の
活
動
実
態
を

と
も
な
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
朝
鮮
語
・
朝
鮮
文
化
へ
の
抑
圧
や
創
氏
改
名
な
ど
当
時
の
「
皇
民
化
」
政
策
に
対
す
る
批
判
的

な
言
動
が
数
人
で
の
会
話
で
見
ら
れ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
検
挙
・
処
罰
が
な
さ
れ
た
。

日
本
国
内
の
大
学
・
専
門
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
予
科
に
進
学
す
る
朝
鮮
人
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
か
け
て

急
増
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
日
本
国
内
の
在
学
者
数
は
全
体
で
、
一
九
三
一
年
で
二
〇
〇
〇
名
弱
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
四
一

年
度
に
は
八
九
〇
四
名
と
な
っ
た
。
一
九
四
二
年
度
以
降
は
減
少
に
転
じ
、
一
九
四
四
年
度
に
は
一
三
九
〇
名
と
な
っ
た（

（35
（

。
入
学
者

数
も
ま
た
同
じ
時
期
に
減
少
に
転
じ
、
朝
鮮
・
日
本
国
内
の
中
等
学
校
か
ら
上
級
学
校
へ
の
入
学
者
は
学
部
進
学
を
除
き
、

一
九
四
一
年
度
が
三
〇
四
二
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
九
四
二
年
度
一
一
二
七
名
、
一
九
四
三
年
度
一
四
七
八
名（

（35
（

で
あ
っ
た
。
立
教

大
学
の
在
学
者
数
・
入
学
者
数
も
ま
た
、
こ
う
し
た
全
体
状
況
の
推
移
に
お
お
む
ね
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
在
学
者
数
は
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
を
通
じ
て
増
加
が
続
き
、
三
九
年
度
に
一
〇
〇
名
を
超
え
、
四
〇
年
度
の
一
二
四
名
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、

四
一
年
度
八
九
名
、
四
二
年
度
七
七
名
へ
と
減
少
し
て
い
る（

（35
（

。

一
九
四
〇
年
代
に
入
り
朝
鮮
人
学
生
の
在
学
者
数
・
入
学
者
数
が
急
速
に
減
少
し
て
い
く
の
は
、
日
本
国
内
の
高
等
教
育
機
関
へ

の
進
学
者
を
厳
し
く
選
別
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
九
四
一
年
四
月
に
文
部
省
専
門
学
務
局
長
を

委
員
長
と
す
る
「
外
地
学
生
指
導
対
策
委
員
会
」
が
政
府
部
内
に
設
置
さ
れ
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
学
生
・
生
徒
へ
の
「
指
導
」
に

関
す
る
協
議
が
関
係
各
省
・
各
機
関
を
交
え
て
重
ね
ら
れ
た（

（35
（

。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
朝
鮮
出
身
者
の
、
日
本
国
内
の
高
等
教

育
機
関
へ
の
進
学
を
め
ぐ
る
措
置
に
絞
り
込
ま
れ
、
同
年
六
月
の
私
立
大
学
学
長
・
総
長
会
議
に
お
い
て
そ
の
方
針
が
提
示
さ
れ
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た
。
そ
れ
は
、「
外
地
の
者
は
成
る
べ
く
外
地
で
教
育
す
る
を
本
則
」
と
し
、「
日
本
国
民
と
し
て
資
質
優
良
の
も
の
ゝ
み
を
選
み
、

内
地
へ
進
学
せ
し
む
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（35
（

。

こ
の
日
本
国
内
へ
の
進
学
の
抑
制
方
針
は
、
朝
鮮
奨
学
会
の
も
と
、「
進
学
保
証
制
度
」
の
実
施
を
通
じ
て
実
行
が
図
ら
れ
た
。

朝
鮮
奨
学
会
と
は
、
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
の
野
口
遵
に
よ
る
個
人
寄
付
の
一
部
に
よ
っ
て
一
九
四
一
年
一
月
に
新
た
に
設
立
さ

れ
た
機
関
で
、
日
本
国
内
の
朝
鮮
人
の
学
生
・
生
徒
を
管
理
・
統
制
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
日
本
国
内
の
高
等
教
育
機
関
は
、
朝
鮮

奨
学
会
に
よ
る
「
保
証
推
薦
」
を
受
け
た
者
を
入
学
選
考
で
「
重
視
」
す
る
こ
と
（
一
九
四
二
年
度
よ
り
）、
つ
い
で
「
保
証
推
薦
」

を
受
け
た
者
に
入
学
を
限
定
す
る
こ
と
（
一
九
四
四
年
度
よ
り
）
が
求
め
ら
れ
た（

（35
（

。

朝
鮮
奨
学
会
で
は
、
日
本
国
内
の
大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
担
当
者
に
よ
る
朝
鮮
視
察
の
機
会
を
し
ば
し
ば
設
け
て
い
る
が
、

一
九
四
二
年
九
～
一
〇
月
の
「
内
地
大
学
職
員
朝
鮮
視
察
団
」
に
は
立
教
大
学
か
ら
学
生
主
事
の
本
庄
桂
介
が
参
加
し
た（

（35
（

。
ま
た
、

一
九
四
三
年
二
月
に
は
、
大
野
謙
一
（
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
長
）・
関
屋
貞
三
郎
（
中
央
協
和
会
理
事
長
）
を
交
え
て
「
在
京
各
大

学
、
部
、
科
長
並
高
専
学
校
長
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
立
教
か
ら
予
科
長
の
曽
禰
武
が
参
席
し
て
い
る（

（35
（

。
こ
の
懇
談
会
で
は
、
進

学
保
証
制
度
や
朝
鮮
奨
学
会
の
事
業
に
対
す
る
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
翌
月
に
は
立
教
の
生
活
指
導
部
の
主
催
で
朝
鮮
人
学
生

と
の
「
懇
談
」
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、
本
庄
学
生
課
長
が
学
部
生
二
五
名
に
対
し
「
時
局
下
半
島
学
生
の
使
命
が
ま
す
〳
〵
重
要
で

あ
る
と
き
各
自
の
自
覚
及
び
反
省
を
求
め
激
励
」
し
て
い
る（

（35
（

。

先
述
の
進
学
抑
制
と
連
動
す
る
も
の
か
、
戦
時
期
に
は
選
科
生
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
一
九
四
二
年
度
の
文
学
部
に
お

い
て
は
、
在
籍
者
二
一
名
の
う
ち
一
八
名
が
選
科
生
で
占
め
ら
れ
て
い
る（

（35
（

。
そ
し
て
、
一
九
四
二
年
に
は
、
四
月
に
一
名
、
一
〇
月

に
六
名
の
選
科
入
学
者
が
確
認
さ
れ
る（

（36
（

が
、
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
二
人
の
人
物
が
い
る
。
一
人
は
、
後
に
詩
人
と
し
て
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
尹
東
柱
（
一
九
四
二
年
四
月
文
学
部
選
科
入
学
、
同
年
一
二
月
退
学（

（36
（

）
で
あ
る
。
数
ヵ
月
の
在
学
で
あ
っ
た
た

め
、
在
学
時
の
様
子
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
尹
東
柱
が
朴
泰
鎮
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
上
達
方
法
を
尋
ね
た
こ
と（

（36
（

、
聖
公
会
神
学
院
教
員

の
茶
話
会
に
宗
教
学
科
の
学
生
と
共
に
参
加
し
た
こ
と（

（36
（

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
志
社
大
学
に
移
っ
た
後
の
詩
作
に
関
す
る
手
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が
か
り
は
今
日
も
見
い
だ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
尹
東
柱
の
詩
作
は
現
時
点
で
東
京
来
住
時
の
五
篇
に
限
ら
れ
る
。
次
の

「
た
や
す
く
書
か
れ
た
詩
」（
一
九
四
二
年
六
月
三
日
）
は
、
そ
の
五
篇
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

窓
の
外
で
夜
の
雨
が
さ
さ
や
き
／
六
畳
の
部
屋
は　

よ
そ
の
国
、

詩
人
と
は
悲
し
い
天
命
だ
と
知
り
つ
つ
も
／
一
行
の
詩
で
も
記
し
て
み
る
か
、

汗
の
匂
い
と　

愛
の
香
り
が　

ほ
の
ぬ
く
く
漂
う
／
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
学
費
封
筒
を
受
け
取
り

大
学
ノ
ー
ト
を
小
脇
に
か
か
え
て
／
老
い
た
教
授
の
講
義
を
聴
き
に
ゆ
く
。

思
い
返
せ
ば　

幼
い
日
の
友
ら
／
ひ
と
り
、
ふ
た
り
、
み
な
失
く
し
て
し
ま
い

私
は
な
に
を
望
ん
で
／
私
は
た
だ
、
ひ
と
り
澱お
り

の
よ
う
に
沈
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

人
生
は
生
き
が
た
い
も
の
だ
と
い
う
の
に
／
詩
が
こ
れ
ほ
ど
も
た
や
す
く
書
け
る
の
は
／
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。

六
畳
の
部
屋
は　

よ
そ
の
国
／
窓
の
外
で　

夜
の
雨
が
さ
さ
や
い
て
い
る
が
、

灯
り
を
つ
よ
め
て　

暗
が
り
を
少
し
押
し
や
り
、
／
時
代
の
よ
う
に
く
る
で
あ
ろ
う
朝
を
待
つ　

最
後
の
私
、

私
は
私
に
小
さ
な
手
を
差
し
だ
し
／
涙
と
慰
め
を
込
め
て
握
る　

最
初
の
握
手（

（36
（

。

ま
た
、
も
う
一
人
は
女
性
の
張
村
順
姫
で
あ
る
。「
収
納
簿
」
に
よ
る
と
、
文
学
部
宗
教
科
の
選
科
生
と
し
て
在
籍
し
、
三
年
時

の
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
「
退
学
」
と
な
っ
て
い
る
。
彼
女
の
存
在
は
「
朝
鮮
人
女
子
学
生
」
と
し
て
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る（

（36
（

が
、

本
科
生
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
現
時
点
で
は
女
性
の
立
教
大
学
生
と
し
て
最
初
の
存
在
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

朝
鮮
出
身
者
の
間
で
は
、
立
教
大
学
に
対
し
、「
自
由
」
な
学
校
で
あ
っ
た
と
す
る
受
け
と
め
方
が
散
見
さ
れ
る
。
立
教
と
い
う

学
校
自
体
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
柳
致
真
も
、「
学
校
の
雰
囲
気
は
自
由
す
ぎ
る
く
ら
い
」
で
、
干
渉
が
な
か
っ
た

と
振
り
返
っ
て
い
る（

（36
（

。
玄
泰
鎬
は
、「
立
教
大
学
は
ひ
と
つ
も
う
る
さ
い
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
で
す
よ
。
本
当
に
自
由
な
学
府
で
し

た
」
と
証
言
し
て
い
る（

（36
（

。
宋
鐘
克
は
、
朝
鮮
で
は
読
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
書
物
（
河
上
肇
『
貧
乏
物
語
』
な
ど
）
を
立
教
に
来

て
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、「
立
教
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
自
由
を
満
喫
し
ま
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る（

（36
（

。
こ
こ
に
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は
、
朝
鮮
の
ほ
う
が
日
本
国
内
よ
り
も
日
常
的
な
抑
圧
の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
学
ぶ
朝
鮮
出
身
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
外
的
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
た
り
、
内
的
な
自
制
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
学
内
外
で
の
生
活
が
決
し
て
「
自
由
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

三　

ア
ジ
ア
出
身
の
在
学
生

朝
鮮
に
先
行
し
て
日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
た
台
湾
の
場
合
、「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
、
一
九
二
一
年
に
最
初
の
入
学
者
（
予
科
一

名
）
が
確
認
さ
れ
、
最
初
の
学
部
卒
業
者
は
一
九
三
三
年
三
月
に
出
て
い
る
。
た
だ
し
、
立
教
中
学
校
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
八
年

三
月
時
点
で
在
籍
者
一
名
が
確
認
さ
れ
る（

（36
（

。
こ
の
一
名
は
、
一
九
一
二
年
に
立
教
中
学
校
を
卒
業
し
た
林り
ん
ち
ょ
う
え
い

澄
瑩
と
考
え
ら
れ
る（

（37
（

。
そ
の

ほ
か
、
校
友
と
し
て
、
一
九
二
三
年
に
立
教
中
学
校
の
第
四
学
年
か
ら
第
八
高
等
学
校
に
受
験
・
合
格
し
た
林り
ん
と
く
き
ん

徳
欽
（
後
に
静
岡
県

に
勤
め
、
学
務
部
社
会
課
兼
内
務
部
地
方
課
勤
務
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（

（37
（

。
こ
の
よ
う
に
、
立
教
中
学
校
の
在
学
を
経
て
他
校

に
転
出
し
た
人
々
が
早
い
時
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
一
九
三
九
年
五
月
時
点
に
お
け
る
立
教
中
学
校
の
植

民
地
・
外
国
出
身
の
在
学
生
八
名
の
う
ち
、
台
湾
出
身
者
は
最
多
の
四
名
で
あ
る（

（37
（

。

清
か
ら
の
入
学
者
数
に
つ
い
て
、「
学
籍
簿
」
か
ら
見
る
と
、
一
九
〇
八
年
に
二
名
、
一
九
〇
九
年
に
一
名
で
あ
る
。
清
か
ら
の

留
学
生
に
つ
い
て
は
、
志
成
学
校
（
第
二
編
第
一
章
第
五
節
参
照
）
の
在
学
者
と
は
別
に
、
立
教
大
学
の
予
科
お
よ
び
本
科
（
予
科

か
ら
の
進
学
者
と
外
部
か
ら
の
入
学
者
）
の
在
学
者
が
い
た
。
羅ら
し
ょ
う
と
う

象
陶
（
一
九
〇
八
年
四
月
選
科
入
学
）、
徐じ
ょ
た
い
じ
ゅ
ん

大
純
（
一
九
〇
八
年

九
月
本
科
入
学
）、
周し
ゅ
う
さ
く
じ
ん

作
人
（
一
九
〇
九
年
四
月
予
科
商
科
入
学
）
の
三
人
で
あ
る（

（37
（

。
清
朝
が
一
九
〇
六
年
に
留
学
生
方
策
を
転
換
し

て
、
中
学
程
度
の
学
力
の
修
得
者
を
留
学
に
送
り
出
す
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
教
育
機
関
に
お
い
て
も
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、

従
来
の
留
学
生
に
特
化
し
た
速
成
教
育
方
式
か
ら
、
日
本
人
学
生
と
同
じ
教
育
課
程
に
受
け
入
れ
る
形
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ

の
三
名
は
、
清
か
ら
の
留
学
生
を
め
ぐ
る
全
般
的
な
状
況
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
の
入
学
者
に
あ
た
る
。

魯ろ

迅じ
ん

の
弟
で
あ
る
周
作
人
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
一
年
四
月
ま
で
の
在
学
時
代
、
予
科
や
東
京
三
一
神
学
校
で
ギ
リ
シ
ャ
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語
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
H
・
S
・
G
・
タ
ッ
カ
ー
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
初
等
文
法
、
古
典
『
ア
ナ
バ
シ
ス
』、
聖
書
を
学
ん

だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（37
（

。
一
九
三
九
年
八
月
に
北
京
で
周
作
人
に
会
っ
た
前
島
潔
に
よ
る
と
、
周
作
人
か
ら
は
「
先
生
と
し
て

は
矢
張
り
タ
ツ
カ
ー
先
生
の
名
が
真
先
に
挙
げ
ら
れ
」、「
今
に
タ
ツ
カ
ー
先
生
に
希
臘
語
を
習
つ
た
こ
と
を
徳
と
し
て
居
る
」
と
い

う（
（37
（

。
三
名
は
い
ず
れ
も
退
学
あ
る
い
は
除
籍
と
な
っ
て
お
り（

（37
（

、
正
式
な
卒
業
を
迎
え
な
い
ま
ま
立
教
で
の
在
学
を
終
え
て
い
る
。
周
作

人
は
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
を
受
け
て
中
国
へ
帰
国
し
た
。

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
と
も
な
う
清
朝
の
瓦
解
、
翌
年
の
中
華
民
国
の
成
立
以
降
も
、「
学
籍
簿
」
に
よ
れ
ば
一
九
一
二
年

に
入
学
者
（
予
科
一
名
）
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
立
教
大
学
へ
の
入
学
者
・
卒
業
者
は
途
絶
し
な
か
っ
た
（
な
お
、
研
究
科
へ
の
入

学
者
が
一
二
名
い
る
）。
最
初
の
卒
業
者
は
、
大
学
令
以
前
で
は
陳ち
ん
じ
ゅ
じ
ん

樹
仁
（
一
九
一
六
年
度
文
科
本
科
卒
業
）、
廖
り
ゅ
う
て
ん
し
ょ
う

天
祥
（
同
前
）（

（37
（

、

大
学
令
以
降
で
は
朱し
ゅ
ゆ
う
み
ん

牖
民
（
一
九
二
四
年
度
商
科
卒
業
）（

（37
（

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
入
学
者
・
卒
業
者
の
数
は
決
し
て
多
く
な

い
。「
開
校
以
来
」
の
「
出
身
学
生
」
と
在
校
生
の
名
簿
の
提
出
を
求
め
た
支
那
派
遣
軍
の
要
請
に
対
し
、
立
教
大
学
が
送
っ
た
回

答（
（37
（

に
よ
る
と
、「
出
身
学
生
」
と
し
て
、
羅
象
陶
・
徐
大
純
・
周
作
人
も
含
め
て
一
一
名
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
出
身
地
域

は
、
広
東
省
九
名
、
浙
江
省
・
四
川
省
・
山
西
省
各
一
名
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
郝か
く
け
い
げ
ん

奎
彦
が
含
ま
れ
て
い
る
。
郝
奎
彦
は
、
閻え
ん

錫
し
ゃ
く

山ざ
ん

の
も
と
か
ら
送
ら
れ
た
留
学
生
と
し
て
一
九
二
〇
年
に
日
本
に
渡
り
、
立
教
大
学
の
文
学
部
英
文
科
、
東
北
帝
国
大
学
の
法
文
学

部
を
経
て
引
き
続
き
仙
台
市
に
居
住
し
、
中
華
料
理
店
を
経
営
し
な
が
ら
学
資
に
恵
ま
れ
な
い
青
年
の
就
学
支
援
を
行
な
っ
た
と
い

う（
（38
（

。ま
た
、
前
記
一
一
名
の
中
に
は
、
志
成
学
校
か
ら
の
進
学
者
が
二
名
い
る
。
志
成
学
校
は
、『
日
本
聖
公
会
要
覧
』
の
各
年
版
に

よ
る
と
、
生
徒
数
の
推
移
が
、
四
〇
人
台
（
一
九
〇
九
年
・
一
〇
年
・
一
一
年
）、
九
〇
名
（
一
九
一
三
年
・
一
四
年
）、
二
〇
名

（
一
九
一
五
年
）
と
な
っ
て
い
る（

（38
（

。
生
徒
の
募
集
難
に
と
も
な
い
経
営
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
横
浜
華
僑
の
要
望
で
一
九
一
六
年

に
横
浜
へ
移
転
し
た
。
学
校
は
「
横
浜
志
成
中
学
校
」
へ
と
名
称
を
改
め
、
横
浜
華
僑
の
財
政
支
援
の
も
と
、
中
国
人
対
象
の
中
等

教
育
機
関
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
時
に
校
舎
が
罹
災
し
て
焼
失
し
、
そ
の
後
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
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終
わ
っ
た（

（38
（

。
麟
祥
院
（
東
京
の
湯
島
）
に
あ
る
慰
霊
碑
（
日
華
学
会
に
よ
る
建
立
で
一
九
二
四
年
九
月
竣
工
）
の
裏
面
に
は
、
関
東

大
震
災
時
に
亡
く
な
っ
た
中
国
人
二
六
名
の
名
前
・
年
齢
・
本
籍
・
学
校
・
罹
災
場
所
・
死
因
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、

「
圧
焼
死
」
と
し
て
「
志
成
学
校
」
の
在
学
生
九
名
の
名
前
が
あ
り
、
学
校
別
で
最
多
の
犠
牲
者
数
と
な
っ
て
い
る（

（38
（

。

一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
開
始
以
降
、
蔣し
ょ
う
か
い
せ
き

介
石
の
南
京
国
民
政
府
は
日
本
へ
の
留
学
を
中
止
し
た
と
み
ら
れ（

（38
（

、
以
後
の
「
中
華
民

国
」
留
学
生
は
、
日
本
の
軍
事
占
領
下
で
樹
立
さ
れ
た
汪お
う
せ
い
え
い

精
衛
政
権
な
ど
の
も
と
で
日
本
へ
来
た
人
々
と
な
る
。「
学
籍
簿
」
で
は
、

日
中
戦
争
か
ら
日
本
敗
戦
ま
で
の
学
部
・
予
科
入
学
者
は
三
名
で
あ
る
。
一
方
、
一
九
三
一
年
の
「
満
洲
事
変
」、
一
九
三
二
年
の

満
洲
国
樹
立
宣
言
に
と
も
な
い
、
満
洲
国
か
ら
日
本
に
留
学
生
が
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
学
籍
簿
」
で
は
、
学
部
・
予

科
入
学
者
は
三
名
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
四
月
、「
東
亜
文
化
協
議
会
」
の
文
学
部
会
が
東
京
・
京
都
で
開
催
さ
れ
た
際
、
中
国
か
ら
参
加
し
た
代
表
団
六
名

の
中
に
周
作
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
周
作
人
は
当
時
、
日
本
の
軍
事
占
領
下
の
政
権
の
一
つ
で
あ
る
華
北
政
務
委
員
会
で
教
育
督
弁
を

務
め
て
お
り
、「
文
人
督
弁
」
と
し
て
そ
の
公
式
訪
問
は
日
本
で
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
周
作
人
は
四
月
一
六
日
に
立
教
大
学
を

訪
れ
、
八
〇
分
の
滞
在
の
間
に
、
構
内
の
視
察
、
教
職
員
と
の
茶
話
会
、
学
生
代
表
二
〇
〇
人
に
対
す
る
講
演
、『
立
教
学
院
学
報
』

記
者
へ
の
対
応
な
ど
を
こ
な
し
て
い
る（

（38
（

。
そ
の
際
、
築
地
時
代
の
木
造
校
舎
と
異
な
る
「
立
派
な
学
校
を
見
て
大
変
お
ど
ろ
き
喜
ん
」

だ
ほ
か
、
自
身
の
「
現
在
東
亜
の
た
め
に
立
つ
信
念
は
立
教
在
学
時
代
の
恩
師
よ
り
受
け
た
教
育
の
賜
物
」
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る（

（38
（

。

立
教
大
学
に
お
い
て
、
朝
鮮
・
中
華
民
国
・
台
湾
に
次
い
で
入
学
者
総
数
が
多
い
の
は
タ
イ
で
あ
る
。
タ
イ
で
は
、
一
九
三
二
年

の
立
憲
革
命
に
よ
り
絶
対
王
制
か
ら
立
憲
君
主
制
へ
移
行
し
た
が
、
内
政
・
経
済
面
に
お
け
る
欧
米
列
強
の
影
響
力
は
依
然
大
き

く
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
主
導
権
の
掌
握
が
続
い
た（

（38
（

。
欧
米
列
強
の
影
響
か
ら
脱
却
を
図
る
気
運
が
高
ま
る
中
、
日
本
の
存
在

が
注
目
さ
れ
、
一
九
三
三
年
ご
ろ
よ
り
タ
イ
か
ら
日
本
へ
の
留
学
者
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

（38
（

。
日
本
に
学
ぶ
タ
イ
の
留
学
生
に

対
し
て
は
、
タ
イ
の
駐
日
公
使
が
学
生
監
督
官
を
務
め
た
（
一
九
三
六
年
に
学
生
副
監
督
官
を
設
け
日
本
人
を
配
置
）
ほ
か
、
国
際

学
友
会
（
中
国
・
朝
鮮
以
外
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
へ
の
対
応
の
た
め
に
外
務
省
の
外
郭
団
体
と
し
て
一
九
三
五
年
に
設
立
）
が
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受
け
入
れ
の
一
端
を
担
っ
た（

（38
（

。

「
学
籍
簿
」
上
で
立
教
大
学
へ
の
最
初
の
入
学
と
な
る
一
九
三
四
年
の
入
学
者
（
予
科
四
名
）
の
一
人
は
タ
イ
王
族
の
モ
ー
ム

チ
ャ
オ
・
チ
ャ
ン
タ
ナ
ー
コ
ー
ン
・
ウ
ォ
ラ
ワ
ン
（
一
九
四
三
年
の
「
大
東
亜
会
議
」
に
出
席
し
た
ワ
ン
ワ
イ
タ
ヤ
ー
コ
ー
ン
の
異

母
弟
）
で
あ
る
。
彼
は
立
教
予
科
を
経
て
経
済
学
部
へ
進
学
し
た
が
、
中
退
し
て
東
京
商
科
大
学
で
学
び
、
帰
国
後
は
『
日
本
語
教

本 

速
習
』
を
著
す
と
共
に
日
本
語
通
信
教
育
学
校
を
開
設
し
た（

（39
（

。
立
教
大
学
の
場
合
、
予
科
入
学
者
を
「
暹
羅
国
公
館
ノ
紹
介
ニ
ヨ

リ
試
験
ノ
上
入
学
ヲ
許
可
シ
タ
ル
者
」「
泰
国
公
使
館
ノ
紹
介
ニ
ヨ
ル
者
」
と
す
る
記
述
が
「
学
事
年
報
報
告
書
」
に
散
見
さ
れ
る

こ
と（

（39
（

、「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
保
証
人
と
し
て
公
使
館
関
係
者
、
留
学
生
監
督
官
や
国
際
学
友
会
主
事
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
タ
イ

公
使
館
や
国
際
学
友
会
を
通
じ
て
受
け
入
れ
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

四　

日
本
敗
戦
前
後
の
在
学
状
況

一
九
四
四
年
度
の
「
学
事
年
報
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
出
身
の
残
留
学
生
と
し
て
台
湾
人
学
生
一
名
（
経
済
学
部
）
が
確
認

さ
れ
る
の
み
で
、
朝
鮮
人
学
生
は
見
ら
れ
な
い（

（39
（

。
一
九
四
三
年
度
お
よ
び
一
九
四
四
年
度
の
「
収
納
簿
」
を
見
る
と
、「
陸
軍
特
別
志

願
」
以
外
の
朝
鮮
人
学
生
は
、
選
科
生
を
含
め
一
九
四
三
年
度
中
に
退
学
・
除
籍
の
形
で
ほ
ぼ
姿
を
消
し
て
お
り
、
一
九
四
四
年
度

に
は
数
人
が
残
留
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
植
民
地
出
身
者
以
外
の
入
学
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
九
四
四
年
度
の
入
学
者
と
し
て

は
、
中
華
民
国
二
名
の
み
で
、
満
洲
国
・
タ
イ
と
も
に
入
学
は
な
く（

（39
（

、
一
九
四
五
年
一
月
時
点
で
の
実
際
の
就
学
者
は
タ
イ
学
生
が

学
部
一
名
（
文
〔
史
料
原
文
マ
マ
〕

学
部
二
年
）、
予
科
一
名
（
二
年
）
と
な
っ
て
い
る（

（39
（

。

一
九
四
五
年
に
日
本
が
敗
戦
を
迎
え
た
後
、
立
教
大
学
に
は
、
戦
時
期
か
ら
の
残
留
学
生
や
、
少
数
な
が
ら
新
た
な
入
学
者
が
見

ら
れ
た
。
敗
戦
後
の
文
部
省
で
は
一
九
四
六
年
か
ら
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
学
生
を
含
む
「
外
国
人
」
学
生
に
関
す
る
報
告
（
学
部

学
科
、
学
年
、
氏
名
、
国
・
地
域
別
、
卒
業
予
定
年
月
、
就
学
状
況
な
ど
）
を
毎
年
各
校
に
求
め
て
い
る（

（39
（

。
立
教
に
つ
い
て
は
、
立

教
大
学
に
よ
る
一
九
四
六
年
・
一
九
四
七
年
・
一
九
四
八
年
の
報
告
と
、
立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
に
よ
る
一
九
四
六
年
・
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一
九
四
八
年
の
報
告
が
残
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
六
年
お
よ
び
一
九
四
七
年
の
も
の
は
名
簿
形
式
、
一
九
四
八
年
の
も
の
は
人
数
の

み
の
報
告
で
あ
る
（
資
料
上
で
は
台
湾
出
身
者
を
含
め
て
「
中
華
民
国
」
と
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
、
各
種
資
料
か

ら
台
湾
出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
場
合
は
台
湾
、
台
湾
以
外
を
出
身
地
と
す
る
場
合
は
中
華
民
国
と
表
記
す
る
）。

一
九
四
六
年
の
場
合
、
朝
鮮
一
六
名
（
学
部
一
二
名
、
予
科
四
名
）、
台
湾
四
名
（
学
部
三
名
、
予
科
一
名
）、
タ
イ
二
名
（
予
科

の
み
）
で
あ
る（

（39
（

。
朝
鮮
・
台
湾
に
つ
い
て
は
、
こ
の
う
ち
軍
隊
入
隊
に
と
も
な
う
休
学
者
（
第
三
編
第
五
章
第
五
節
第
三
項
参
照
）

を
除
く
と
、
朝
鮮
人
学
生
が
学
部
一
名
お
よ
び
予
科
二
名
、
台
湾
人
学
生
が
学
部
二
名
お
よ
び
予
科
一
名
で
あ
る
。
学
部
の
朝
鮮
人

学
生
一
名
以
外
は
、
戦
時
期
入
学
の
残
留
者
で
占
め
ら
れ
る
。

一
九
四
七
年
の
場
合
、
朝
鮮
一
九
名
（
学
部
一
四
名
、
予
科
五
名
）、
台
湾
四
名
（
す
べ
て
学
部
）、
中
華
民
国
（
大
陸
）
一
名

（
学
部
）、
タ
イ
一
名
（
学
部
）
で
あ
る（

（39
（

。
朝
鮮
・
台
湾
に
つ
い
て
軍
隊
入
隊
に
よ
る
休
学
者
や
重
複
と
思
わ
れ
る
人
を
除
く
と
、
朝

鮮
人
学
生
・
生
徒
が
学
部
二
名
お
よ
び
予
科
五
名
、
台
湾
人
学
生
が
学
部
三
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
日
本
敗
戦
後
の
入
学
者
は
、
予

科
の
朝
鮮
人
生
徒
三
名
、
学
部
の
朝
鮮
人
学
生
二
名
、
台
湾
人
学
生
二
名
、
中
華
民
国
の
学
生
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
台
湾
人
学
生

二
名
（
共
に
一
学
年
）
の
う
ち
一
名
は
女
性
で
あ
り
、
一
九
四
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
立
教
大
学
で
の
女
性
の
受
け
入
れ
は
日
本
人

の
み
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
に
入
る
と
、
後
出
の
「
在
学
者
の
出
身
都
道
府
県
別
調
査
」
で
は
、
女
性
と
し
て
台
湾
二
名
、

中
華
民
国
一
名
が
含
ま
れ
て
い
る（

（39
（

。

一
九
四
八
年
の
場
合
、
朝
鮮
七
名
（
学
部
四
名
、
予
科
三
名
）、
台
湾
三
名
（
学
部
の
み
）、
中
華
民
国
二
名
（
学
部
の
み
）、
イ

ギ
リ
ス
一
名
（
学
部
選
科
）
で
あ
る（

（39
（

。
こ
の
回
答
の
直
後
に
文
部
省
へ
提
出
さ
れ
た
「
在
学
者
の
出
身
都
道
府
県
別
調
査
」
に
よ
る

と
、
朝
鮮
一
四
名
、
台
湾
四
名
、
中
華
民
国
三
名
と
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
学
部
の
み
）（

（40
（

。
こ
れ
ら
の
報
告
提
出
と
同
時
期
に
あ
た

る
一
九
四
八
年
七
月
に
、
立
教
大
学
で
は
、
軍
隊
入
隊
後
の
消
息
不
明
者
・
未
復
員
に
対
し
、
一
括
し
て
除
籍
措
置
を
と
っ
て
い

る
。
前
者
は
同
年
六
月
、
後
者
は
同
年
七
月
の
報
告
で
あ
り
、
一
斉
除
籍
の
時
期
と
の
整
合
性
に
欠
け
る
も
の
の
、
前
者
は
一
斉
除

籍
後
の
人
数
、
後
者
は
一
斉
除
籍
前
の
人
数
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
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立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
に
お
い
て
も
、
日
本
の
敗
戦
以
降
、
在
学
生
・
新
規
入
学
生
が
見
ら
れ
た
。
前
出
の
「
外
国
人
」
学
生

に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
四
六
年
に
つ
い
て
は
朝
鮮
二
名
、
台
湾
一
名
（
朝
鮮
の
一
名
は
「
十
月
中
旬
帰
国
予
定
」、
他
の

二
名
は
「
卒
業
迄
在
学
の
予
定
」）（

（40
（

、
一
九
四
八
年
に
つ
い
て
は
朝
鮮
三
名
と
な
っ
て
い
る（

（40
（

。

文
部
省
が
要
請
し
た
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
学
生
・
生
徒
は
「
外
国
人
留
学
生
（
留
日
学
生
）」
と
共
に
並

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
日
本
在
留
者
に
対
す
る
日
本
政
府
の
基
本
姿
勢
は
、
講
和
条
約
の
成
立
ま
で
は
引

き
続
き
「
日
本
国
籍
」
の
保
持
者
と
見
な
し
、
日
本
の
統
治
権
に
服
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
台
湾
出
身
者
に

つ
い
て
は
、
戦
勝
国
で
あ
る
中
華
民
国
政
府
と
の
関
係
で
、
そ
の
駐
日
代
表
団
の
発
給
し
た
「
華
僑
臨
時
登
記
証
」
を
得
ら
れ
た
者

は
連
合
国
人
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
祖
国
を
持
つ
外
国
人
と
し
て
の
処
遇
は
な
さ
れ
な

か
っ
た
。
一
九
四
七
年
の
「
外
国
人
登
録
令
」
は
朝
鮮
・
台
湾
出
身
者
を
主
な
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
政
府

に
よ
る
統
制
・
管
理
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
・
台
湾
出
身
者
の
「
日
本
国
籍
」
は
、
一
九
五
二
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
直
前
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
一
斉
「
喪
失
」
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
日
本
在
住
者
は
、「
二
つ
の
朝
鮮
」「
二

つ
の
中
国
」
の
対
峙
の
中
で
、
帰
属
す
べ
き
国
籍
が
未
確
定
の
ま
ま
外
国
籍
者
と
さ
れ
、
日
本
政
府
の
出
入
国
管
理
体
制
の
も
と
で

安
定
的
な
在
留
が
保
証
さ
れ
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
六
節　

教
員
免
許
資
格
取
得
の
動
向

一　

中
等
学
校
教
員
免
許
取
得
の
仕
組
み
と
無
試
験
検
定

旧
制
大
学
で
は
、
当
該
大
学
が
文
部
省
か
ら
指
定
や
許
可
を
得
る
こ
と
を
前
提
に
、
卒
業
生
は
「
無
試
験
検
定
」
に
合
格
す
る
こ

と
で
教
員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
制
度
上
、
取
得
可
能
な
免
許
の
種
類
は
、
本
項
で
見
る
「
師
範
学
校
・
中
学
校
・
高

等
女
学
校
教
員
免
許
」（
以
下
、
中
等
学
校
教
員
免
許（

（40
（

）
と
次
項
で
見
る
「
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
」
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。
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戦
前
に
お
け
る
小
学
校
教
員
の
養
成
は
、
府
県
立
の
師
範
学
校
が
担
っ
て
お
り
、
旧
制
大
学
で
は
小
学
校
教
員
養
成
は
行
な
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
中
等
学
校
の
教
員
養
成
は
、
旧
制
大
学
を
含
め
て
複
数
の
ル
ー
ト
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
〇
年
代

に
は
中
等
学
校
教
員
免
許
を
得
る
た
め
の
基
本
的
ル
ー
ト
三
つ
が
出
そ
ろ
っ
た（

（40
（

。

一
つ
目
は
、
高
等
師
範
学
校
、
臨
時
教
員
養
成
所
な
ど
を
卒
業
し
て
中
等
学
校
教
員
と
な
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
高
等
師
範
学
校
と

女
子
高
等
師
範
学
校
は
、
大
き
く
文
科
と
理
科
に
分
か
れ
、
そ
の
ほ
か
技
芸
科
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
複
数
の
学
科
目
を
担
当
で
き
る

教
員
の
養
成
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生
に
は
教
員
免
許
が
授
与
さ
れ
、「
検
定
を
経
る
こ
と
な
く
卒
業
と
同
時
に
資
格
を

取
得
」
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（40
（

。
ま
た
、
臨
時
教
員
養
成
所
は
、
国
語
漢
文
科
や
数
学
科
な
ど
学
科
目
を
限
定
し
、
短
期
間
で
教
員
を

養
成
す
る
機
関
で
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
・
廃
止
さ
れ
た
が
、
こ
の
卒
業
者
に
も
中
等
学
校
の
教
員
免
許
が
授
与
さ
れ
た（

（40
（

。
表
3
―

19

の
「
検
定
を
必
要
と
し
な
い
免
許
状
取
得
人
数
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
高
等
師
範
学
校
と
女
子
高
等
師
範
学
校
で
は
複
数
学
科
目
の

免
許
状
取
得
者
が
多
数
で
あ
る
た
め
、
免
許
取
得
件
数
で
は
実
人
員
数
の
二
～
三
倍
近
く
と
な
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
無

試
験
検
定
に
よ
る
免
許
取
得
人
数
」
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
大
幅
に
増
え
た
こ
と
で
、「
検
定
を
必
要
と
し
な
い
免
許
状
取
得

人
数
」
の
実
人
員
数
の
割
合
は
お
お
む
ね
一
割
前
後
で
推
移
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
つ
目
は
、
無
試
験
検
定
制
度
に
よ
っ
て
免
許
学
科
目
の
検
定
に
合
格
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
帝
国
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
官
立

学
校
の
卒
業
生
に
対
し
て
は
、
無
試
験
検
定
と
い
う
「
検
定
」
を
経
る
形
で
、
中
等
学
校
教
員
と
な
る
道
が
開
か
れ
た
。
こ
の
無
試

験
検
定
に
よ
る
ル
ー
ト
は
、
指
定
学
校
方
式
に
よ
る
も
の
と
、
許
可
学
校
方
式
に
よ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

指
定
学
校
方
式
で
は
、
文
部
省
か
ら
対
象
と
な
る
学
科
と
検
定
学
科
目
が
示
さ
れ
、
そ
の
学
科
の
卒
業
者
が
無
試
験
検
定
に
合
格

す
る
と
中
等
学
校
教
員
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
指
定
学
校
を
最
初
に
定
め
た
一
九
〇
三
年
文
部
省
告
示
第
三
〇
号
で
は
、
東
京
帝

国
大
学
法
科
大
学
と
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
「
法
制
及
経
済
」、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
「
歴
史
、
英
語
」、
札
幌

農
学
校
本
科
に
「
動
物
及
生
理
、
植
物
、
農
業
」
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た（

（40
（

。

指
定
学
校
と
な
る
帝
国
大
学
、
官
立
学
校
と
そ
の
学
科
は
し
だ
い
に
拡
大
さ
れ
、
在
学
中
に
修
得
す
べ
き
講
義
科
目
が
定
め
ら
れ
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表3-19　中等学校教員免許状取得状況
� （単位：人, ％）

年
報

年度
（当該年の４月～）

(A)検定を必要としない
免許状取得人数

(B)無試験検定による
免許取得人数

(C)試験検定による
免許取得人数 (D)

取得人
数合計

A/D×
100
(%)

B/D×
100
(%)

C/D×
100
(%)男性 女性 合計 男性 外国人

男性 女性 合計 男性 女性 合計

47 1919年度 249 244 493 335   4 236 575 376 84 460 1528 32.26 37.63 30.11
48 1920年度 255 242 497 386   5 307 698 461 104 565 1760 28.24 39.66 32.10
49 1921年度 311 283 594 604   7 384 995 564 97 661 2250 26.40 44.22 29.38
50 1922年度 252 222 474 1183 11 527 1721 799 179 978 3173 14.94 54.24 30.82
51 1923年度 568 463 1031 2138 375 2513 705 80 785 4329 23.82 58.05 18.13
52 1924年度 803 299 1102 2585 614 3199 677 113 790 5091 21.64 62.84 15.52
53 1925年度 819 384 1203 2304 839 3143 657 114 771 5117 23.51 61.42 15.07
54 1926年度 914 327 1241 4391 1641 6032 689 120 809 8082 15.36 74.63 10.01
55 1927年度 463 251 714 5902 2041 7943 668 119 787 9444 7.56 84.11 8.33
56 1928年度 851 359 1210 5995 2218 8213 602 102 704 10127 11.95 81.1 6.95
57 1929年度 968 290 1258 5850 2458 8308 605 78 683 10249 12.28 81.06 6.66
58 1930年度 933 290 1223 6354 2486 8840 615 54 669 10732 11.40 82.37 6.23
59 1931年度 708 318 1026 6389 2443 8832 534 69 603 10461 9.81 84.43 5.76
60 1932年度 595 239 834 7894 2372 10266 527 47 574 11674 7.14 87.94 4.92
61 1933年度 489 231 720 4375 2894 7269 504 56 560 8549 8.42 85.03 6.55
62 1934年度 470 239 709 4260 2157 6417 504 42 546 7672 9.24 83.64 7.12
63 1935年度 581 247 828 4658 2260 6918 567 53 620 8366 9.9 82.69 7.41
64 1936年度 530 235 765 6966 2710 9676 529 44 573 11014 6.95 87.85 5.2
65 1937年度 438 241 679 4505 2576 7081 542 42 584 8344 8.14 84.86 7.00
66 1938年度 568 253 821 3938 2570 6508 547 39 586 7915 10.37 82.22 7.41
67 1939年度 561 228 789 3601 2744 6345 574 49 623 7757 10.17 81.8 8.05
68 1940年度 557 238 795 3705 2880 6585 642 57 699 8079 9.84 81.51 8.65
※69年報（1941年度）～74年報（1946年度）は記載なし。
75 1947年度 従前規定 4167 1555 5722 3 0 3 5725 ── 99.95 0.05
75 1947年度 改正規定 2350 446 2796 4070 3528 7598 126 16 142 10536 26.54 72.11 1.35
76 1948年度 従前規定 4796 1165 5961 5961 ── 100.00 ──
76 1948年度 改正規定 1998 369 2367 8729 8061 16790 999 89 1088 20245 11.69 82.94 5.37
※77年報（1949年度）は記載なし。
注：①�本表で、中等学校教員免許と総称しているのは、1947年度と48年度の従前規程による免許が中学校・高等女学校教

員免許となったのを除いて、すべて師範学校・中学校・高等女学校教員免許を示している。
　　②�「検定を必要としない免許状取得」とは、高等師範学校や臨時教員養成所など教員養成を目的とする機関の卒業者・

修了者の場合の免許状取得を示す。
　　③�本表の免許状取得人数は実人員数である。ただし、1947年度と1948年度は実人員数か取得件数であるかは年報に記

載がなく不明である。取得件数は1人で複数学科目の免許状取得の場合があるため基本的には実人員数よりも多くな
る。

出典：該当年度の『文部省年報』による。
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る
な
ど
、
条
件
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
指
定
学
校
で
は
、
教
育
実
習
な
ど
実
地
の
経
験
を
積
む
こ
と

な
く
、
ま
た
教
育
学
的
な
専
門
知
識
に
か
か
わ
る
科
目
を
ほ
と
ん
ど
履
修
し
な
く
て
も
（
履
修
が
条
件
づ
け
ら
れ
て
も
、「
教
育

学
」、「
教
育
史
」、「
教
授
法
」
な
ど
の
二
、三
科
目
の
み
）、
中
等
学
校
教
員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
は
許
可
学

校
の
場
合
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た（

（40
（

。 

文
部
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
公
立
・
私
立
学
校
の
卒
業
者
に
対
し
て
、
中
等
学
校
教
員
免
許
取
得
の
道
を
開
い
た
の
が
許
可
学
校

方
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
は
、
学
校
に
と
っ
て
か
な
り
難
関
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
る
に
は
三
か
年
以
上

の
学
科
課
程
を
備
え
る
と
と
も
に
、
申
請
す
る
学
科
目
に
つ
い
て
高
等
師
範
学
校
お
よ
び
女
子
高
等
師
範
学
校
と
「
同
等
以
上
ノ
程

度
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
部
省
は
許
可
学
校
と
す
る
た
め
に
教
育
実
習
の
実
施
を
重
視
し
、

実
地
授
業
、
学
校
参
観
、
教
案
づ
く
り
、
模
擬
授
業
な
ど
の
実
施
体
制
を
詳
し
く
調
査
し
た（

（40
（

。

こ
れ
ら
の
条
件
は
、
指
定
学
校
と
比
べ
る
と
大
変
に
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
無
試
験
検
定
の
許
可
を
受
け
た
あ
と
も
、
厳
重
な
国

家
の
監
督
を
受
け
続
け
た（

（41
（

。

許
可
学
校
方
式
に
も
と
づ
く
最
初
の
無
試
験
検
定
の
認
可
は
、
一
八
九
九
年
七
月
の
私
立
東
京
専
門
学
校
文
学
部
の
哲
学
及
英
文

学
科
に
対
す
る
「
修
身
、
教
育
、
英
語
」
な
ど
で
あ
る（

（41
（

。
そ
し
て
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る
以
前
の
私
立
大
学
の
う
ち
、
私
立

早
稲
田
大
学
大
学
部
文
学
科
や
高
等
師
範
部
、
私
立
國
學
院
大
學
大
学
部
本
科
や
師
範
部
、
私
立
日
本
大
学
高
等
師
範
部
、
私
立
同

志
社
大
学
文
学
部
な
ど
が
無
試
験
検
定
の
許
可
学
校
と
な
っ
て
い
た（

（41
（

。
な
お
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る
以
前
の
私
立
立
教
大
学

は
、
無
試
験
検
定
の
許
可
学
校
に
な
っ
て
い
な
い
。

一
九
一
八
年
の
大
学
令
に
よ
っ
て
公
立
や
私
立
の
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
と
、
無
試
験
検
定
の
指
定
学
校
と
な
る
私
立
大
学

（
大
学
令
に
よ
る
大
学
）
が
現
れ
た
。
一
九
二
三
年
四
月
に
、
大
学
令
に
よ
る
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
明
治
大
学
、
日
本

大
学
、
中
央
大
学
、
同
志
社
大
学
が
指
定
学
校
に
加
わ
っ
た
の
を
皮
切
り
に（

（41
（

、
無
試
験
検
定
の
指
定
学
校
と
な
る
私
立
大
学
が
相
次

ぎ
、
立
教
大
学
も
一
九
二
五
年
一
月
に
最
初
の
無
試
験
検
定
の
指
定
を
受
け
た（

（41
（

。
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同
じ
無
試
験
検
定
の
認
可
で
も
、
許
可
学
校
と
指
定
学
校
と
で
は
審
査
の
あ
り
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
指
定
学
校
の
手
続

で
は
私
立
大
学
の
場
合
も
、
申
請
書
類
は
ご
く
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た（

（41
（

。
た
だ
し
、
私
立
大
学
は
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る
際
、

厳
し
い
審
査
を
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
よ
う
や
く
指
定
学
校
に
な
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
学
科
目
の
指
定
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
学
科
課
程
の
改
正
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
や
り
と

り
の
な
か
で
、
文
部
省
か
ら
当
該
大
学
へ
の
「
指
導
」
や
「
管
理
」
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
点
も
見
過
ご
せ
な
い
。

一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
、
指
定
学
校
と
な
る
私
立
大
学
が
現
れ
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
の
許
可
学
校
も
年
々
増
加
し
た
。
戦

前
の
中
等
学
校
の
場
合
、
教
員
の
す
べ
て
が
有
資
格
教
員
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
七
年
以
降
、
公
私
立
中
等
学
校

教
員
の
有
資
格
教
員
の
う
ち
八
〇
％
以
上
が
無
試
験
検
定
制
度
に
よ
る
教
員
と
い
う
状
況
が
続
い
た（

（41
（

。
表
3
―

19
に
あ
る
よ
う
に
、
無

試
験
検
定
に
よ
る
免
許
取
得
（
実
人
員
数
）
の
割
合
は
、
一
九
二
七
年
度
に
八
割
を
突
破
し
、
中
等
学
校
教
員
の
主
要
な
出
身
ル
ー

ト
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
学
令
に
よ
る
私
立
大
学
の
増
加
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
私
立
大
学
の
大
学
部
や
高
等
師

範
部
の
拡
充
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
目
は
、「
文
部
省
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
検
定
試
験
」（
通
称
「
文
検
」）
に
合
格
し
て
中
等
学
校
教
員
と
な
る

ル
ー
ト
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
通
算
七
八
回
行
な
わ
れ
、
戦
後
、
一
九
四
七
～
四
九
年
の
三
年
間
に
「
中
学

校
高
等
女
学
校
教
員
検
定
試
験
」
と
し
て
三
回
実
施
さ
れ
た
。

試
験
検
定
の
大
き
な
特
徴
は
、
完
全
な
独
学
に
よ
っ
て
も
中
等
教
員
と
な
る
道
を
開
い
た
こ
と
で
あ
り
、
中
等
学
校
以
上
の
学
校

の
卒
業
証
書
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
受
験
（
受
検
）
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
受
験
者
は
、
師
範
学
校
を
卒
業
し
た

小
学
校
教
員
が
か
な
り
多
か
っ
た（

（41
（

。
合
格
率
は
、
学
科
目
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、「
数
学
や
英
語
、
歴
史
の
場
合
ほ
ぼ

一
〇
％
以
下
、
公
民
科
で
だ
い
た
い
一
〇
％
、
家
事
で
ほ
ぼ
一
〇
％
台
と
い
う
極
め
て
低
い
合
格
率
」
で
あ
っ
た（

（41
（

。

無
試
験
検
定
で
は
、
申
請
者
の
お
お
む
ね
九
〇
％
が
合
格
し
た
の
に
対
し
て
、
試
験
検
定
の
合
格
率
は
著
し
く
低
い
。
検
定
に
合

格
し
て
も
、
個
々
の
学
校
か
ら
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
教
員
に
な
れ
な
い
こ
と
は
、
無
試
験
検
定
で
も
試
験
検
定
で
も
同
様
で
あ
る
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が
、
大
変
な
苦
学
を
重
ね
た
試
験
検
定
の
合
格
者
の
な
か
か
ら
、
実
際
に
中
等
学
校
教
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
人
は
決
し
て
多
く

は
な
か
っ
た
。
中
等
学
校
教
員
と
な
る
資
格
を
得
る
三
つ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
、
一
九
〇
五
年
に
は
「
試
験
検
定
に
よ
る
者
」
が
ト
ッ

プ
の
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
表
3
―

19
の
よ
う
に
、
一
九
二
七
年
以
降
は
一
割
弱
と
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
前
に
は
中
等
学
校
の
教
員
と
な
る
た
め
の
三
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
い
た
が
、「
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
と
も

同
質
の
国
家
監
督
の
も
と
に
置
か
れ
」、「
し
た
が
っ
て
戦
前
の
教
員
養
成
制
度
に
は
、
制
度
と
内
容
の
両
面
に
わ
た
る
全
面
的
な
国

家
支
配
が
貫
徹
し
て
い
た
」（

（41
（

。
こ
れ
は
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
大
学
が
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
の
指
定
を
受
け
る
際
に
も
み

ら
れ
た
特
徴
で
あ
っ
た
。

二　

高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
取
得
の
仕
組
み
と
無
試
験
検
定

一
九
一
八
年
一
二
月
に
高
等
学
校
令（

（42
（

が
公
布
さ
れ
（
一
九
一
九
年
四
月
施
行
）、
こ
れ
以
降
、
官
立
の
高
等
学
校
の
拡
大
と
公
立
・

私
立
高
等
学
校
の
新
設
が
続
い
た
。
同
令
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
一
九
一
九
年
三
月
に
は
高
等
学
校
規
程
に
よ
り
高
等
学
校
尋
常
科

と
高
等
学
校
高
等
科
の
学
科
課
程
な
ど
が
定
め
ら
れ
た（

（42
（

。
ま
た
、
高
等
学
校
教
員
規
程
に
よ
り
高
等
学
校
高
等
科
免
許
は
教
員
検
定

の
合
格
者
に
授
与
す
る
こ
と
と
さ
れ（

（42
（

、
試
験
検
定
と
無
試
験
検
定
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、
表

3
―

20
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
無
試
験
検
定
に
よ
る
免
許
取
得
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
高
等
学
校
教
員
規
程
ニ
依
ル
無
試
験
検
定
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ノ
指
定
』
と
題
す
る
三
冊
の
簿
冊

は
、
一
九
二
四
～
三
九
年
と
四
九
年
の
記
録
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
一
二
月
の
東
京
帝
国
大
学
や
東
京
高
等
師
範
学

校
の
指
定
や
、
一
九
二
三
年
四
月
の
慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
、
私
立
大
学
の
最
初
の
指
定
の
際
の
記
録
を
欠
く
な
ど
、

限
定
的
な
資
料
で
は
あ
る
も
の
の（

（42
（

、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
無
試
験
検
定
の
指
定
を
め
ぐ
る
文
部
省
告
示
案
作
成
過
程
を
記
し
た
貴

重
な
文
書
綴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
無
試
験
検
定
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
大
学
に
も
た

ら
し
た
意
味
と
影
響
と
し
て
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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表3-20　高等学校高等科教員免許状取得状況
� (単位：免許状取得の実人員数）

年報 年度（当該
年の４月～）

無試験検定による
免許取得人数

試験検定による
免許取得人数

両検定の
男女別合計 総合計

男性 女性 小計 男性 女性 小計 男性 女性
47 1919年度 19 19 6 6 25 25
48 1920年度 249 249 12 12 261 261
49 1921年度 388 388 1 1 389 389
50 1922年度 323 323 9 9 332 332
51 1923年度 269 269 4 4 273 273
52 1924年度 319 319 5 5 324 324
53 1925年度 386 386 35 35 421 421
54 1926年度 472 472 5 5 477 477
55 1927年度 714 4 718 35 35 749 4 753
56 1928年度 692 1 693 11 11 703 1 704
57 1929年度 753 4 757 46 1 47 799 5 804
58 1930年度 842 842 8 8 850 850
59 1931年度 534 3 537 40 1 41 574 4 578
60 1932年度 992 7 999 13 13 992 20 1012
61 1933年度 1052 7 1059 43 1 44 1095 8 1103
62 1934年度 1111 6 1117 10 3 13 1121 9 1130
63 1935年度 1090 8 1098 38 3 41 1128 11 1139
64 1936年度 1078 9 1087 10 10 1088 9 1097
65 1937年度 770 6 776 24 24 794 6 800
66 1938年度 974 3 977 24 5 29 998 8 1006
67 1939年度 968 9 977 25 2 27 993 11 1004
68 1940年度 976 5 981 30 2 32 1006 7 925
※69年報（1941年度）～74年報（1946年度）は記載なし。
75 1947年度 1363 8 1371 13 1 14 1376 9 1385
76 1948年度 2153 24 2177 2153 24 2177
※77年報（1949年度）・78年報（1950年度）は記載なし。
注：①�本表の免許状取得人数は実人員数である。ただし、1947年度と1948年度は実人員数か取得件数であるか

は年報に記載がなく不明である。取得件数は1人で複数学科目の免許取得の場合があるため基本的に実人
員数よりも多くなる。

　　②�高等学校高等科教員免許状の女性の取得の初出である1927年度の年報上の記載は内数として記載されて
いるが、本表では外数として掲載した。なお、1929年度以降の女性の取得者数の記載は年報上も外数で
ある。

出典：該当年度の『文部省年報』による。
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第
一
に
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
の
無
試
験
検
定
の
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
、「
文
科
的
学
科
」「
理
科
的
学
科
」
の
ど
ち
ら

も
、「
東
京
帝
国
大
学
卒
業
ノ
程
度
」
を
基
準
に
審
査
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
指
定
学
校
の
追
加
で
も
、
申
請
す
る
学
科
の
学
科
課

程
の
科
目
展
開
や
配
当
単
位
に
つ
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
当
該
学
科
の
そ
れ
と
比
較
調
査
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
教

員
検
定
常
任
委
員
会
の
審
議
で
は
、
科
目
単
位
数
の
不
足
や
過
重
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
修
正
可
決
や
不
認
可
と
な
る

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
た（

（42
（

。

第
二
に
、
ひ
と
た
び
指
定
学
校
と
な
っ
て
も
、
指
定
を
受
け
た
時
点
の
学
科
課
程
の
ま
ま
で
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
履
修
科
目
の

追
加
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
「
法
制
及
経
済
」
で
指
定
を
受
け
た
学
校
で
も
、「
刑
法
又
ハ
国
際
公

法
」
の
履
修
を
新
た
な
条
件
と
し
て
加
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
審
査
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
東
京
帝
国
大
学
の
学
科

課
程
自
体
も
変
更
さ
れ
て
い
る（

（42
（

。

第
三
に
、
文
部
省
は
指
定
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
学
生
の
状
況
（
学
生
数
、
卒
業
生
の
進
路
な
ど
）、

教
員
の
状
況
（
中
心
的
な
学
科
教
員
の
学
歴
、
必
要
な
学
科
授
業
担
任
教
員
と
そ
の
学
歴
）、
開
講
学
科
状
況
（
過
去
三
年
間
の
開

講
学
科
目
）
を
申
請
書
類
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（42
（

。
ま
た
、
他
大
学
の
新
た
な
申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
す
で
に

指
定
を
受
け
て
い
た
大
学
に
つ
い
て
再
審
査
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た（

（42
（

。
さ
ら
に
、「
心
理
及
論
理
」
の
指
定
認
可
の
た
め
に

心
理
学
実
験
室
の
設
備
が
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（

（42
（

、
科
目
名
と
内
容
の
「
概
論
」
化
の
要
請
が
文
部
省
か
ら
指
示
さ

れ
る
な
ど
、
講
義
内
容
の
中
身
に
踏
み
込
ん
だ
審
査
の
強
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た（

（42
（

。

一
方
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
の
指
定
は
、「
東
京
帝
国
大
学
卒
業
ノ
程
度
」
の
教
育
内
容
を
提
供
す
る
と
い
う
〝
お
墨
付

き
〟
を
文
部
省
か
ら
得
る
こ
と
を
意
味
し
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
に
は
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際

に
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
を
取
得
し
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
や
大
学
予
科
教
員
と
し
て
就
職
で
き
る
人
数
は
限
ら
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
こ
の
無
試
験
検
定
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
自
体
の
持
つ
意
義
は
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
半
面
、
大
学
は
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
教
員
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
ご
ろ
か
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表3-21　旧制立教大学教職員（講師を含む）の高等学校高等科教員免許状取得一覧（判明分）
免許授与
年月日

免許状
番号 氏名 免許学科目 免許事由欄情報

（卒業・修了大学、学部・学科等） 生年月日 出典となる
教員免許台帳

1922/2/24 №541 番匠谷英一 独語 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/7/14 №743 田邊忠男 法制及経済 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/7/18 №756 辻荘一 心理及論理 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/7/18 №757 峰尾都治 英語 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/7/18 №758 小林秀雄 歴史 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/12/22 №867 小林彦五郎 英語 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/12/22 №868 根岸由太郎 英語 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/12/22 №869 シ、エス、ライフ

スナイダー
英語 ［空欄］ ［空欄］ 1の01

1922/12/22 №871 本荘季彦 漢文 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1922/12/22 №872 元田作之進 修身 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1923/2/24 №917 宮原民平 漢文 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1923/3/20 №943 白鳥清 日本史及東洋史 ［空欄］ ［空欄］ 1の01
1923/11/10 №6 石橋智信 哲学概説 東京帝国大学元文科大学哲学科

卒業
1886/5/15 1の03

1924/8/1 №312 河西太一郎 法制及経済 東京帝国大学法学部政治学科卒
業

1895/3/18 1の03

1924/8/1 №313 曽禰武 物理 東京帝国大学元理科大学実験物
理学科卒業

1887/3/1 1の03

1924/9/19 №378 菅円吉 哲学概説 京都帝国大学文学部哲学科卒業
（但大正八年卒業）

1895/12/20 1の03

1924/12/21 №391 大關増次郎 修身 東京高等師範学校専攻科修身教
育部卒業但仝校本科卒業者ニテ
師範学校中学校高等女学校教員
修身科免許状ヲ有ス

1888/1/1 1の03

1925/4/1 №523 杉浦貞二郎 修身 五年以上立教大学教員トシテ修
身担任

1870/10/26 1の03

1928/6/29 №2404 富田彬 英語 東京帝国大学元文科大学文学科
卒業者英吉利文学専修

1897/1/25 1の03

1928/10/24 №2656 阿部三郎太郎 物理 東北帝国大学理学部学士試験合
格者専攻科同物理

1893/3/11 1の03

1929/9/6 №3205 武部卓 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1896/9/10 1の04

1929/9/6 №3206 柴田亮 日本史及東洋史 立教大学文学部史学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1902/2/16 1の04

1930/2/20 №3455 金子尚一 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1900/12/12 1の04

1932/3/23 №4871 杉木喬 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1899/1/5 1の04

1931/5/12 №4181 牛島義友 心理及論理 東京帝国大学文学部卒業者ニシ
テ所定科目受験合格

1906/1/19 1の04

1933/5/13 №6056 岡田太郎 日本史及東洋史 立教大学文学部史学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1903/2/26 1の04

1933/9/30 №6521 佐藤東四郎 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1905/12/9 1の04
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ら
は
教
育
内
容
に
ま
で
文
部
省

か
ら
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
無
試
験
検
定
の
指

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が

契
機
と
な
っ
て
、
文
部
省
の
指

示
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

編
、
担
当
者
の
交
替
を
大
学
側

が
自
ら
進
ん
で
受
け
入
れ
る
仕

組
み
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ

た
」（

（43
（

こ
と
も
、
ま
た
重
要
な
問
題

点
で
あ
る
。

次
に
、
高
等
学
校
高
等
科
教

員
免
許
を
取
得
す
る
側
に
と
っ

て
の
意
味
に
つ
い
て
み
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き

る
。一

九
一
九
年
三
月
の
高
等
学

校
教
員
規
程
で
は
、「
高
等
学

校
高
等
科
ニ
於
テ
ハ
教
員
数
ノ

三
分
ノ
一
以
内
ヲ
限
リ
高
等
科

免許授与
年月日

免許状
番号 氏名 免許学科目 免許事由欄情報

（卒業・修了大学、学部・学科等） 生年月日 出典となる
教員免許台帳

1934/3/12 №7071 宮崎伊佐夫 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1907/12/1 1の04

1934/10/1 №7615 小澤淳男 哲学概説 立教大学文学部哲学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1902/5/9 1の04

1934/11/26 №7718 富田美彦 哲学概説 立教大学文学部哲学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1910/1/24 1の04

1934/11/26 №7719 佐藤正義 哲学概説 立教大学文学部哲学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1909/1/24 1の04

1935/4/5 №8056 十河佑貞 西洋史 五年以上立教大学予科及文学部
教員

1899/1/4 1の04

1935/5/1 №8226 海老澤有道 日本史及東洋史 立教大学文学部史学科卒業者ニ
シテ所定科目ヲ選択履修シタル
モノ

1910/11/20 1の04

1936/3/23 №9091 宮本馨太郎 日本史及東洋史 立教大学文学部史学科卒業者ニ
シテ所定科目選択履修

1911/7/30 1の04

1937/5/20 №10231 鍋島能正 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修

1909/9/3 1の05

1938/3/15 №11350 手塚隆義 日本史及東洋史 立教大学文学部史学科卒業者ニ
シテ所定科目ヲ選択履修シタル
モノ

1905/1/29 1の05

1939/5/9 №12471 宗像誠也 心理及論理 東京帝国大学文学部卒業者ニシ
テ所定科目受験合格者

1908/4/9 1の06

1940/7/23 №13744 細入藤太郎 英語 立教大学文学部英文学科卒業者
ニシテ所定科目選択履修者

1911/2/16 1の06

1942/1/24 №15030 清水起正 英語 五年以上立教大学予科教員 1876/4/28 1の06
1944/7/15 №17815 武藤重勝 哲学概説 立教大学文学部哲学科卒業者ニ

シテ所定科目選択履修者
1904/2/4 1の07

注： �「免許事由欄情報」は出典の記載をそのまま掲げた。「生年月日」は出典の記載を西暦に改めた。なお、この
一覧に挙げた旧制立教大学教職員は判明分のみであり、兼任講師については、『遠山郁三日誌』（山川出版社、
2013年）の巻末資料に掲載された、1940年度から43年度の兼任講師を中心に調査した。全体として、今後
の調査によってさらに増える可能性がある。また、旧制の高等学校高等科教員免許を取得しているが、大学
教員としては新制大学になった後に着任している場合は本表の対象とはしなかった。

出典：国立公文書館所蔵『教員免許台帳（高等学校・無試験）』（「1の01　Ｔ12年度」から「1の10　Ｓ25年度」）。

表3-21（続き）
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教
員
免
許
状
ノ
有
セ
ザ
ル
者
ヲ
以
テ
教
員
ニ
充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
三
条
）
と
明
記
さ
れ
た（

（43
（

。
大
学
令
に
よ
る
大
学
予
科
教
員
に

つ
い
て
も
、
こ
の
高
等
学
校
教
員
規
程
が
適
用
さ
れ
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
を
取
得
し
て
い
る
教
員
が
全
体
の
三
分
の
二
は

必
要
と
指
示
さ
れ
た（

（43
（

。

高
等
学
校
高
等
科
や
大
学
予
科
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
教
員
と
な
る
人
数
は
、
中
等
学
校

教
員
と
比
べ
れ
ば
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
高
等
学
校
高
等
科
や
大
学
予
科
の
教
員
と
し
て
就
職
す
る

際
に
は
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
の
取
得
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
教
員
免
許
台

帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）』（

（43
（

に
は
大
学
の
卒
業
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
断
定
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
が（

（43
（

、
表
3
―

21

に
よ
っ
て
立
教
大
学
の
場
合
を
み
る
と
、
一
九
二
二
年
七
月
に
免
許
を
取
得
し
た
田
辺
忠
男
ら
四
名
、
一
九
二
二
年
一
二
月
に
連
続

す
る
免
許
状
番
号
で
取
得
し
た
小
林
彦
五
郎
か
ら
元
田
作
之
進
の
五
名
は
、
立
教
大
学
が
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
り
、
予
科
の
担

当
教
員
と
し
て
名
前
を
連
ね
る
必
要
が
生
じ
た
時
点
で
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
状
を
取
得
し
た
と
み
ら
れ
る（

（43
（

。
中
等
学
校
教

員
免
許
の
場
合
も
、
中
等
学
校
教
員
と
し
て
就
職
す
る
時
点
で
申
請
・
取
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
が
、
高
等

学
校
高
等
科
教
員
免
許
の
申
請
・
取
得
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
時
点
よ
り
も
、
実
際
に
高
等
学
校
高
等
科

や
大
学
予
科
教
員
と
な
る
時
点
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三　

立
教
大
学
に
お
け
る
中
等
学
校
教
員
の
無
試
験
検
定
指
定（

（43
（

戦
前
に
お
け
る
教
員
免
許
の
無
試
験
検
定
指
定
の
特
徴
と
し
て
、
中
等
学
校
、
高
等
学
校
高
等
科
と
も
に
、
初
め
て
指
定
を
当
該

大
学
が
受
け
る
の
は
、
お
お
む
ね
学
部
開
設
か
ら
三
年
経
過
し
、
最
初
の
大
学
令
に
よ
る
大
学
学
部
の
学
生
を
卒
業
さ
せ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
の
大
学
に
お
い
て
、
学
部
学
科
が
何
ら
か
の
教
科
に
つ
い
て
教
職
の
課

程
認
定
を
受
け
た
あ
と
に
入
学
し
た
学
生
か
ら
、
そ
の
課
程
認
定
の
対
象
と
す
る
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る（

（43
（

。

立
教
大
学
の
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
の
認
可
は
、
一
九
二
二
年
五
月
で
あ
る
が
、
当
時
の
一
年
生
が
三
年
間
の
学
部
学
生
を
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終
え
て
、
卒
業
す
る
直
前
の
一
九
二
五
年
一
月
、
最
初
の
中
等
学
校
教
員
免
許
の
指
定
を
受
け
た
。
こ
の
と
き
指
定
さ
れ
た
科
目

は
、
商
学
部
商
学
科
の
「
商
業
」、「
簿
記
」、「
英
語
」、
経
済
学
科
の
「
法
制
及
経
済
」、「
英
語
」、
文
学
部
英
文
学
科
の
「
英
語
」、

哲
学
科
の
「
修
身
」、
予
科
文
科
と
商
科
の
「
英
語
」
で
あ
る（

（43
（

。
そ
し
て
、
一
九
二
五
年
に
開
設
さ
れ
た
文
学
部
史
学
科
は
、

一
九
二
七
年
八
月
に
中
等
学
校
「
歴
史
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る（

（43
（

。

一
九
三
一
年
の
商
学
部
か
ら
経
済
学
部
へ
の
改
組
に
と
も
な
い
、
す
で
に
指
定
を
受
け
た
学
科
目
に
つ
い
て
無
試
験
検
定
指
定
の

申
請
を
行
な
い
、
一
九
三
四
年
一
一
月
に
経
済
学
部
商
学
科
、
経
済
学
科
と
し
て
も
指
定
を
受
け
た（

（44
（

。
そ
の
後
、
一
九
三
六
年
三
月

に
は
経
済
学
部
商
学
科
、
経
済
学
科
の
両
学
科
で
「
公
民
科
」
の
指
定
が
追
加
さ
れ
た（

（44
（

。

た
だ
し
、
申
請
し
た
学
科
目
が
す
べ
て
認
可
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
の
指
定
に
向
け
た
一
九
二
四
年
六
月
の
申
請
書
類
に

よ
る
と
、
立
教
大
学
で
は
、
認
可
さ
れ
た
学
科
目
以
外
に
も
、
哲
学
科
の
「
教
育
」
と
「
英
語
」、
宗
教
学
科
の
「
英
語
」
を
申
請

し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
科
目
は
認
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た（

（44
（

。

文
学
部
宗
教
学
科
で
は
、
中
等
学
校
「
修
身
」
の
無
試
験
検
定
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
九
三
九
年
二
月
と
一
九
四
二

年
三
月
に
科
目
の
増
設
な
ど
学
科
課
程
の
変
更
を
申
請
し
て
い
た
が（

（44
（

、
指
定
の
認
可
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
九
四
二
年
三
月
の
学
則
中
変
更
認
可
の
申
請
は
、
文
学
部
各
学
科
で
「
公
民
科
」
の
無
試
験
検
定
の
指
定
を
得
る
こ
と

が
変
更
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
宗
教
学
科
と
哲
学
科
は
学
科
課
程
を
全
面
改
訂
し
、
英
文
学
科
と
史
学
科
に
は
「
公
民

科
」
に
必
要
な
選
択
科
目
と
し
て
、「
倫
理
学
（
東
洋
、
西
洋
）」
四
（
毎
週
時
数
。
以
下
同
様
）、「
憲
法
」
二
、「
行
政
法
（
総
論
、

各
論
）」
四
、「
民
法
（
総
則
、
親
族
及
相
続
）」
四
、「
経
済
学
（
原
論
、
政
策
）」
四
、「
社
会
学
」
二
、「
社
会
政
策
」
二
を
新
た

に
加
え
た（

（44
（

。
し
か
し
、
こ
れ
も
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
文
学
部
の
学
科
課
程
の
変
更
を
は
じ
め
、
中
等
学
校
教
員
免
許
の
無
試
験
検
定
の
指
定
を
目
的
と
し
た
動
き
に
つ
い
て

は
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
も
、
文
部
省
と
の
下
交
渉
を
行
な
っ
た
様
子
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る（

（44
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
結
局
、
指

定
を
受
け
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。
不
調
の
理
由
は
、
指
定
を
受
け
た
学
科
と
学
科
目
の
関
係
な
ど
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
史
学
科
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や
英
文
科
で
中
等
学
校
「
公
民
科
」
の
無
試
験
検
定
指
定
の
認
可
を
受
け
た
ケ
ー
ス
は
他
大
学
で
も
み
ら
れ
な
い
）。

な
お
、
戦
前
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
四
大
学
（
同
志
社
大
学
、
立
教
大
学
、
上
智
大
学
、
関
西
学
院
大

学
）
で
は
、
中
等
学
校
「
修
身
」、
高
等
学
校
高
等
科
「
修
身
」、
あ
る
い
は
両
方
の
指
定
を
受
け
た
（
立
教
大
学
は
中
等
学
校
の

み
。
他
の
三
大
学
は
両
方
の
指
定
を
受
け
た
）
が
、
そ
の
指
定
は
哲
学
科
や
そ
の
倫
理
学
専
攻
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。「
キ
リ
ス
ト

教
の
牧
師
・
聖
職
者
養
成
に
関
わ
り
得
る
（
関
係
性
が
高
い
）
と
考
え
ら
れ
る
学
科
（
立
教
大
学
の
宗
教
学
科
）
や
専
攻
（
同
志
社

大
学
の
神
学
専
攻
）
は
最
後
ま
で
、『
修
身
』
を
は
じ
め
他
の
学
科
目
の
指
定
も
受
け
」
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（

（44
（

。
キ
リ
ス
ト
教
の

牧
師
・
聖
職
者
が
高
等
学
校
高
等
科
や
中
等
学
校
と
い
う
場
に
お
い
て
生
徒
を
教
育
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
自
体
が
注
意
深
く
排
除

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

四　

立
教
大
学
に
お
け
る
高
等
学
校
高
等
科
教
員
の
無
試
験
検
定
指
定

立
教
大
学
が
受
け
た
高
等
学
校
高
等
科
教
員
の
無
試
験
検
定
指
定
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る（

（44
（

。

　

・
一
九
二
八
年
三
月　
「
英
語
」
文
学
部
英
文
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
史
及
東
洋
史
」
文
学
部
史
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
哲
学
概
説
」
文
学
部
哲
学
科

　

・
一
九
三
三
年
一
月　
「
心
理
及
論
理
」
文
学
部
哲
学
科
心
理
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
法
制
及
経
済
」
経
済
学
部

　

・
一
九
三
九
年
二
月　
「
日
本
史
及
東
洋
史
」（
文
学
部
史
学
科
の
日
本
史
及
東
洋
史
を
主
と
す
る
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
西
洋
史
」（
文
学
部
史
学
科
の
西
洋
史
を
主
と
す
る
者
）

一
九
二
八
年
三
月
の
指
定
に
至
る
過
程（

（44
（

で
は
、
教
員
検
定
常
任
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、「
教
育
学
、
教
育
史
」
の
授
業
を
日
本

人
教
師
と
す
る
こ
と
が
指
定
の
条
件
と
さ
れ
た
。〝
教
職
専
門
科
目
は
日
本
人
教
師
に
担
当
さ
せ
よ
〟
と
の
指
示
は
、
一
九
三
一
年
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に
上
智
大
学
が
指
定
を
受
け
た
際
の
指
示
に
も
み
ら
れ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
は
す
で
に
こ
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
六
年
六
月
の
立
教
大
学
か
ら
文
部
省
へ
の
「
高
等
学
校
高
等
科
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル
指
定
ノ
件
申
請
」
に
よ
る
と
、

「
西
洋
哲
学
」
に
桑
木
厳
翼
、「
支
那
哲
学
」
に
宇
野
哲
人
を
そ
れ
ぞ
れ
研
究
科
の
指
導
教
授
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
、
科
目
担
当
講

師
と
し
て
「
西
洋
哲
学
」
に
出
隆
、「
支
那
哲
学
」
に
古
城
貞
吉
、「
国
史
」
に
辻
善
之
助
、「
東
洋
史
」
に
市
村
瓚
次
郎
を
委
嘱
す

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
教
授
陣
の
多
く
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
当
該
学
科
の
教
授
で
あ
り
、
そ
の
専
門
分
野
を
代
表
す
る
当
時

の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
の
無
試
験
検
定
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
学

科
課
程
を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ
た
が
、
東
京
帝
国
大
学
と
同
等
水
準
の
教
育
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
に
は
、
そ
の
教
授
に

授
業
担
当
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
対
策
で
あ
り
、
近
道
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
高
等
学
校
高
等
科
教
員

の
無
試
験
検
定
指
定
は
、
こ
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
の
講
師
が
委
嘱
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
て
い
っ
た（

（44
（

。

一
九
三
三
年
一
月
に
は
経
済
学
部
が
「
法
制
及
経
済
」、
文
学
部
哲
学
科
が
「
心
理
及
論
理
」
の
指
定
を
受
け
た（

（45
（

。
こ
の
う
ち
「
心

理
及
論
理
」
に
関
し
て
は
、
一
九
二
九
年
二
月
に
申
請
さ
れ
、
申
請
後
に
指
定
を
実
現
す
る
た
め
、
哲
学
科
内
を
哲
学
専
攻
と
心
理

学
専
攻
に
分
け
る
学
則
変
更
を
行
な
っ
た（

（45
（

。
こ
の
学
則
変
更
の
参
照
資
料
と
し
て
、
心
理
学
実
験
設
備
・
機
械
の
一
覧
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
「
心
理
及
論
理
」
の
指
定
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
い
ず
れ
の
大
学
に
対
し
て
も
実

験
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
く
な
り
、
心
理
学
実
験
設
備
等
が
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
し

て
い
た（

（45
（

。
一
九
三
二
年
一
一
月
に
立
教
大
学
が
心
理
学
実
験
室
を
完
成
さ
せ
た
タ
イ
ミ
ン
グ（

（45
（

は
、
一
九
三
〇
年
に
哲
学
科
に
心
理
学
専

攻
を
設
け
て
、
一
九
三
三
年
一
月
に
「
心
理
及
論
理
」
の
指
定
を
受
け
る
一
連
の
動
き
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

敗
戦
前
の
立
教
大
学
が
受
け
た
最
後
の
無
試
験
検
定
指
定
が
、
一
九
三
九
年
二
月
の
「
西
洋
史
」
の
新
た
な
指
定
と
、「
日
本
史

及
東
洋
史
」
の
再
度
の
指
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
学
部
史
学
科
卒
業
者
で
西
洋
史
を
専
攻
し
た
者
に
「
西
洋
史
」
の
指
定
を
受

け
、
す
で
に
受
け
て
い
た
「
日
本
史
及
東
洋
史
」
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
日
本
史
及
東
洋
史
を
専
攻
し
た
者
へ
と
対
象
を
変

更
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（45
（

。
こ
の
指
定
を
受
け
る
た
め
、
一
九
三
七
年
一
二
月
に
学
則
の
変
更
を
申
請
し（

（45
（

、
史
学
科
の
学
科
課
程
を
「
日
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本
史
及
東
洋
史
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
「
西
洋
史
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
」
に
分
け
た
（
一
九
三
八
年
度
か
ら
実
施
）。

以
上
の
よ
う
に
、
立
教
大
学
で
は
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
の
無
試
験
検
定
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
の
関
係
で
、
教
員
の
変
更
や

新
た
な
委
嘱
の
ほ
か
、
文
学
部
哲
学
科
と
史
学
科
に
お
け
る
専
攻
の
新
設
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
っ

て
以
降
、
各
学
科
で
進
め
ら
れ
て
き
た
研
究
や
教
育
活
動
の
進
展
・
蓄
積
が
存
在
し
て
い
た
と
同
時
に
、
無
試
験
検
定
の
指
定
を
受

け
る
た
め
の
申
請
を
契
機
と
し
て
、
学
科
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
等
学
校
教
員
の
無
試
験

検
定
の
場
合
と
同
様
、
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
教
員
や
学
科
課
程
、
そ
し
て
教
育
内
容
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
文
部
省
か
ら

受
け
る
こ
と
と
表
裏
一
体
だ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い（

（45
（

。

五　

立
教
大
学
卒
業
生
の
教
員
免
許
取
得
状
況
と
そ
の
特
徴（

（45
（

旧
制
立
教
大
学
時
代
の
卒
業
生
の
中
等
学
校
教
員
免
許
取
得
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、
一
九
二
五
～
四
九
年
度
に
延
べ
五
〇
六
名
の

免
許
取
得
が
確
認
で
き
る（

（45
（

。

戦
後
、
新
制
大
学
に
な
っ
て
か
ら
の
教
員
免
許
取
得
は
、
所
属
大
学
か
ら
文
部
省
に
一
括
申
請
を
行
な
い
、
卒
業
時
に
交
付
さ
れ

る
の
が
一
般
的
と
な
る
が
、
旧
制
大
学
の
も
と
で
の
教
員
免
許
取
得
は
、
卒
業
し
た
あ
と
の
交
付
が
大
原
則
と
な
っ
て
い
た
。
卒
業

後
、
一
、
二
か
月
と
い
う
比
較
的
間
も
な
い
時
点
で
交
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
、
ま
た
立
教
大
学
の
卒
業
者
を
み
る

と
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
人
数
が
同
日
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
も
の
の
、
一
年
間
を
通
し
て
個
人
の
申
請
に
よ

り
、
五
月
雨
式
に
免
許
が
交
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
立
教
大
学
の
卒
業
者
の
場
合
、
中
等
学
校
教
員
免
許
取
得
の
初

年
度
は
一
九
二
五
年
度
で
あ
る
が
、
翌
年
度
以
降
、
過
年
度
の
卒
業
生
の
免
許
状
交
付
も
か
な
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
立
教
大
学
卒
業
生
の
中
等
学
校
教
員
免
許
取
得
状
況
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

第
一
に
、
延
べ
五
〇
六
名
の
免
許
取
得
者
の
う
ち
、
す
べ
て
の
年
度
を
通
し
た
学
科
目
別
内
訳
は
、「
英
語
」
の
み
三
三
二
名
、

「
修
身
」
二
七
名
、「
歴
史
」
七
三
名
、「
簿
記
」
の
み
五
名
、「
公
民
科
」
の
み
三
名
、「
歴
史
・
英
語
」
一
名
、「
簿
記
・
英
語
」
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三
五
名
、「
商
業
・
英
語
」
二
名
、「
商
業
・
簿
記
・
英
語
」
九
名
、「
法
制
及
経
済
・
英
語
」
一
六
名
、「
公
民
科
・
英
語
」
三
名
で

あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
「
英
語
」
の
免
許
取
得
者
の
出
身
学
部
等
の
内
訳
は
、
文
学
部
一
三
八
名
、
商
学
部
と
経
済
学
部
一
八
五

名
、
予
科
七
八
名
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
年
度
に
よ
り
取
得
人
数
は
か
な
り
変
動
し
て
お
り
、
一
九
四
五
年
度
の
二
名
（
敗
戦
前
に
一
名
、
敗
戦
後
に
一
名
）
が

も
っ
と
も
少
な
く
、
そ
れ
以
外
で
は
、
一
九
三
九
年
度
の
五
名
、
一
九
四
六
年
度
の
七
名
、
一
九
四
八
年
度
の
九
名
が
一
〇
名
未
満

と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
旧
制
大
学
下
で
中
等
学
校
教
員
免
許
交
付
の
最
後
の
年
度
と
な
っ
た
一
九
四
九
年
度

の
六
〇
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
の
は
、
一
九
二
六
年
度
の
三
一
名
、
一
九
三
四
年
度
の
三
八
名
で
あ
り
、
一
九
三
三
～
三
五
年
度

の
免
許
取
得
者
が
相
対
的
に
多
か
っ
た
。

一
九
三
九
年
度
に
五
名
と
大
幅
に
減
少
し
た
後
、
一
九
四
〇
年
度
に
は
予
科
修
了
に
よ
っ
て
「
英
語
」
の
免
許
を
取
得
し
た
卒
業

生
が
一
一
名
と
突
出
し
て
多
く
な
っ
た
（
一
九
四
九
年
度
を
除
く
）
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
一
九
四
〇
年
三
月
の
予
科
修
了
者

は
三
名
の
み
で
、
他
の
八
名
は
一
九
二
五
～
三
六
年
ま
で
の
予
科
修
了
者
で
あ
っ
た（

（45
（

。

旧
制
立
教
大
学
時
代
の
卒
業
生
の
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
取
得
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、
一
九
二
八
～
五
〇
年
度
に
延
べ

一
一
五
名
の
免
許
取
得
が
確
認
で
き
る（

（46
（

。
一
九
二
八
～
五
〇
年
度
の
学
科
目
別
内
訳
は
、「
英
語
」
六
八
名
、「
哲
学
概
説
」
一
〇
名
、

「
心
理
及
論
理
」
八
名
、「
日
本
史
及
東
洋
史
」
二
七
名
、「
西
洋
史
」
二
名
で
あ
る
。
経
済
学
部
で
指
定
を
受
け
た
「
法
制
及
経
済
」

の
取
得
者
は
い
な
い
。
な
お
、
一
九
四
一
年
度
に
「
英
語
」
の
免
許
を
取
得
し
た
の
は（

（46
（

、
立
教
大
学
予
科
で
英
語
を
担
当
し
て
い
た

清
水
起
正
で
あ
り
、
そ
の
免
許
事
由
は
「
五
年
以
上
立
教
大
学
予
科
教
員
」
で
あ
っ
た
。
一
八
七
六
年
生
ま
れ
で
、
一
九
〇
〇
年
三

月
に
東
京
正
則
英
語
学
校
を
卒
業
し
た
清
水
は（

（46
（

、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
を
六
五
歳
で
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。

高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
の
取
得
者
数
は
、
最
後
の
年
度
で
あ
る
一
九
五
〇
年
度
に
二
三
名
と
な
っ
た
以
外
、
毎
年
度
一
〇
名

未
満
で
あ
っ
た
。
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六　
『
文
部
省
年
報
』
に
み
る
立
教
大
学
学
部
卒
業
生
の
進
路
と
し
て
の
学
校
教
員

実
際
に
学
校
教
員
と
な
っ
た
立
教
大
学
の
卒
業
生
は
、
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
高
等
学
校
高
等
科
教

員
に
つ
い
て
は
、
表
3
―

21
に
あ
げ
た
判
明
分
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
一
定
程
度
は
母
校
で
あ
る
立
教
大
学
の
教
員
と
な
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

他
方
、
卒
業
生
の
中
等
学
校
教
員
と
し
て
の
就
職
動
向
に
関
し
て
、
立
教
大
学
の
卒
業
者
数
お
よ
び
「
学
校
職
員
」
へ
の
就
職
者

数
と
そ
の
割
合
を
示
し
た
表
3
―

22（（46
（

に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

第
一
に
、「
学
校
職
員
」
就
職
者
の
割
合
は
年
度
に
よ
り
変
動
が
大
き
く
、
一
九
三
六
～
四
二
年
度
に
は
ほ
ぼ
五
％
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
一
九
三
三
年
度
の
一
六
・
五
九
％
の
よ
う
に
一
〇
％
を
超
え
る
年
度
も
あ
っ
た
。
一
九
二
四
～
四
二
年
度
の
平
均
は

七
・
三
六
％
、
一
九
二
四
～
三
五
年
度
の
平
均
は
一
一
・
〇
二
％
（
卒
業
生
計
一
七
七
六
人
中
「
学
校
職
員
」
計
一
九
九
名
）、

一
九
三
六
～
四
二
年
度
の
平
均
は
三
・
四
一
％
（
卒
業
生
計
一
七
二
八
人
中
「
学
校
職
員
」
計
五
九
名
）
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
卒
業
者
の
進
路
と
し
て
、
立
教
大
学
で
は
「
銀
行
・
会
社
員
」
が
毎
年
度
お
お
む
ね
四
割
か
ら
六
割
を
占
め
て
い
た
。

一
九
三
〇
年
度
に
は
「
陸
軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」
が
進
路
先
の
第
二
位
へ
と
上
昇
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
度
の
集
計
が

一
九
三
二
年
三
月
一
日
時
点
と
い
う
満
洲
事
変
勃
発
後
の
時
期
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
陸
軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」

は
、
そ
の
後
も
進
路
先
の
第
二
位
を
占
め
る
状
況
が
続
き
、
一
九
三
九
年
度
に
は
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
日
中
全
面
戦
争
の
長
期

化
と
連
動
し
て
、
兵
役
法
（
一
九
二
七
年
四
月
制
定
）
の
改
正
が
幾
度
も
行
な
わ
れ
、
徴
集
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ

と
の
関
係
で
進
路
先
と
し
て
、「
陸
軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」
が
増
加
し
た
と
も
指
摘
し
得
る
。
な
お
、
一
九
四
二
年
度
に
は
「
陸

軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」
に
替
わ
り
、「
陸
軍
現
役
下
士
官
兵
」
と
「
海
軍
現
役
下
士
官
兵
」
が
新
設
さ
れ
た
が
、「
海
軍
現
役
下
士

官
兵
」
が
九
八
人
で
第
二
位
、「
陸
軍
現
役
下
士
官
兵
」
が
八
三
人
で
第
三
位（

（46
（

と
な
り
、
卒
業
者
の
進
路
の
約
五
割
を
陸
軍
・
海
軍
の

現
役
下
士
官
兵
が
占
め
た
。

紙
幅
の
関
係
で
す
べ
て
の
私
立
大
学
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
卒
業
者
の
学
校
教
員
と
し
て
の
就
職
割
合
に
つ
い
て
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特
徴
が
み
ら
れ
る
私
立
大
学
を
掲

出
す
る
と
表
3
―

23
の
通
り
で
あ

る
。
第
一
に
、
学
校
教
員
と
な
る

割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
の
は
國
學

院
大
學
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
各

年
度
と
も
学
校
教
員
と
な
る
卒
業

生
の
絶
対
数
は
多
い
も
の
の
、
全

体
の
学
生
数
が
多
い
早
稲
田
大
学

や
日
本
大
学
は
割
合
と
し
て
は
低

く
表
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
三
三
年
度
に
立
教
大
学
は
卒

業
生
総
数
二
一
六
名
に
対
し
て
、

学
校
教
員
へ
の
就
職
者
数
は
一
一

名
で
あ
っ
た
が
、
早
稲
田
大
学
で

は
一
三
〇
三
名
に
対
し
て
四
一

名
、
日
本
大
学
で
は
七
〇
四
名
に

対
し
て
九
二
名
と
な
っ
て
い
る（

（46
（

。

早
稲
田
大
学
や
日
本
大
学
な
ど

は
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
以
外
に

も
私
立
専
門
学
校
の
高
等
師
範
部

表3-22　立教大学卒業者のうち「学校職員」としての就職者数・割合推移
� (単位；人, ％ )

年報 対象となる
卒業者年度

「学校職員」
としての
就職者数

当該年度の
卒業者数

卒業者のうち
「学校職員」
就職者の割合

卒業者進路先人数第１位の
カテゴリー（人数）

卒業者進路先人数第２位の
カテゴリー（人数）

53 1924年度 15 112 13.40% 銀行・会社員(68) 学校職員(15)
54 1925年度 14 103 13.59% 銀行・会社員(43) 学校職員(14)
55 1926年度   3 117   2.56% 銀行・会社員(51) 職業未定・不詳(29)
56 1927年度   8 128   6.25% 銀行・会社員(57) 職業未定・不詳(20)
57 1928年度 12 110 10.90% 職業未定・不詳(37) 銀行・会社員(34)
58 1929年度 13 120 10.83% 銀行・会社員(52) 職業未定・不詳(23)
59 1930年度 10 135   7.41% 銀行・会社員(71) 陸軍幹部候補生及兵役(28)
60 1931年度 15 145 10.34% 銀行・会社員(70) 陸軍幹部候補生及兵役(25)
61 1932年度 17 177   9.60% 銀行・会社員(86) 陸軍幹部候補生及兵役(35)
62 1933年度 37 223 16.59% 銀行・会社員(120) 学校職員(37)
63 1934年度 26 210 12.38% 銀行・会社員(122) 陸軍幹部候補生及兵役(37)
64 1935年度 29 196 14.80% 銀行・会社員(119) 陸軍幹部候補生及兵役(30)
65 1936年度   6 194   3.09% 銀行・会社員(91) 陸軍幹部候補生及兵役(45)
66 1937年度 11 216   5.09% 銀行・会社員(132) 陸軍幹部候補生及兵役(49)
67 1938年度   5 218   2.29% 銀行・会社員(98) 陸軍幹部候補生及兵役(88)
68 1939年度   5 199   2.51% 陸軍幹部候補生及兵役(99) 銀行・会社員(70)
69 1940年度 12 269   4.46% 銀行・会社員(209) 職業未定・不詳(22)
70 1941年度   6 284   2.11% 銀行・会社員(230) 職業未定・不詳(31)
71 1942年度 14 348   4.02% 銀行・会社員(113) 海軍現役下士官兵(98)
注：①�本表にあげた『文部省年報』では、大学卒業者について、当該年度の年報に前年度の卒業者の状況が掲載さ

れていた。たとえば、1929年度の第57年報には、1928年度卒業者の1930年3月1日現在の状況が掲載された。
　　②�本表に掲げた以外に、1946年度の第74年報と1947年度の第75年報にも卒業者の状況欄が設けられているが、

対象となっている卒業年度の記載がないため、本表には載せていない。なお、第72年報と第73年報には欄
自体が設けられていない。

　　③�本表のうち第68年報までは「学校職員」、第69～71年報は「学校及図書館職員」と、カテゴリーが変化して
いるが、本表では、すべて「学校職員」とした。

出典：当該年度の『文部省年報』による。
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を
設
置
し
、
無
試
験
検
定
の
許
可
学
校
と
し
て
早
く
か
ら
中
等
学
校
教
員
を
養

成
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
の
場
合（

（46
（

、
学
部
・
予
科
・
専
門
部
・
高
等
師
範

部
な
ど
を
す
べ
て
あ
わ
せ
る
と
、
中
等
学
校
教
員
と
な
っ
た
人
数
は
か
な
り
多

か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
立
教
大
学
の
卒
業
者
が
中
等
学
校
教
員
と
な
っ
た
絶
対
数

は
明
ら
か
に
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
教
員
と
し
て
就
職
し
た
割
合
を
み
る
な

ら
ば
、
必
ず
し
も
低
く
は
な
く
、
早
稲
田
大
学
の
学
部
や
慶
應
義
塾
大
学
よ
り

も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
一
年
二
月
の
『
立
教
大
学
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
学
部
の
更
正

を
望
む
」
と
い
う
記
事
（
無
記
名
）
で
は
、
新
文
学
部
長
と
な
っ
た
小
島
茂
雄

へ
の
期
待
を
語
る
文
脈
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
文
学
部
が
と
っ
て
き
た
「
教
員

養
成
主
義
」
へ
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
教
員
養
成
主
義
」

へ
の
偏
重
は
、「
本
質
的
に
見
て
文
学
部
自
体
の
邪
道
」
で
あ
り
、
こ
の
「『
邪

道
』
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
教
員
洪
水
ひ
い
て
は
失
業
群
と
な
つ
て
表
れ
て
来

た
。
こ
れ
は
別
に
独
り
本
学
の
み
な
ら
ず
、
各
私
大
が
競
争
的
に
そ
の
方
針
を
採
用
し
た
が
為
で
あ
る
」。
そ
し
て
、「
語
学
」
よ
り

も
「
文
学
」
研
究
を
重
視
し
た
教
員
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
改
革
を
求
め
る
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
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（

。
昭
和
恐
慌
下
の
就
職
難
と
い

う
当
時
の
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、『
立
教
大
学
新
聞
』
の
執
筆
者
（
大
学
生
と
推
定
さ
れ
る
）
に
と
っ
て
、
学
問
的
に

深
め
ら
れ
る
べ
き
教
育
内
容
が
「
教
員
養
成
主
義
」
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
つ
の
重

要
な
証
言
で
も
あ
ろ
う
。

表3-23　�主な私立大学における卒業生の学校教員としての就職
割合� （単位：％）

主な� 年度
私立大学

1925 1929 1933 1937 1941

立教大学 13.59 10.83 16.59 5.09 2.11
慶應義塾大学 1.62 0.75 0.57 0.82 9.68
早稲田大学 6.90 3.27 1.82 3.15 1.12
明治大学 6.60 2.28 0.60 0.77 0.47
同志社大学 12.40 10.81 6.14 5.75 2.01
日本大学 7.85 12.50 11.59 13.07 4.31
國學院大學 56.76 27.27 31.48 44.64 27.36
注：�『文部省年報』の私立大学卒業者の状況（卒業から約一年後の状況）
の表から、その年度の卒業生総数のうち「学校職員」となった卒業
生の割合を1925年度から4年度おきに抽出したもの。

出典：�『文部省年報』第五十四年報、第五十八年報、第六十二年報、第
六十六年報、第七〇年報。


